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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　地平線の彼方かなたに、赤い太陽が沈しずもうとしていた。

　茶色い大地に、乾かわいた風が吹ふき抜ぬける。

　そこは、平原が岩山へと変わる境の土地だった。

　西の方角に目をやれば、乾かん燥そうした大地が見わたすかぎり続く。どこにも、建物らしい建物は見えず、ところどころ、こんもりとした茂しげみがあるくらいだ。

　それに対し、東側に目を転ずれば、平原から突とつ如じよ、ごつごつした岩いわ肌はだがそそり立ち、その先に続く二千メートル級の山への入り口となっている。

　今、見あげた山の頂は、太陽の残照を受けてオレンジ色に輝かがやいているが、男が立っているふもとの岩場は、すでに夕ゆう闇やみが忍しのび入り、うす暗い。

　そのうす暗くなったところに、ひっそりと修道院があった。

　人けのない、朽くちた修道院。

　砂を運ぶ風のごとく、時が、その上を過ぎて行った古い建造物。

　文明から取り残され、死の静けさがただよう森しん閑かんとした場所に、その時──。

　おんぎゃあ。

　おんぎゃあ。

　おんぎゃあ。

　ふいに、赤ちゃんの泣き声が響ひびきわたった。

　産まれたての子どもがあげる、活力に満ちた泣き声。それは、やけに力強く、悠ゆう久きゆうの静けさを打ち破るような勢いのある声だった。

　男が、砂を踏ふみしめて、建物の方へと近づいていく。

　すると、それを待っていたかのように、廃はい墟きよの入り口に、黒い布に全身をすっぽりと包み込んだ女が現れた。

　唯ゆい一いつ、覆おおわれていない目が、暗がりで茶色く光っている。

　女の腕うでには、産まれたばかりの赤子がいて、先ほどよりは落ち着いた声量で、しゃくりあげるように声を出している。

　男が、赤子を見る。

　てらてらとした赤い塊かたまり。

（赤い……）

　赤子というのは、文字通り、赤い色をしているから「赤子」というのだろうか。

　ただ──。

（それにしても、赤すぎやしないか……？）

　そんなことを思う男の鼻先を、つんとした焦こげ臭くささが漂ただよった。

　見れば、廃墟の奥で、いまだくすぶり続ける炎ほのおが、あちこちでチロチロとしたオレンジ色の光を投げかけている。それは、かなり広こう範はん囲いにわたる炎の残ざん骸がいで、日本の感覚でいえば、畳たたみ一いち畳じよう分くらいの広さはあるだろう。

　それだけの炎を、いったい、何を焼くのに使ったのだろうか。

　産うぶ湯ゆを沸わかしたにしては、炎のあとが広すぎるし、なにより、この焦げ臭さ──。

　肉の焼けたような臭においは、先ほどより強くなったような気がした。

　それに、よくよく目を凝こらして見れば、炎の残骸の中には、丸太のようなものが黒々と横たわっている。

（あれは、いったい……？）

　男がそっちに気を取られていると、目の前の女がなにか言った。

　ハッとして、男が視線を戻もどすと、茶色い瞳ひとみを輝かせた女が、男の腕に赤子を渡わたしながら、現地の言葉ではっきりと告げた。

『この子どもは、炎の中から誕生しました』

　赤子を受けとった男が、女の言葉を繰くり返す。

『……炎の中から？』

『そう』

『それは──』

　どういう意味かと訊きこうとした男が、言葉をとめて、女の手首に見入る。

　女が腕を引く際、布地の下に見えた刻印。

　その細い手首に黒く刻まれていたのは、爬は虫ちゆう類るいの形をした入れ墨ずみだ。

　男の視線に気づいた女が、言った。

『これは、モレの一族の刻印です』

『モレ……？』

　繰り返した男が、感動したように首を大きく動かして続ける。

『強大なるモレか。戦いくさの神にして、血に飢うえた神──』

『はい』

　頷うなずいた女が、続ける。

『流された血の分だけ、モレは力を増し、その民たみに恩おん恵けいを与あたえてくれるといわれています。そして、やがては、モレを祀まつる民が世界を支配する。──ただし』

　茶色く輝く目を細め、女が疎うとましげに述べた。

『その強大さゆえに人々から敬遠され、他ほかの神々によって力を奪うばわれました。そのため、今、モレを復活させるには、新たな器うつわが必要なのです』

『それが、この子だと？』

『はい。炎の中から生まれた、モレに選ばれし赤子──』

　そこで、男が、再び赤子に目をやる。

　赤子は、すでに泣き止やんでいて、今は目を閉じて安らかな寝ね息いきを立てている。

『神の器か……』

　呟つぶやいた男が、ふと何かに気づいたように顔をあげた。

『──そういえば、ファティマは？』

　赤子の母親であるファティマ。

　独身であった彼が、この地で出会い恋こいに落ちた美しい女。

　秘密の儀ぎ式しきによって結ばれた女性のことを思い出した男が訊くと、目の前の女は、輝く茶色い瞳を逸そらさぬまま、なんの感情もこもらない声で応じた。

『ファティマは、選ばれし花はな嫁よめとして、その任を全まつとうし、神のもとへと旅立ちました』

『旅立った……？』

　とっさに理解できずに繰り返した男は、すぐに状じよう況きようを察して目を見ひらく。

『まさか──!?』

『そうです』

　頷いた女は、理解を深めるために、英語で言い直す。


〝She died.〟



『そんな──！』

　男が、絶句する。

　死んだ。

　彼の妻となるはずだった女性は、もうこの世にいない。

　その時、男は、何かに思い当たったかのように、廃墟の奥に目をやった。

　すでに、炎はあらかた消えていて、辺りは、まったき闇やみに包まれつつある。

　だが、それでも、丸太のように横たわる黒々としたふくらみは、彼の目に、今、異様なものとして映り込む。

（まさか、あれが……？）

　動どう揺ようする彼を前にしても顔色一つ変えない女は、入れ墨のある腕をのばして赤子の頭に手を置くと、恍こう惚こつとして呟いた。

『それにしても、なんて気高いお顔なのでしょう……』

　男が、ゆっくりと腕の中の赤子に視線を戻す。

　やはり、赤い。

　異様に赤い。

（炎の中から誕生した子ども──）

　さきほど女の言ったことが、この時初めて、言葉の綾あやなどではない、ひどい生々しさを持って彼の中に刻み込まれる。

　同時に、彼の意思とはまったく関係ないところで、どろりとした暗い何かが、闇の中で頭をもたげ、胎たい動どうし始めたように感じられた。
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　山々にかこまれた風ふう光こう明めい媚びな土地に建つ全ぜん寮りよう制せい男子校、御み堂どう学院。

　夕食時をむかえ、生徒たちがざわざわとざわついているヴィーナス寮りように、突とつ如じよ、ひときわ大きな怒ど鳴なり声が響ひびきわたった。

「す～お～っ!!」

　食堂の入り口に立って上級生と話し込んでいた生徒の一人が、その声で振ふり返る。

　スラリと端たん整せいな佇まい。

　水気を含ふくんだつややかな黒くろ髪かみ。

　顔、スタイル、物もの腰ごしと、どれをとってもすべてがきれいに整っている青年であるが、声のほうに向けられた黒くろ真しん珠じゆのような瞳に柔にゆう和わさや甘さはなく、おいそれと人を寄せつけない空気をまとっている。そのせいであろうが、高校一年生にしては、落ち着きと貫かん禄ろくがあり過ぎた。

　生徒の名前は、水みな方かた蘇す王おう。

　神話に登場する神を祖とする水方一族の直系長子であり、日本屈くつ指しの神社である美み水ず大社の次期大おお祝はふりという立場にある彼は、その突とつ出しゆつした存在感ゆえに、寮でも、彼らの学年からただ一人選ばれる「寮りよう長ちよう補ほ佐さ」という役職に就つき、今も、この寮の寮長である一学年上の藤ふじ代しろ公きみ彦ひこと寮の運営について打ち合わせをしている最中だったのだが、そんな彼に対し、名前を呼びながらすさまじい勢いで割り込んできた生徒がいた──というのが、現在の状況だ。

　しかも、呼び捨てだ。

　そのあまりの暴挙に、ほかの生徒たちが、凍こおり付いたように足を止める。

　だが、周囲の視線など気にならないかのように突とつ進しんしてきた生徒は、「蘇王～、テメエ～ッ！」と怒いかりをあらわにしながら、そのいきおいで相手に飛び付こうとした。

　それを止めたのは、慌あわてふためいて彼のあとを追ってきていた友人たちである。

「わ～っ！」

「だから、待てって、玉たま司つかさ！」

「暴力は、よくない！──少なくとも、水方にだけは」

「頭、冷やせ！」

「文句なら、俺たちが聞いてやるから」

　だが、「玉司」と呼ばれた生徒は、聞く耳を持たない。

「うるせえ、放せ！」

「ムリ！」

「そんなことをしたら、水方に飛びつくだろう？」

「あったりまえだ！　俺には、その権利がある！」

　そう主張してはばからないのは、蘇王と同じ高校一年生である玉司真ま人ひとだ。

　ほっそりとしなやかな肢し体たいに絹糸のような鳶とび色いろの髪かみ。

　琥こ珀はくのように澄すんだ瞳ひとみ。

　男にしてはたおやかで美しい外見のくせに、やっていることは、乱暴狼ろう藉ぜきの一歩手前だ。

　中高一いつ貫かん教きよう育いくであるこの学校において、高校からの編入生である真人が、勢力関係の構図にうといのは否いなめないが、それでも、一目で威い光こうを発しているのがわかる蘇王に対し、ここまで傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度に出られるのは、別に真人が同じように突出した人間だからでも、ティラノザウルスのように鈍にぶいからでもなく、単に従兄弟いとこだからだ。

　身内ゆえの気安さ。

　呼び捨ても、真人だから許される。

　だが、そんな真人でも、美水大社次期大祝に飛びかかるなどという暴挙が見過ごされるはずはなく、まわりは必死で止めに入る。

　あとちょっとのところで蘇王に飛び付けなかった真人が、「ガルルル」と唸うなるのを淡たん々たんと見おろした蘇王は、口中で小さくため息をついてから、真人を押さえつけている友人たちに向かって顎あごをしゃくった。

「放してやれ」という意思表示だ。

　とたん、友人たちがパッと手を放したため、必然的にバランスを失った真人が、つんのめるようにして前に出た。

「わわっ」

　倒たおれ込みそうになった真人の身体からだを片手で軽々と支えてやりながら、蘇王がたずねる。

「──で、真人。お前は、何をそんなに怒おこっているんだ？」

「なにって、わかってんだろう！」

　支えてくれた腕うでを乱暴に振りほどきながら言い返した真人が、制服のポケットから取りだした携けい帯たい電でん話わを蘇王の眼前に突つきだして、続ける。

「これだよ、これ！」

「携帯電話？」

「そう。──いや、ちがう！　画面を見ろ！　俺のおふくろからのメールだ！」

　そこで、突きつけられた画面をチラッと見やった蘇王が、すぐに「なるほど」と短くうなずいて真人に視線を戻もどした。

「おばさんらしい、ファンシーなメールだな」

「ドアホ！」

　真人が切れる。

「だれが、感想を言えって言った」

「じゃあ、なんだ？」

「内容に決まってんだろう！　これは、どういうことだ？」

「どうって、書いてある通りだろう」

「だから、なんで、俺が、家族で行くはずだったヨーロッパ旅行を、置いてきぼりにされなきゃならない？　『真人には、日本でやるべきことがあるようだから』って、俺、そんなこと、ひとっことも言ってないのに、いつの間にこんな話になってんだよ。──これ、ぜったい、お前の仕し業わざだろう？」

「ああ」

　短い肯こう定ていに対し、尋たずねたほうが拍ひよう子し抜ぬけしたように繰くり返す。

「……ああ？」

「そう。『ああ』って言った。つまり、『イエス』だ。これくらい、ちょっと賢かしこいサルでも、理解できるぞ」

　憤いきどおる真人を前にして涼すずしげに認めた蘇王が、「──それに」と、黒真珠のような瞳を細めて言い返す。

「この件については、びっくりなのはこっちだろう。──まさかと思うが、お前、今がどんな時かわかっていて、のん気にヨーロッパ旅行なんて行くつもりだったのか？」

「──いや、それは」

　真人が、答えにつまる。

　たしかに、そのつもりだった。

　別に、蘇王の言う「今がどんな時か」を忘れていたわけではないが、あまり先のことを考えない真人は、目の前のエサにつられて、ついつい走り出してしまうようなところがある。ヨーロッパ旅行も、親に言われ、二つ返事でオッケイしていた。

　だが、実際、蘇王も真人も、そんな場合ではない。

　では、今がどんな時なのか──。

　それは、真人と蘇王にしかわからない事情であり、他ほかの生徒はあずかり知らぬことである。

　そのせいであろうが、二人の言い合いが内輪揉もめの様相を呈ていし始めたところで、生徒たちの関心はこの日の夕食の献こん立だてへと移ってしまったらしく、われ先にと食堂に入り始めている。その場に残っているのは、当事者である蘇王と真人、それに、他人の揉め事が大好きな、得体の知れなさでは右に出る者はいないといわれる一学年先せん輩ぱいの藤代公彦だけだった。

　キツネを思わせるお公く家げ顔。

　今期の生徒会長を兼けん任にんする権力者の寮長は、日本を代表する八や井い財ざい閥ばつを構成する十二家の一つという生まれで、お金持ちの子息が集まるこの学校においても、ずば抜ぬけた「お坊ぼつちゃま」である。そんな彼は、無む味み乾かん燥そうとした己おのれの男子校生活をちょっとでも楽しくするために、好こう奇き心しんのおもむくまま、他人ひと様さまの面めん倒どう事にあえて首を突っ込むという酔すい狂きような性格をしていた。

　今も、仕事の邪じや魔まをされたことなど意に介かいさず、下級生二人の言い合いを興味深そうに眺ながめていたのだが、会話がとぎれたところで、からかうように割って入った。

「あれ、真人。もしかして、夏休みは居残りかい？」

　そこで初めて、真人が藤代を見る。

「……はい。どうやらそうみたいです」

「そうみたいってことは、君自身のことなのに、今まで知らずにいたとか？」

「まあ、そうなんですけど、よくよく考えたら仕方ないかなって」

「ふうん」

　藤代が、なにか思うところがあるように蘇王と真人を交こう互ごに見た。

　ややあって、勘かんぐるように言う。

「ということは、この夏、君は、ヨーロッパ旅行を諦あきらめてまで、蘇王と一いつ緒しよに行動しなければならない理由があるってことなのかな。──だとしたら、とても興味深い。いったい、二人そろって、なにをするつもりなのか」

「なにって……」

　返事に窮きゆうする真人の前で、藤代が「ああ」と思いついたように人差し指をあげた。

「もしかして、最近、うちの寮りようで目もく撃げき例が相次いでいる『小さなＵＦＯ』の正体でも調べようとしているとか？」

　とたん、真人がギクリとする。

　小さなＵＦＯ──。

　その話題は、真人がもっとも聞きたくないものの一つである。

　しかも、調べるまでもなく、真人には、すでにその「小さなＵＦＯ」の正体に心当たりがあるのだが、そのことは、軽々しく人に話せないので、口を一文字に引き結んで黙だまりこむしかなかった。

　その様子をもの言いたげに見おろした蘇王が、真人に代わって答えた。

「残念ですが、藤代さん。僕たちは、ゴシップ記者ではないので、へんな期待はしないでください。二人して寮に残るからといって、貴方あなたの好奇心を満足させられるようなことは、なにもないですよ」

「へえ？」

　答えながらスッと目を細めた藤代が、「でも」と続ける。

「それなら、何故なぜ、今年に限って、居残り組の顔ぶれが豪ごう華かなんだろうね」

「豪華？」

「うん。──なんといっても、今年の居残り組には、『地球テラの住人』である今いま井いさんや、守もり谷や則のり継つぐの名前が入っている」

「今井さんと守谷さん……？」

　告げられた名前を意味ありげにつぶやいた真人をチラッを見流して、藤代が付け足す。

「その上、寮監として残るのは、我らがヴィーナス寮の舎しや監かんである環たまきちゃんだ」

「え？」

「──仏ふつ野の先生も？」

　蘇王と真人が、サッと視線を交かわし合った。

　彼らにとって、「地球の住人」である今井盛しげ令なりと一学年上の守谷則継が残るのは想定内であったが、仏野環は想定外だ。

　仏野環。

　御堂学院の校医であり、ヴィーナス寮の舎監を務める仏野環は、「ホトケの環」と呼ばれて生徒たちから親しまれている。

　だが、見る人が見れば、仏野環という男は、とんでもなく得体が知れない。

　眼前の藤代も得体が知れないほうであるが、彼が人として怪あやしげであるとするなら、仏野環のほうは、存在そのものが謎なぞめいていて、人であるかどうかも怪しいくらいだ。

　その環が、学校に残るという。
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　真人が尋ねる。

「でも、それって、仏野先生が、一人ですべての寮を面倒みるってことですか？」

「というより、寮りよう生せいたちをね」

　答えた藤代が、続ける。

「どうやら、真人にとっては初めての夏だから知らないみたいだけど、夏休み期間中、居残り組の生徒は一つの寮に集められ、それ以外の寮は閉へい鎖さするんだよ」

「閉鎖？」

「うん。なんといっても、冷れい房ぼうのことを考えただけでも光熱費がバカにならない。もちろん、居残る生徒は、別べつ途と部屋代を払はらう訳だけど、寮をホテルと思えば、客が快適なケアを受けるためには、出来る限り満室である必要があるわけだ」

「ああ、だから、夏休みに入る前に、一度、部屋の中を空にするように言われている奴やつがいたんですね？」

「その通り。──ただ、君の場合は、ヴィーナス寮にそのまま残るから、特にお達しはなかったろう？」

「はい。……ということは、藤代さんも部屋を空っぽにするんですか？」

「まさか」

「え、でも、帰るんですよね？」

「そうだね」

　矛む盾じゆんする答えを返した上級生が、さすが「天下の藤代家」というような発言をする。

「ただ、いちいち荷物を動かすのは面倒くさいから、僕の場合、いなくても部屋代を払うことにしているんだ」

「──ほええ」

　無人となる部屋に部屋代を支し払はらうとは、無む駄だ遣づかいの極きよく致ちとしか思えないが、究極のお坊ちゃまにしてみれば、ホテルの一室を年間予約するような感覚なのだろう。

　庶しよ民みん育ちの真人には、想像もできない出費の仕方だ。

　呆あきれ返る真人の前で、「だけど」と腕うでを組んで考え込んだ藤代が言う。

「……真人が残るなら、部屋もキープしていることだし、いっそ、僕もスイスの別べつ荘そうでの予定をキャンセルして、居残り組に加わろうかなあ」

　それが、藤代流の冗じよう談だんとわかっていても、真人と蘇王は心の底から、「やめてくれ」と願うばかりだった。
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　御堂学院は、日本のスイスといわれる風ふう光こう明めい媚びな土地に、東京ドームが何個入るかわからない広さで建物が点在する、いわば「ド田舎いなかにある超ちようお坊ちゃま学校」だ。

　その創建は浅く、今から十数年前に、日本を代表する企き業ぎようのトップの間で、イギリスのパブリックスクールを模した学校を作ろうという話が持ちあがり、わずか数年で実現した。

　当然、その目的は有用な人材育成であるため、御堂学院では、テストの成績はもとより、課外授業や生徒会、部活動、ボランティア活動などを通じて、個々の能力を伸のばせるようにカリキュラムが組まれ、生徒たちは、土日であっても、乗馬やゴルフ、果ては日本文化に関するなんらかの実習を受けることができた。

　その分、入学金や授業料は桁けた違ちがいに高く、必然的に全国からお坊ちゃまが集まることになるのだが、提てい携けいしている企業などでは、社員の子どもで成績優ゆう秀しゆうな者に限って、将来を見み越こして奨しよう学がく金を出しているところもあるため、全部が全部、すごい金持ちであるとは限らない。

　真人の家もふつうのサラリーマン家庭だが、彼の場合、奨学金ではなく、水方家の援えん助じよと後押しで入学することができた。

　ところが、である。

　真人が編入して以来、なぜか、おぞましい事件が続くようになった。

　調べてみると、どうやら、「ド田舎にある超お坊ぼつちゃま学校」という触ふれ込みの陰かげでは、おそろしい企たくらみが進行しているらしいことがわかってきたのだ。

　まず、学校の敷しき地ちから地続きで行ける雑木林の中には、地元の人々から「深み社しや口ぐち岩いわ」と呼ばれる巨きよ大だいな一枚岩があり、かつて、その岩に生いけ贄にえの血を捧ささげ、そこに封ふうじられた神を祀まつる集団がいたという歴史的事実があげられる。

　その集団の名前は、「巌いわ本もと教きよう」。

　明治期に勢力を持った「巌本教」はすでに解散していたが、ここにきて、「深社口岩」の存在を知った人間が、封ふう印いんされた神を目覚めさせようとする騒そう動どうを起こした。

　その中心人物が、まだ高校二年生の守谷則継だ。

　それと、もう一人。

　どうやら、「地球の住人」であり、東京都知事の息むす子こである今井盛令という生徒が、なんらかの事情で、この件に関かん与よしているらしいというのがわかっている。

　ただ、二人がどういった関係であるのかは、わかっていない。

　ちなみに、「地球の住人」というのは、御堂学院の寮りようエリアの中心に建つ円えん筒とう形の白い塔とう、通つう称しよう「象ぞう牙げの塔」に暮らす高校三年生のことをさす。受験生である彼らは、一いつ切さいの俗ぞく事じから切り離はなされ、一種の隠いん遁とん者のような生活をしている。

　それに対し、「象牙の塔」を五角形に囲い込むように建てられた五つの寮には、各寮とも、中学一年生から高校二年生まで、それぞれ十二名ずつ、計六十人の生徒が生活し、こちらは勉強以外のさまざまな行事に参加させられ、潑はつ剌らつとした日々を送っていた。

　五つの寮は、「ジュピター寮」、「マルス寮」、「サターン寮」、「ヴィーナス寮」、「マーキュリー寮」という惑わく星せいの名前がつけられ、蘇王と真人が所属するのが、金星を意味する「ヴィーナス寮」だ。

　そして、同じヴィーナス寮の監かん督とく生である守谷則継は、紆う余よ曲きよく折せつの末、古代神を復活させることこそ失敗したが、「深社口岩」の破は壊かいには成功した。その上で、彼は、失われたはずの「秘ひ神しん礼らい賛さん之の書しよ」という禁書をまんまと手に入れ、現在、新たに古代神を復活させる機会を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。

　そのため、美水大社次期大祝であり、かつ「神鎮しずめの神官」としてこの地の清せい浄じようを守る立場にある蘇王としては、なんとしても、彼らの野望を阻そ止しする必要があった。

　そんな中、真人は──。

　そもそもの発ほつ端たんとして、真人は、ある日突とつ然ぜん、高たか天まが原はらの使者により、「神使い」というものに任命されてしまったため、これらの騒動に巻き込まれる羽目になった。

　理由は、いまだにわからない。

　もしかしたら、たまたま、雲に乗って降りてきた天てん女によと目が合ってしまったせいかもしれないのだが、だとしたら、なんと運の悪いことか。

　ただ、他人の魂たましいを救うためとはいえ、肝かん心じんの「深社口岩」を破壊したのは真人であり、その後も、「神使い」のくせに、「カグツチ」と名乗った神を使し役えきするのに失敗して、「秘神礼賛之書」を処分しきれなかった。

　だから、現在の切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようを招いたのは、すべて真人ともいえる。

　なんにせよ、古代神が復活するには、昼夜の長さが等分になるのを待たないといけないらしいので、彼らは秋分の日まで猶ゆう予よを与あたえられたことになるが、それまでに、「カグツチ」を使うのに失敗した理由を探さぐりあて、「秘神礼賛之書」を燃やす必要があるのだ。

　そうでないと、血を好む古代神が蘇よみがえり、大勢の人間が犠ぎ牲せいになるだろう。

　とどのつまりは、真人はやっぱりのん気に両親とヨーロッパ旅行などに行っている場合ではなく、天女の言葉を借りるなら、楽しいはずの夏休みを、「天下の安あん泰たいのためにつとめないとならない」のだ。

　そうして迎むかえた夏休みであったが、状況は芳かんばしくなく、事態になんの進展もないまま、あっという間に休みも半ばに達しようとしていた。

　しかも、山の中といえども、最近の異常気象は炎えん天てん下かの地じ獄ごくをもたらす。

　毎日、茹うだるような暑さが続く中、「カグツチ」の情報を求めてあちこちに出かけては空から振ぶりに終わっている真人と蘇王の間には、完全にただれたムードが漂ただよい始めていた。

　熱気が、それに拍はく車しやをかける。

「う～、あちい」

　節電対策が続いているため、冷れい房ぼうが点ついていてもぬるま湯に浸ひたっているような寮の食堂で、昼食を食べ終えて汗あせをかいた真人が椅い子すの上でぐったりしながら団扇うちわで己おのれを扇あおいでいると、目の前に整然と座った蘇王が、涼すずしげに言った。実際、同じ状況で汗一つかいていない蘇王は、本当に涼しげだ。

「思うに、やはり『神使い』のお前が、どういう状況で『カグツチ』を呼び出したのかがわからなければ、これ以上、どうしようもないな」

　これまでに、「カグツチ」についてわかったことは、少ない。

　火の神として、全国各地にある「火ひ伏ぶせ」の神社で祀られていることと、日本の神話の中で、祖神とされる夫ふう婦ふ神の最後の子どもとして生まれたとされていることくらいだ。

　どうやら、あまり有名な神ではないらしい。

　そこで、蘇王は、状況からなにかヒントを得られないかと考えるのだが、ことは、それほど簡単ではない。

　なんといっても、相手が真人だからだ。

「だから、それはさあ」

　椅子に背をあずけたまま、真人はポケットから紐ひものようなものでグルグル巻きにされたものを取りだし、指先でブラブラさせながら説明する。夏休み期間中ということもあり、食堂に人はまばらで、だれかに話を聞かれる心配は、まずなかった。

「この『くるのまがり』が、雲とか出して、俺を空のどこかにある大きな門の前まで連れて行ってくれるんで、そこで、『頼たのもう！』ってな感じにお願いするんだよ。そうすると、その時々に応じて、色々な神さまが向こうからやってきて、お願い事をきいてくれるってわけ」

　大筋は間ま違ちがっていないが、大分、はしょった説明だ。

　蘇王が、うろんな眼まな差ざしを向ける。

「……本当に、そんなことで神が降臨するのか？」

「そう」

「『くるのまがり』に導かれて？」

「そうだよ」

　だが、チラッと真人が手にするものを見やった蘇王の疑念は、深まるばかりだ。

　くたびれた紐のようなものでグルグル巻きにされたそれは、どう見ても、ただのガラクタにしか見えない。

　真人の話によれば、「くるのまがり」は天女にもらった神しん宝ぽうで、紐のようなものを解ほどけば、立派な石が出てくるらしい。しかも、それはさまざまな色に光りながら浮ふ遊ゆうし、そのせいで、ヴィーナス寮では「小さなＵＦＯ」の目もく撃げき例があとを絶たないのだとか。

　ただ、それなら解いて見せろといっても、真人は、あとが大変だからと、紐のようなものを解こうとしないため、蘇王は、いまだ実物を拝んでいない。そして、紐のようなものでグルグル巻きにされた状態の「くるのまがり」からは、なんら、神宝らしき磁力が伝わってこないのだ。

　蘇王が、疑わしげに言う。

「──やっぱり、お前か、あるいはその『くるのまがり』とやらのせいで、『カグツチ』は、本来の力を発揮できなかったんじゃないか？」

「だ～か～ら」

　根こん拠きよのない非難に対し、真人がうっとうしそうに反論する。

「そんなことないって、何度も言ってんだろう！　やり方は、間違ってない。ただ、なにか事情があるんだよ」

　それは、ここしばらく、二人の間で繰くり返されている問答だ。

　カグツチが「秘神礼賛之書」を燃やせなかったのは、自身のせいか。

　それとも、真人がなにか間ま違ちがえたのか。

　だが、そこがはっきりしない限り、なにか手を打つにしても、やるべきことは膨ふくらむばかりだった。

　蘇王が突つっ込んだ質問をする。

「事情って？」

「知らないけど、神さまにも、事情の一つや二つくらいあるんだろ」

　やはり、いい加減だ。

　蘇王の漆しつ黒こくの瞳ひとみに、苛いら立だちに似た光が走る。

　蘇王と違ちがい、真人は直感で動く人間だ。それは、言い換かえると、物事をあまり深く考えないということで、それが吉きちと出ることもあれば、凶きようと出ることもある。少なくとも、「カグツチ」を使役するにあたっては、凶と出た。

　それに対し、蘇王は理論的で、何をするにも先を見み越こして慎しん重ちように動くタイプである。当然、結果には原因があり、原因を見つければ結果も正せると、かたくなに信じている。

　そんな二人が、なにかを共同でやるとなると、あちこちでぶつかり合う。

　今の場合がまさにそうで、原因究明に力を注ぐ蘇王に対し、なにかことが起きたら、それに対処しようとする真人の間で、しだいに軋あつ轢れきが深まっていく。

　真人が訊きく。

「だいたい、守谷は、なんでそんな昔の神様なんて蘇らせたいんだろう？」

「さあ。知らないけど、それが、なにか、僕たちがやるべきことと関係あるのか？」

　面めん倒どうくさそうに問い返され、真人が肩かたをすくめる。

「べつに、関係ないとは思うけど、……気にならないか？」

「ならないね」

　きっぱりと答えた蘇王が、小さくため息をついて言う。

「なあ、真人」

「なんだよ」

「わかっていると思うけど、こうしている間にも、時間は確実に過ぎているんだ。そして、守谷は着実に前に進んでいる」

　正論である。

　真人も、理り屈くつではわかっているのだが、感情がついて行かないのだ。もしかしたら、この暑さのせいかもしれない。

　返答につまった真人が、「あ～」と面倒くさそうな声をあげて団扇を蘇王に突きつける。

「お前、やっぱ、うざいよ」

　すると、冷たい一いち瞥べつをくれた蘇王が、黙だまったまま、スッと席を立って歩き去ってしまう。どうやら、完全に怒おこらせたらしい。

　もちろん、真人の八つ当たりなので、蘇王が怒っても仕方ないことである。

　離はなれていく背中を、真人が唇くちびるをとがらせて見送っていると、横合いから声をかけられた。

「今のは、完全に君が悪いね、真人。友人に対し、あんなひどいことを言うものじゃない」

　声だけで、誰だれだかわかる。

　仏野環だ。

　振ふり返ったところには、やはりこの学校の校医であり、舎しや監かんとして残っている仏野環が、相も変わらず神こう々ごうしい白衣姿で立っていた。

　くろがね色の巻き毛。

　眼鏡の奥で光る銀に見まがう灰色の瞳。

　その相そう貌ぼうの美しさは人間の域を超こえていて、それこそ降臨した大天使を思わせる。

「仏野先生……」

　心こころ許もとなげに呟つぶやいた真人の手にぶらさがっているものをチラッと見て、環が「もしかして」とたずねた。

「ポチのこと、彼に話した？」

「ポチ」というのは、「くるのまがり」のことで、ピカピカ光りながら夜の散歩に出てしまう「くるのまがり」は、ちょくちょく環の部屋に出しゆつ没ぼつし迷めい惑わくをかけている。

　だが、なぜか環は、その異様な状じよう況きようを驚おどろきもせずに受けとめ、あまつさえ、紐のようなものをグルグル巻いておとなしくさせる方法まで教えてくれた。そして、いつしか、神宝である「くるのまがり」のことを、散歩好きの犬のような名前で呼ぶようになっていた。

　よくよく考えれば、ここに来た当初、「くるのまがり」の使い方がわからずに戸と惑まどっていた真人を、不可思議な空間に導いたのも彼である。

　そんな彼は、いったい何者なのか。

　不思議ではあるが、問い質ただすのもはばかられ、真人はなんとなく「たぶん、人間ではないんだろうなあ」と思いながら、付き合っている。

　真人が、正直に答える。

「話しました。……もしかして、まずかったですか？」

「さあ。どうだろう。──まあ、私の知ったことではないね」

「あ、でも、先生のことは話してません」

「へえ」

　黒くろ縁ぶち眼鏡の奥の瞳を細めた環が、子どもを褒ほめるように言う。

「いい子だね、真人。ご褒ほう美びに、かき氷を食べるかい？」

「かき氷!?」

　それは、今現在、真人が最も欲ほつしている食べ物と言って、差し支えない。

　購こう買ばい部に行けば、アイスキャンディーは買えるだろうが、食べたいのは、雪のようなふわふわな氷のかけらに蜜みつの類たぐいをかけたかき氷だ。

　環が説明する。

「知り合いが、天のまな井でとれた氷を送って寄よ越こしたんだけど、一人では使い切れなくて。部屋にくれば、ご馳ち走そうするよ」

　天あめのまな井──。

　それが、どこのなにであるのか、まったくどうでもいい真人は、ほいほいと誘さそいに乗る。

「行きます！──やった、かき氷！」

　そんな仲なか睦むつまじげな二人の様子を、食堂を出て行きかけていた蘇王が横目でチラッと見ていたことに、真人はまったく気づいていなかった。
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　それは、不思議な味のするかき氷だった。

　本物の果物をジャム状にしたシロップも美味おいしいが、それ以上に、氷自体に甘みがあって、口の中でふわりと溶とける感かん触しよくがたまらない。

　その極ごく上じようの舌した触ざわりは、まさに、天上界の食べ物と言っていいくらいだ。

「美味しい！」

「よかった」

　かき氷をふるまった環は満足そうにうなずいて、椅い子すの背に身体からだをあずけながら尋たずねる。

「それはそうと、さっきは、何をもめていたんだい？」

「さっき？」

「うん。水方蘇王と」

「……ああ」

　そこで、スプーンを口にくわえたまま、真人がちょっと肩をおとした。

「なんというか、見解の相そう違いです」

「へえ」

　意外そうに受けた環が、聞きようによっては失礼にあたるようなことをのたまう。

「真人にも、『見解』なんてものが、あるんだ？」

「……ないから問題なのかも」

「ああ、それならわかる気がする」

　納なつ得とくする環を見て、ため息をついた真人が尋ねる。

「先生は、『カグツチ』っていう名前の神を知っていますか？」

「もちろん」

　あっさりうなずいた環が続ける。

「母殺しの神だ」

「母殺し？」

　それは、聞き捨てならない。

　驚く真人に対し、環は淡たん々たんと応じる。

「当時は、けっこう、大変なことだったらしいけど」

「でも、そんなこと、どの神社にも書いてありませんでしたよ？」

「それはまあ、自分たちの祀まつる神のことを、悪くは書きたくないだろうからね。語り継つがれる神話なんて、真実の半分も伝えることはないし」

　元も子もないようなことを言って、環が続ける。

「少なくとも、私が聞いたところでは、火の神である『カグツチ』は、自身の力によって、誕生と同時に母親を焼き殺してしまったんじゃなかったかな。……ま、火の神なんだから、仕方ないわけだけど。でも、そのことに激げき怒どした父神に切り刻まれたとかって」

「え？」

　真人は、さらに驚く。

「『カグツチ』って、死んでいるんですか？」

「まさか。神だから、葬ほうむられることはあっても、死ぬことはない。それに、神名帳に載のっているくらいだから、バリバリの現げん役えきだろう。ただ、私はまだ会ったことがない」

　バリバリの現役──。

　神様の在り方を表現するのに相応ふさわしいとは思えないが、真人は気になっていることを訊きく。

「でも、切り刻まれたんですよね？……なのに、無事だったってことですか？」

「まあ、神を切るのは、水や火を切るようなものだから」

「水や火を切る……」

　わかるようでわからないと思いながら真人が考え込んでいると、環がある提案をした。

「そんなに『カグツチ』のことが知りたいなら、知っていそうな神を呼び出して訊いてみたらどうだい？」

「知っていそうな神」と言いながら、環が顎あごで真人のほうを指す。正確には、真人のポケットからはみ出ている紐ひものようなものを指していた。つまり、「くるのまがり」を使って、神にお伺うかがいをたててみたらどうだというのだろう。

　そこで、ポケットに手をつっこんだ真人が、迷いながら言う。

「でも、そんなことのために、わざわざあそこまで行くのもなあ……」

　真人のためらいを見て取った環が、小さく首をかたむけて教える。

「あらかじめ呼び出す神がわかっていれば、わざわざ八や街ちまたの門まで出向かずとも、呼び出せるはずだよ。あそこは、いわば、天界の代表番号みたいなものだから」

「……代表番号？」

「そう。インフォメーションと言ってもいいかな。あの場で用向きを伝えれば、それに相当する神につないでくれるだろう？」

「……はい。確かに」

　まさに、環が言う通りであるのだが、では、なぜ、それを環が知っているのか。

　今こそ、環の正体を尋ねるチャンスだと思った真人が、恐おそる恐る確かく認にんする。

「でも、どうして、先生がそのことを知っているんですか？」

「さあ、なぜだろうね」

　とぼけた調子で応じた環が、ふいに身体を乗り出して真人を間近で見すえた。近くで見ると、なおさらその超ちよう人じん的な美しさが際きわ立だつ。

　とっさに身体を引きかけた真人の顎をつかみ、環がまっすぐに真人の目を見て訊いた。声の調子も、挑ちよう発はつ的になっている。

「──真人は、なぜだと思う？」

「それは……」

　覗のぞき込んでくる瞳ひとみが、人にあるまじき銀色の輝かがやきを帯びるのを目まの当たりにし、真人は、ゴクリと喉のどを鳴らし、絞しぼり出すような声で思ったことを口にする。

「──先生も、呼び出される側だから？」

　つまりは、神の一人ということである。

　真人の目の先で、環がゆっくりと微笑ほほえむ。まさに、これ以上はないというほどの「アルカイック・スマイル」だ。微笑を浮うかべたままスッと真人の耳元に唇くちびるを寄せた環が、「もし、そうだとしたら」と囁ささやきかけた。

「君は、私を使いこなせるのかな？」

　脳にじかに浸しん透とうするような声。

　同時に、脅おどされているわけでもないのに、とんでもない負ふ荷かが真人の全身にのしかかる。まるで、空間がねじれ、環の中に取り込まれてしまったかのような圧あつ迫ぱく感かんだ。

　硬こう直ちよくしたように動けなくなった真人の頭の中で、刻み込まれた言葉が何度も何度もリプレイされる。

　使いこなせるのか──。

　環を。

　それは、環がなんの神であるかにもよるのだろうが、でも、冷静に考えて、環がどんな神であれ、こんな挑発的な超ちよう越えつ者を、今の真人に使いこなせるとは到とう底てい思えない。

　そこで、真人はゆっくりと首を振ふった。

「……たぶん、無理です」

　不覚にも、緊きん張ちようで声が震ふるえる。

　環が、耳元でフッと笑うのがわかった。

「正直でいいね。──それでこそ、真人だよ」

　囁きながら身体を引いた環が、それまでの口調や態度をガラリと変えて「となると、だ」と助言する。

「今の君が呼びだすべきは、天界随ずい一いちの智者として知られる『オモイカネ』だろう」

「『オモイカネ』？」

　距きよ離りがあいたことでホッと緊張を解いた真人が、たずね返す。

「その人も、神さま？」

「ああ。彼なら、私達が知らない『カグツチ』の秘密を教えてくれるはずだよ」

　断言した環にうながされ、真人はよくわからないまま、ポケットから「くるのまがり」を取りだした。そのまま、環が見守る前で、それを天てん井じように向かって投げあげて唱える。

「我、クルノマガリニ命ズ。糸ヲ手た繰ぐル──」

　だが、そこまで言いかけたところで、環に鋭するどく止められた。

「ストップ！」

「が、ごとく……？」

　文言を続けていた真人が口をつぐみ、首をかしげて環を見る。

　そんな二人の間に、使命をまっとうできなかった「くるのまがり」が、ヒュウウウと空むなしく落ちてきた。

　慌あわてて両手で受けとめた真人に対し、環が文句を言う。

「それじゃあ、バカの一つ覚えだよ、真人」

「バカって──」

「だって、そうだろう。そのまま続けたところで、いつもと同じ、天の八街に連れて行かれるのがオチだ。君はそれでいいかもしれないけど、私は、それを待つ気はない。──それくらい、ちょっと考えればわかりそうなものだけど」

　本気のダメ出しを受け、真人が唇をとがらせる。

「それなら、なんて？」

「必要なことだけを言えばいい。あとは、ポチが勝手にやってくれる」

「ポチが……」

　手の中に戻もどってきた「くるのまがり」を見おろした真人は、自分が覚えている文言を頭の中で考える。

　必要なこと──。

　文言の内容としては、ただ神を呼び出してお願い事をするわけだが、環の言い分をそのまま受け入れるなら、確かに「八街、岐ちまたニ導キテ」は必要ないのかもしれない。

　だとしたら、いっそ、もっとダイレクトにお願いしてみようと、真人は極きよく端たんなまでにはしょってみることにした。

　一度息を大きく吸って心を鎮しずめ、再び「くるのまがり」を投げあげる。

「我、クルノマガリニ命ズ。高天原ノ命ニヨリ神使イトナリシ玉司真人ヲ、オモイカネノ神ニ交ワラセヨ！」

　とたん。

　言葉の短さに応じるように、スポンと、一いつ瞬しゆんで紐のようなものから抜ぬけ出た「くるのまがり」が、さまざまな色に輝きながら空中で回転し始めた。しかも、同じ方向だけでなく、右に回ったら次は左、さらに左、左、右……と、あたかも、金庫の暗証番号でも解くがごとく、クルクル、クルクルまわりつづけた。

　そして、ついに。

　カチッ。

　鍵かぎの開くような音がして、ゆっくりと扉とびらがひらかれる。

　もちろん、実際に扉はない。

　それでも、なにもないはずの空間から、徐じよ々じよに徐々に光がこぼれだし、あたかも扉があいたかのように、何かがひらいたのだ。

　やがて、ピョンッと。

　光の中から、なにか小さいものが飛びだしてきた。

　ピョン。

　ピョン。

　ピョン。

　いくつか弾はずみをつけて飛んできたそのノミのようなものは、最後にピョ～ンと大きなジャンプをして、真人の頭の上に乗ると、とても偉えらそうに名乗った。

「我こそは、オモイカネの神なり。我が名を呼んだのは、誰だれじゃ？」
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　我が名を呼んだのは、誰じゃ──。

　と、言われたものの、真人は、きょとんとした顔で自分の頭を目だけで見あげる。

　そこに乗っているはずのもの。

　仰ぎよう々ぎようしい出現に対し、拍ひよう子し抜ぬけするほど小さいなにか、だった。ノミとまでは言わないが、コオロギくらいの大きさだった気がする。

　でなければ、万ばん人にんが嫌きらう害虫か。

　ややあって、真人が、環に向かって問う。

「──今の、なんですか？　ゴキブリ？」

　それに対し、環が両手を広げて応じる。

「オモイカネだよ。今は、君の頭の上で、小こ躍おどりしている」

　とたん、頭上で反論があがる。

「なにが、小躍りじゃ。この不届き者を蹴けっ飛ばしておる！」

　つまり、真人の頭を蹴っているらしい。

「なんで？」

　真人の質問に、見えない相手から答えが返る。

「神に対する態度がなってないからじゃ！」

　そこで、真人は頭の上に手をやって、さんざんあちこち触さわったあと、指先に触ふれたものをつかんで目の前に持ってくる。

　すると、人さし指にぶらさがるようにして、小さいおじいさんがいた。

　つるつるの頭に頭ず巾きんをかぶった、テレビで見る「水み戸との黄こう門もんさま」のような恰かつ好こうをしたおじいさんだ。

　目が合うと、相手が「えっへん」と咳せき払ばらいしたので、真人はひとまず挨あい拶さつしてみる。

「どうも。玉司真人です」

「オモイカネじゃ」

　答えたオモイカネは、真人の指にぶらさがりながらまわりを見まわし、そばでフワフワと浮うきながら、どこか嬉うれしそうにピカピカ光る「くるのまがり」を見つけて、「ほお」と感心したように言う。

「これがいるということは、もしや、そなたは、今いましの『神使い』殿どのか」

「あ、はい。そうです」

「つまり、わしに用があって、呼んだと？」

「はい」

「だが、八街の門も使わずに、よくわしの名を呼ぶ気になったな」

「それは、仏野先生が、呼ぶなら『オモイカネ』の神だと教えてくれたから」

「フツノ？」

　真人の言葉に、指にぶらさがったままクルンと振ふり返ったおじいさんが、「おお」と懐なつかしそうな声をあげた。

　遅おそまきながら、環の存在を認にん識しきしたらしい。

「どこかで見たような顔だと思っておったが、鋼はがねのフツではないか。久しいの。相変わらず、意味もなく、そこらをぶらついているようじゃな」

　それに対し、苦く笑しようを浮かべただけの環を、真人がマジマジと見る。

　どうやら、環が神の一人であるというのは、間ま違ちがいなさそうだ。でなければ、こうして出現した神様に、これほど親しく話しかけられたりはしないだろう。

　環が言う。

「私のことはともかく、神使いの呼び出しを受けたからには、協力していただけると思ってかまいませんよね？」

「ま、それは構わぬが……」

　そこで、ふたたび真人のほうを見たおじいさんが、勢いをつけてブランブランしながら、真人に訊きいた。

「ときに、神使い殿。わしは、おもいかね？」

　言ったそばから、説明を加える。

「つまり、軽いか重いかの、重いかってことで、名前とかけておるんじゃが……」

　そんなことは、言われなくてもわかる。

　どうやら、小さいだけでなく、駄だ洒落じやれ好きのオヤジ──もとい、神様らしい。

「軽いですよ。空気みたいに」

　体重も、性格も──。

　答えた真人が、疑わしげな目を環に向ける。本当に、この神が、自分たちの役に立つのかと言いたいのだろう。

　察した環が、さとす。

「言いたいことはわかるけど、真人。たとえそうは見えなくても、オモイカネは、とても古い神で、神々の中でも一目置かれている存在だよ」

　オモイカネが、文句有り気にチラッと環を見た。たぶん、「そうは見えなくても」という台詞せりふに反応したのだろう。

　だが、口にはせずに、代わりに「オッホン」と咳払いして言う。

「──して、神使い殿、わしに用というのは？」

「あ。えっと、『カグツチ』という神について、教えてほしいんです」
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「『カグツチ』というと、母殺しの？」

「あ、やっぱりそうなんですか？」

　真人の確認に、彼の人さし指にぶらさがりながら肩かたをすくめたオモイカネが、指の上によじのぼって立ちあがると、トコトコと歩き出した。

　歩きながら、話してくれる。

「『カグツチ』は火の神なので、彼を産み落としたことで、母神は死んでしまった。それは、ある意味、運命なのじゃが、そのことに激げき怒どした父神は、産まれたばかりの彼を剣けんで切り刻んだ。その時にバラバラになった魂たましいの一部は、いまだ、彼の元には戻もどらず、この世のどこかにあるといわれておる」

「バラバラになった魂の一部……？」

　呟つぶやいた真人が、腕うでから肩へと移動して行く神の姿を目で追いながら訊く。

「──ということは、『カグツチ』は、今になっても、まだ魂が欠けているために、本来の力を発揮できずにいるということですか？」

「発揮できないのなら、そうじゃろう」

「それなら、その欠けた魂というのは、どこにあるんですか？」

「霧きり島しま」

「霧島？」

「そう。霧島にある『カグツチ』ゆかりの社に、欠けた魂は封ふうじられているはずじゃ」

「霧島か……」

　それがどこにあるのか、真人にはわからない。だが、きっと日本のどこかにあるのだろう。

　つまり、びっくりするほどあっさりと、問題解決だ。

　この半月の苦労が、バカみたいである。

　それでも、俄が然ぜん、未来に希望を見いだした真人が、唐とう突とつに肩の上のオモイカネをつかみあげると、手足をバタつかせる神に、「どうも、ありがとうございました」と丁てい寧ねいに頭をさげて礼を言い、「それじゃあ、お元気で」と続けながら、身み柄がらをぞんざいに環に押しつけた。

　礼れい儀ぎがあるのか、無礼なのか。

　ムギュッと押しつけられたオモイカネが、環の手の中で体勢を立て直しながら言った。

「そうそう。一つ、忠告しておくと、途と中ちゆう、知らない奴やつから食べ物をもらっても、口にせんことじゃ。──わかったか？」

「わかりました。──っていうか、子どもじゃないんだから」

　食べ物くらいではつられないと言いたいのだろう。

　その軽さが、かえって不安を呼び覚ますが、心配そうな二人を前に、真人は、この時間がもったいないといわんばかりに、浮ふ遊ゆうする「くるのまがり」を引っつかむと、床ゆかに落ちた紐ひものようなものも引っつかんで、「おじゃましました」と告げながら、慌あわただしく環の部屋を出て行った。

　最後に、声だけが部屋の外から響ひびいてくる。

「あ、あと、かき氷、ごちそうさまでした～！」

　やがて、静まり返った部屋の中、環と、環の手の中にいるオモイカネが、ゆっくりと顔を見合わせる。

「いやはや」

「まあ、元気盛りの高校生ですから」

「それはそうかもしれんが……、それにしても、なんというか」

「……お気持ちは、お察しします」

　答えた環が、気分を変えるように訊いた。

「それはそうと、しばらく会わないうちに、随ずい分ぶんと小さくなりましたね。びっくりしましたよ」

「そうか？」

　答えながら自分の身体からだを見おろしたオモイカネが、「ふむ」と自分でも納なつ得とくする。

「たしかに、小さい。……これでも、いちおう、呼び出した者の知能の大きさに比例するようになっているんじゃが」

　そこで、なにか言いたそうに言葉をとめたオモイカネを、環が眉まゆをひそめて見おろす。

「つまり、その大きさは──」

　真人の知能に合わせた結果ということか。

　最後まで言葉にするのをはばかった環に対し、「そういうことじゃよ」とうなずいたオモイカネが、ため息をついて続ける。

「ということで、この先、いささか不安を覚えるのは、わしだけかの？──なんといっても、彼が向かう先には、あの事件のあと、妖よう妃ひと成り果てた母神『ヒラサカ』とその僕しもべである『ヨモツシコメ』たちが待ち構えておるはずじゃ」

「たしかに」

　黒くろ縁ぶち眼鏡の奥で銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみを細めた環が、自分の髪かみを一本引き抜ぬくと、それに息を吹ふきかけて飛ばしながら、言う。

「念のため、保険をかけておきましょう」

「おや。いいのか？」

　環が飛ばしたくろがね色の髪の毛を目で追ったオモイカネが、面おも白しろそうに続ける。

「わしの記き憶おくが正しければ、人間界の問題に直接手を貸すのは、タブーではなかったか。──それでも、あえて手を貸したいのであれば、自ら名乗って、アレに使われないと」

　それに対し、うっすらと笑って、環は応じた。

「まあ、これくらいは、人間界に長らく身を置く監かん視し役として、大目に見てもらいますよ。高天原とて、せっかく現れた『神使い』を、簡単に他ほかの者の手に渡わたしたくはないでしょうし」

「ほお。鋼はがねのフツの口からそんな言葉を聞くとはな」

　視線を戻したオモイカネが、ニヤニヤと笑って感想を述べる。

「よほど、あの者を気に入っているようじゃの」

「ええ」

　うなずいた環が、低い声でつぶやいた。

「とても気に入っていますよ。──そう、やがては、私だけを崇あがめるようにしたいと思うほどにね」
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　環の部屋を飛びだした真人は、その足で蘇王をさがすつもりだったが、さがす間もなくすぐに見つかる。

　すらりとした身体に外出用の服をまとった蘇王は、彼を迎むかえに来たらしい黒服の男たちとともに、今まさに、寮りようを出て行こうとしていたからだ。

　真人が、あわてて声をかける。

「蘇王、どっか、出かけるのか？」

　ふり返った蘇王は、真人が出てきたばかりの廊ろう下かのほうをつまらなそうに見やって、短く答えた。

「ああ」

　普ふ段だんからあまり余計なことをしゃべる方ではないが、そのあまりに短い返答に、真人は、先ほど彼を怒おこらせてしまったことを思い出す。

　少々、バツが悪い思いをしながら、真人が言う。

「なんだよ、さっきのこと、まだ、怒ってんのか？」

「悪いか？」

　冷たい目で見られた真人が、「う」とつまって、うなだれた。

「……まあ、そうだよな。あれは、たしかに、俺が悪かった。ごめん」

　素す直なおにあやまられ、拍ひよう子し抜ぬけしたように蘇王が眉をあげる。

「やけに素直だな。気持ち悪い」

　だが、すぐになにかに思い当たったらしく、うっとうしそうに顔をしかめて付け足した。

「……ああ、もしかして、環ちゃんに、ケンカはよくないとでも諭さとされたか？」

　いつもは「仏野先生」と呼ぶ蘇王が、藤代を真ま似ねて嫌いや味みっぽく「環ちゃん」と言ったこともさることながら、今まで一いつ緒しよにいたことを見み透すかされた真人が、驚おどろいて訊きく。

「なんで、わかったんだ？」

　質問形式だが、それは「イエス」と答えたようなものである。

　鼻で笑って視線をそらした蘇王が、ややあって問い質ただす。

「──で、僕になにか用か？」

「ああ、うん」

　うなずいた真人が、蘇王に近寄って耳元に口を寄せる。

「『カグツチ』の秘密がわかった」

　それには、さすがに驚いたらしい蘇王が、小さく目を見開いて真人を見おろした。

「わかったっていうのは？」

「バラバラにされた魂たましいの一部が、霧島に眠ねむっているそうなんだ。そのせいで、本来の力が発揮できなかったんだろうって」

　蘇王が、スッと目を細める。

　その時、脇わきに控ひかえていた黒服の男の一人が、腕うで時ど計けいに目を落としてから、蘇王に声をかけた。

「蘇王様、そろそろ」

　それに対し、人さし指をあげて待つように示した蘇王が、真人に確かく認にんする。

「霧島って、九州の？」

　だが、霧島がどこにあるかわからなかった真人は、あいまいに答える。

「たぶんそうじゃないか。霧島に『カグツチ』由来の神社があるそうだから」

「だれに聞いたんだ？──仏野先生？」

「違ちがう。オモイカネだよ」

「オモイカネ？」

　意外そうに繰くり返したが、さすが日本屈くつ指しの神社の大おお祝はふりを継つぐ身であれば、すぐに見当をつけて確認する。

「オモイカネって、独り神の一柱である『オモイカネ』のことか？」

「知らないけど、『くるのまがり』で呼び出した神であるのは間ま違ちがいない」

「──なるほど」

　うなずいた蘇王に、再び黒服の男が声をかけた。

「蘇王様」

「わかっている」

　答えた蘇王に、真人が訊く。

「もしかして、家のほうで何かあるのか？」

「例祭だ」

　短く答えた蘇王が、少し考えてから続ける。

「霧島のことは、了りよう解かいした。こちらで調べて、手配しておく。──ただ、この例祭は外せないので、霧島に行くのは明後日あさつてになる。だから、それまで、お前は寮でおとなしくしていろ」

　まるで上に立つもののように命令した蘇王に対し、ちょっとカチンときた真人であるが、今は素直にうなずくことにした。

「わかった。……まあ、俺のほうでも、もう少し調べてみるけど」

　だが、せっかくの真人の意気込みに対し、蘇王はニコリともしない。

　むしろ、「余計なことはするな」と言いたそうであったが、それを言えば、また真人がムキになるとわかっているらしく、彼は彼で、なんとかその言葉を飲みこみ、「じゃあ」と短く言って踵きびすを返した。

　その端たん整せいな後ろ姿を見送り、真人はホッと息をつく。

　ひとまず、これで、仲直りできたと思っていいだろう。

　あとは、蘇王の帰りを待って二人で霧島に向かい、「カグツチ」の魂のかけらを見つけたら、今度こそ「秘神礼賛之書」を燃やせばいいだけだ。

　先は、見えた。

　ただ、そうは思っても、なんとなく落ち着かない気分になる真人だった。
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　翌日。

　朝からジリジリと太陽が照りつける中、ゆるく冷れい房ぼうのきいた食堂で、一人、お昼ごはんの冷麦を食べ終えた真人は、あたりを見まわして、思う。

（なんか、さみしい……）

　兄弟がいなかったせいか、これまで、一人でいるのを淋さびしいとかつまらないと感じたことはなかったが、今日に限って、なぜか心こころ許もとない感じがする。

　人数に対し、空間が広すぎるせいか。

　それとも、夏休みに入ってから昨日まで、ほとんどの時間を蘇王と一緒にいたせいか。

　とはいえ、従兄弟いとこ同士、けっこうケンカもしていて、食事を別々に取ることもあったし、ひどい時は、丸一日、互たがいに避さけて過ごしたこともある。だから、一緒じゃないからといって、淋しいと思うのは変なのだが、やっぱり、淋しい。

　もしかすると、昨日までは、たとえ口をきかなくても、蘇王の気配は感じられたし、姿は見えなくても、どこかで通じ合っているような感覚が残っていたのが、昨夜を境に、気配が一いつ切さいしなくなったせいかもしれない。

　美水大社の奥宮を司つかさどる「神鎮しずめの神官」として、禊みそぎを終えた蘇王が、一度神域に足を踏ふみ入れてしまえば、彼の心身はすべて、水方家が祀まつるミナカタの神のものとなってしまう。

　その間、真人は、ただ待つしかない。

　蘇王を近くに感じられないことへの不安。

　そんな感情を持つようになるとは思いもしなかっただけに、この自覚は、少々、真人を動どう揺ようさせた。

（……ふん）

　箸はしの先でぐさりとさした缶詰のみかんを口に放ほうり込み、乱暴にかみ潰つぶしながら思う。

（別に、蘇王がいなくたって……）

　と、その時──。

「あの……」

　恐おそる恐るといったような口調で、声をかけられる。

　箸を口にくわえたまま真人がふり返ると、そこに、居残り組の一人であるヴィーナス寮りようの下級生が立っていて、救いを求めるような目で真人を見ていた。

「……えっと、だれだっけ？」

「中二の松まつ下したです」

「松下か。──どうした？」

　親しげに問われ、下級生はかえって恐きよう縮しゆくした様子だ。下を向き、消え入りそうな声で訴うつたえかける。

「……実は、ここしばらく、夜、眠れなくて」

「眠れない？」

　箸を置いた真人が、真ま面じ目めな口調で続ける。

「なんで？」

「怖こわい夢を見るんです」

「怖い夢？──どんな？」

　興味を引かれた真人のことを上目づかいに見て、松下が答える。

「裏の雑木林が、真っ赤に染まる夢です。……山火事みたいに」

「山火事……」

　眉まゆをひそめた真人が、「それって」とたずねる。

「毎回、同じなのか？」

　松下は、答える代わりに二度ほど首をたてに振ふった。

　同じらしい。

「前から？」

　今度は横に首を振って、松下は言う。

「夏休みに入ってからです」

「ふうん」

　考え込んだ真人に、上級生との会話に慣れてきたらしい松下が訴えかける。

「それに、僕、見たんです」

「見たって、何を？」

「夏休みに入ってすぐの頃ころに、夜、裏の雑木林が赤く光るのを……」

「──赤く光る？」

　驚おどろいて繰くり返した真人の言葉を、自分が疑われていると受け取ったらしい松下が、必死になって自己弁護する。

「ウソじゃないです。本当に見たんです。だれも信じてくれませんけど、絶対に赤く光ってました」

　興奮して声の大きくなった下級生をなだめるように、真人は両手をあげて応じる。

「落ち着けって」

「でも、本当に見たんです！」

「わかっている。別に、お前がウソをついているなんて、思ってないよ。見たのなら、そうなんだろう」

　とたん、松下が目を見開いて、真人を見る。

「……信じてくれるんですか？」

「もちろん」

　あっさりうなずいた真人が、続ける。

「俺に対してそんなウソをついたところで、お前に得があるとは思えないし、そもそも、ウソをついているようには見えない」

「……でも、今まで、だれに言っても、相手にしてもらえなかったのに」

「だれに言ってもって……」

　真人が、片眉をあげてたずねた。

「今まで、だれに訴えたんだ？」

「えっと、同じ学年の奴やつや、中等部代表の森もり塚づかさん、あと監かん督とく生の守谷さんです」

「……守谷さん？」

　守谷則継。

　裏の顔を持つ守谷のことであれば、信じない以前に、黙もく殺さつしたかっただけかもしれないと思った真人が、「守谷さんねえ」と苦々しげにつぶやいて、続ける。

「ちなみに、仏野先生には？」

「……まだ」

「なんで？」

　真っ先に相談に行ってもよさそうなものだが、そこで、下級生がポッと頰ほおを赤らめた。

「……だって、こんなことを相談して、もしウソをついていると思われたらイヤだし」

「──なるほど」

　つまり、他ほかのだれに嫌きらわれても、環にだけは嫌われたくないということだ。絶大な人気を誇ほこる環であるが、ここまでくると、カウンセラーや舎監としての仕事に差し支つかえるようである。

　小さくため息をついた真人が言う。

「それなら、とりあえず、仏野先生のところに行こう。たぶん、よく眠ねむれるような漢方かハーブティー、必要なら睡すい眠みん薬やくを処方してくれるだろうし、俺なんかより、しっかり話を聞いてくれるはずだよ。恥はずかしいなら、一いつ緒しよに行ってやるから」

「いいんですか？」

「ああ」

　そこで、下級生をうながして立ちあがった真人が、食堂を出て行く。

　そこへ、名前が出たばかりの守谷則継が、最上級生である今井盛令をともなって入ってきたので、真人と下級生は、出会い頭がしらに慌あわてて頭をさげた。

　珍めずらしい組み合わせである。

　考えながら真人がすれ違ちがいざまにチラリと見あげた先で、こちらを見おろしてきた守谷と目が合ってしまった。

　相変わらず、退たい廃はい的な美しさを持つ男だ。

　そのまま黙だまって通りすぎた守谷に対し、今井が、真人に向かって親しげに話しかけてきた。

「よお、玉司。元気にやっているか？」

「あ、はい。なんとか」

　応じた真人が、たずねる。

「今井さん、守谷さんと親しかったんですね？」

「というより、他に話のできそうな奴がいなくてね」

「ああ、なるほど」

　たしかに、この男を相手に萎い縮しゆくせずに話せるのは、居残り組には、守谷と蘇王くらいしかいないだろう。

　中東系を思わせる浅黒く彫ほりの深い顔立ち。

　どこか居い丈たけ高だかな態度。

　東京都知事の息むす子こで、現在は「地球テラの住人」として隠いん遁とん生活を強しいられている今井盛令であるが、昨年は生徒会会長として全校生徒の頂点に君臨していた実力者だ。その彼が、真人が消えたあとの空間を見すえながらつぶやく。

「……玉司真人ねえ」

　気づいた守谷が、振り返って訊きく。

「彼が、どうかしましたか？」

「いや。今日は、水方と一緒じゃないようだ」

「そうですね。水方蘇王は、美水大社の例祭のために実家に戻もどっていますから」

　淡たん々たんと応じた守谷は、昼食の皿へと手を伸のばす。

　真人の感じた通り、この二人は、もともと寮も学年も違うため、本来なら、特に親密ではないはずなのだが、その割に親しげである。

　守谷が、もの憂うげな調子で言う。

「……そういえば、今井さん、玉司真人に興味がおありとかって。今も親しげでしたし」

「まあな」

「何故なぜですか？──差し支えなければ、教えていただけると嬉うれしいのですが」

「別に、なんてことはない。ただ、興味があるだけだ。きれいな顔をしているし」

　とたん、守谷が鼻で笑う。

　かつてサターン寮りようの寮長であった今井は、ここが男子校であるにもかかわらず、陰かげで「魔ま王おう」と呼ばれるほど手が早いと評判であったのを思い出したからだ。

「それは、せいぜい慎しん重ちようになさることですね。なんといっても、相手は水方蘇王の従兄弟いとこですから」

「ああ、わかっているさ。もちろん、手を出す気はさらさらない。──まあ、強いて理由をあげるなら、これまで、大して面おも白しろくもなかった学校生活が、彼が編入してきたとたん、急にあれこれ動きだして、おかしなことが頻ひん繁ぱんに起こるようになったから、かね」

「おかしなこと……ですか？」

「そう」

　席に座り、割り箸ばしを口にくわえて割った今井が、冷麦の汁しるに薬味を入れながら続ける。

「聞いたよ。編入してきてすぐ、彼の部屋で怪かい奇き現象が起きたそうじゃないか」

「……そういえば、そんな話もありましたね」

　あまり興味がなさそうに、守谷が応じる。

「最初は、ポルターガイストでしたっけ？」

「それに続いて、ＵＦＯの目もく撃げき談や写真の幽ゆう霊れい騒そう動どう、果ては、あの火事だ」

　最後にあげた火事というのは、夏休みに入る直前、「象ぞう牙げの塔とう」の中心にあったお堂が燃え、生徒が一人、焼しよう身しん自殺したというショッキングな事件のことである。

「火事」と言われた瞬しゆん間かん、黒い瞳ひとみをかすかに揺ゆらした守谷が、気だるそうに顔をあげて上級生の彫りの深い顔を眺ながめやった。

「そういえば、今井さんは、藤代とも親しいそうですね？」

「藤代？」

　意外そうに訊き返した今井が、「いや」と短く返して付け足した。

「特には」

「でも、ゴールデンウィーク中、二人して、ここの卒業生である大おお野の一いち郎ろうの家に行ったそうじゃないですか」

「ああ」

　今井が、面白そうに守谷を見る。

「それ、藤代から聞いたのか？」

「いえ」

　守谷は守谷で、表情を変えずに答えた。

「だれというより、話の流れ上です」

「へえ。……まあ、確かに、あの時、藤代に対し、水方蘇王には告げ口しないように口止めしたが、まさか、君ともつながっていたとはね。──それで、水方サイドの人間と見なされている藤代のことを、君は、信しん頼らいしているのか？」

「まさか」

　守谷が、あっさり否定する。

「信頼はしていませんが、使いようによっては役に立つ男です。──そういう今井さんこそ、どうなんです」

「どうって？」

「藤代のことですよ。──どう思っているんですか？」

「そりゃ」

　今井が、肩かたをすくめて答える。

「同じだよ。使い方次し第だい」

「……なるほど」

　まるで、キツネとタヌキの化かし合いのようだと思いながら、守谷が訊く。

「それにしても、今井さん、人が悪いですね」

「人が悪い？──俺が？」

「ええ」

「なんで？」

「だって、大野家に一緒に行ったのなら、今井さんは、僕が、あの夜、『秘神礼賛之書』のことを伝えた時点で、すでに、とっくにそのことをご存じだったわけでしょう」

　それに対し、テーブルに頰ほお杖づえをついた姿勢で軽く目をみひらいた今井が、「へえ」と声をあげたあと、少し考えてから応じる。

「──ということは、あの日記の内容は、『秘神礼賛之書』のことを示していたのか」

　今井の言葉に、今度は守谷が退廃的な顔をしかめて驚おどろく。

「まさか、気づいてなかったんですか？」

「ああ。気づいていなかった」

　うなずいた今井が、教えてくれる。

「俺は、ただ、遠とお縁えんにあたる大野家に、この地に縁ゆかりのある人が残した古い日記があるという話をきいて、訪ねることにしたんだ。その人物が、古くから受け継つがれてきた祭事に係かかわる家の出身というのは聞いていたから、興味があってね。──その際、電話では、来てもらっても、日記の字が達筆すぎて読めないかもしれないということだったので、崩くずし字に強いと評判の藤代に一いつ緒しよに行ってもらうことにした。もちろん、見返りとして、それなりのものを渡わたしている。……まあ、さすが、公く家げの血を継いでいるだけはあって、俺なんかにはちんぷんかんぷんの日記を、すらすらと読んでくれたんで助かったんだが、正直、俺が求めるような情報は、その日記からは得られなかった」

「今井さんの求めるような情報？」

「そう。……だが、それは、またおいおい」

　いいようにはぐらかされ、守谷がもの思わしげに相手をじっと見すえる。

　実際、今井がなにを企たくらんでいるのか、守谷にはよくわからない。

　守谷と今井の父親たちは大学時代の友人らしく、現東京都知事の今井豊とよ和かずは、守谷が教祖をつとめる「巌いわ本もと神しん霊れい教きよう団だん」の信者でこそないが、裏で多額の寄付をしていて、後こう援えん者と言えなくもない存在だ。必然的に、その息むす子こである盛令も、教団サイドの人間として、協力は惜おしまないという態度を示している。

　だが、守谷は、いま一つ、今井を信用していない。彼の言動には、何か裏がありそうな気がしてならないのだ。

　だいいち、今井ほどの人間であれば、だれかの下でおとなしくしているとは思えず、それよりはむしろ、自分こそ、天下を取るに相応ふさわしいと考え、権力の座を手に入れようとするだろう。例えば、教団の乗っ取りとか──。

　だとしたら、近い将来、絶対に二人はぶつかるはずだ。

　目を細めた守谷が、「そういえば」と言葉をつないだ。

「ミナカタによって封ふうじられたというミシャグチの神は、別名『モレク』というのはご存じでしょうが、今井さんの名前は、読みようによっては、『モレイ』と読めますよね？」

　今井盛令。

　実際は「しげなり」と読ませているが、それぞれの漢字をそのまま読み下せば「も（り）」と「れい」で、「モレイ」となる。

　なかなかの発見であるが、指し摘てきされた今井は肯こう定ていも否定もせず、ただ、うっすらと笑って「そんなことより」と話題を変えた。

「前から思っていたんだが、古代神を復活させたとして、また水方に邪じや魔まをされないという保証はあるのか？」

　守谷が、肩をすくめた。

　質問をはぐらかされたことに対する憤ふん懣まんでもあり、尋たずねられたことへの返事でもある。

「さあ。どうでしょうね。……できれば、そんなことはあって欲しくないですが、ただ、伝説によると、かつて人間だったミナカタは、ある日、天界から神宝を授さずかって『神使い』となり、荒あらぶるミシャグチの神を封ふう印いんしたということになっています」

「……ということは、その神宝が見つかれば、また同じことが起こり得る？」

「あるいは、『神使い』のほうを見つけるか、ですね。──というのも、噂うわさによれば、美水大社奥宮には、今もって、その神宝が密ひそかに祀まつられているということですから」

「ほお」

　興きよう味み津しん々しんな様子で応じた今井が、守谷を見て訊きく。

「それで、君は、それを、そのまま放置しておく気か？」

「もちろん、もし、本当にそんなものがあるなら、放置しておく気はありませんが、あくまでも噂ですし、実際にそんなものを見たという証言は出てきていません。そんな状態で、美水大社奥宮に押し入るような危険を冒おかすよりは、水方蘇王の動きを探さがっていたほうが、遥はるかに得るものはあるでしょう。──なんといっても、現代の世に、ミナカタの神のあとを継いで『神使い』が現れるとしたら、それは、水方蘇王をおいて他ほかにいませんから」

「ふうん」

　相あい槌づちを打った今井が、どこかからかうような口調で続ける。

「水方蘇王は、それほど霊れい力りよくが強いのか」

「まあ、まがりなりにも『神鎮しずめの神官』ですからね。それくらいの実力は、あるということですよ」

「なるほど。──それは、勉強になる」

　やはり、どこかからかうような言い方をした今井の本心がどこにあるのか、今の段階では、守谷にはわからなかった。
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　その夜。

　しんと静まり返る美水大社奥宮に、ひそやかな足音が響ひびいた。

　時おり、キュッキュッと鳴る床ゆか。

　どれほど足音を忍しのばせても、鳴るような造りになっているのだろう。

　ジジジッと、蟬せみが寝ねぼけたように翅はねを鳴らす夜の静寂しじまに、その足音は驚くほどよく響く。

　空気に混じる清せい涼りよう感かん。

　闇やみに包まれた状態でも、そこがとてもきれいな場所であるのが、はっきりと感じられる。古い創建を誇ほこる美水大社の中でも、とりわけ清せい浄じようさの保たれた神域に、今、何者かが侵しん入にゆうしてきたようだ。

　やがて、暗がりに一筋の明かりがともる。

　続いて、もう一つ。

　それらが揺ゆれながら、部屋の中を移動し始めた。

　同時に、部屋のこちら側と向こう側で、ガタゴトと、ものを乱暴に動かす音がする。

　ガタ。

　ガタ。

　ゴトン。

　ネズミが運動会でもすれば、これくらいの音を立てるかもしれないというくらい、あちこちでガタゴトという音が続く。

　どうやら、忍びこんだ人間は、懐かい中ちゆう電灯の明かりを頼たよりに探し物をしているらしい。

　ややあって、ひそめられた声がした。

「ダメだ。こっちはなにもないな。──そっちはどうだ？」

「ない」

　もともと物らしいものは、何も置いてない部屋である。──下手をしたら、物どころか塵ちり一つ落ちていないかもしれない。

　舌打ちした男が、さらに乱暴にものをどかす。

　すると──。

「あ！」

「なんだ？」

　祭さい壇だんの裏を調べていた男があげた声に、手前にいた男が反応する。

「なにか、見つけたのか？」

「床に、扉とびらがある。隠かくし部屋だ」

　興奮した声で答えた男が、ガタガタと音を立てながら扉を開く音がした。すぐに、目の先で揺れていた明かりが消え失うせる。

　おそらく、明かりの持ち主が、隠し部屋に入ったのだろう。

「間ま違ちがいない。お宝は、そこにある。──待ってろ、俺も、今行く」

　暗がりで動きがにぶくなりがちな相棒が、懐中電灯の明かりを揺らしながら、近づいていく。

　だが、苦労して祭壇をまわり込んでも、床にひらいた闇の中に、相棒の持つ懐中電灯の明かりは見えなかった。

　いったい、どこに消えてしまったのか。

「……おい、スズキ、どこだ？」

　視界のきかない闇の中で男が声をかけると、ふいに下のほうで悲鳴があがった。

「ぎゃああああ！」

　ギクリとした男が、その場で動きを止める。

　だが、あとを引くように伸のびた悲鳴はしだいに遠ざかり、ややあって、あたりはしんと静まり返った。

　それが、いっそう不気味で、男が慌あわてて声をあげる。

「おい！　どうした、スズキ!?　なにがあった!?」

　だが、それに応こたえる声はない。

　ただ、重くのしかかるような沈ちん黙もくが返るばかりだ。気のせいか、周囲を取り囲む空気も、ねっとりと不ふ浄じようなものを帯びたようだった。

　それでも、ここで仕事を放ほうり出すわけにもいかず、男は、勇気を振ふりしぼって前に進もうとした。

　地下へと続く階段をおり、漆しつ黒こくの闇に包まれている部屋へと入っていく。

　と──。

　闇の奥から生暖かい風が吹ふきつけた。

　ねっとり絡からみつくような風。

　同時に、なにかの気配がした。

　とてもよくないものである。

　男の脳のう裏りに、さきほど相棒があげた悲鳴が、ありありと蘇よみがえってきた。相棒の身に、なにが起きたのか──。

　だが、階段の途と中ちゆうで凍こおりついたように立ちどまった男に、それを確かめるだけの勇気は、もう残されていなかった。
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「──スズキが消えた？」

　廊ろう下かの先から聞こえてきた声に、真人はふと足をとめた。

　柱の陰かげからのぞくと、食堂の前の廊下に立って、高三の今井盛令が電話でだれかと話している姿がある。

　今井が続けた。

「人が消えるなんて、そんなバカなことがあるか。──よく捜さがしたのか？」

　そこで、少し間をあけて、さらに今井が言う。

「……隠し部屋ね。それで、お宝は見つかったのか？」

　再び、間。

　すると、ふいに声が鋭するどさを帯びる。

「──は？　調べていないって、お前は、何をしに行ったんだ？　それでも、プロか？」

　しだいにヒートアップしていく今井であるが、その時、真人が手にしていたお風ふ呂ろセットがカタッと音を立ててしまい、こちらの気配に気づいたらしい今井が、受話器を押さえ、大声をあげた。

「──だれか、いるのか？」

　ドキッとした真人は、大おお慌あわてでその場を離はなれ、地下にある風呂場に走って逃にげた。

（バレてないよな……？）

　人気のない脱だつ衣い所で服を脱ぬいだ真人は、浴室に飛びこみ、髪かみと身体からだを超ちよう特急で洗って、浴よく槽そうに飛び込む。あたかも、かなり前に風呂に入り、ゆったりと浴槽に浸つかっていたような体ていを装うためだ。

　その作戦が、功を奏するのか。

　程ほどなくして、脱衣所のほうで音がして、だれかが入ってくる。

　大おお柄がらな影かげだ。

　ある予感とともに真人が浴槽の中から様子をうかがっていると、ガラッとドアをあけて入って来たのは、やはり今井だった。

　日本人離ばなれした堂々たる体たい軀く。

　コンプレックスを刺し激げきするという点で、裸はだかの付き合いをするのは遠えん慮りよ願いたい相手だ。

　浴室内に真人しかいないのを見て取った今井が、確かく認にんする。

「玉司、一人か？」

「はい。見ての通りです」

「ずっと？」

「ええ、まあ。──俺も、ちょうど、あがるところでしたし」

　かなり前から入っていたことをアピールするつもりでそう言った真人が、ザッとお湯を切って立ちあがり、出て行こうとする。

　その腕うでをつかんで引き止めた今井が、ニヤッと笑って言う。

「そんなに慌てて帰ることはないだろう。たまには、男同士、裸の付き合いも大切だぞ」

　今しがた、この男を相手にやりたくないと思ったことを口にされ、真人が小さく苦く笑しようする。

「でも、俺、ずっとお湯に浸かっていたから、もうのぼせそうで」

「へえ。──だが、その割に、身体はそんなに温まってないけどな」

　とたん、ギクリとしてしまった真人の肩かたに手を滑すべらせた今井は、そのままポンポンと叩たたいて命令する。

「夏だからって、カラスの行ぎよう水ずいはよくないぞ。風呂に浸かって、ちょっと待ってろ。君に訊ききたいことがあるんだ。──ああ、そんな不安そうな顔をしなくても、襲おそったりしないよ。水方の従兄弟いとこに手を出すほど、俺も見境なくはないんでね」

　平然とのたまうが、もし、蘇王の従兄弟でなかったら、どうする気なのか。

　編入当初に藤代から受けた忠告のあれこれを思い出し、げっそりとため息をついた真人は、仕方なく湯船に逆ぎやく戻もどりして今井を待つ。

　今井は、シャワーで一通り汚よごれを流すと、すぐに湯船に入って来た。

　天てん井じようからしたたるしずくが、ピチョン、ピチョンと音を立てて、並んで湯船につかる二人のそばに落ちてくる。

　その沈黙に耐たえきれず、真人が早々に切り出した。

「それで、俺に訊きたいことっていうのはなんですか？」

「そう、急せかすなよ。──そんなに、俺といるのがイヤか？」

「別に、イヤじゃないですけど、正直、落ちつきません」

「それは、俺が電話しているのを、盗ぬすみ聞きしていたからか？」

「────」

　真人が、答えにつまる。

　ここで、藤代や蘇王のように、表情を動かさずに「なんのことですか？」ととぼけられればいいのだろうが、それができないのが、真人だ。

　それを肯こう定ていと見てとった今井が、「ふふん」と笑って言う。

「やっぱり、君か」

「……すみません。立ち聞きするつもりはなかったんですが、つい声が聞こえてしまって」

　正直に謝った真人が、「でも」と慌てて弁明する。

「本当に一いつ瞬しゆんだったし、会話の内容はほとんど聞いていません。……その前に、どなられてびっくりしたから」

「ふうん」

　どうやら、そのことは、真人の様子で信じたようだ。

「まあ、聞かれたところで、大して困らないがね。──それより、君は、美水大社のことに詳くわしいのか？」

　真人が、眉まゆをひそめて今井を見る。

「美水大社？──どういう意味ですか？」

「いや。従兄弟ということは、いちおう、君も水方家の一員なわけだろう。それなら、少しは美水大社の内情を知っているんじゃないかと思って」

　真人が目を丸くする。

（今さらか──？）

　そんな思いが強かったのだが、考えてみれば、今井はもともとサターン寮りようの人間で、真人が編入してきた時は、すでに「地球テラの住人」となっていたのだから、ヴィーナス寮の内情にうといのは、仕方ないのだろう。

　だが、たとえ従兄弟であっても、真人が美水大社や水方家についてまったくの門外漢で、その知識量が赤の他人より劣おとっていることは、寮りよう内ないでは有名だ。

　真人が、真ま面じ目めに説明する。

「今井さんは、勘かん違ちがいしています」

「勘違い？」

「はい。従兄弟といっても、俺にとって、蘇王は母方の従兄弟で、水方家のことはほとんど知りません。まして、美水大社なんて……。例祭も出たことがないから、下手をしたら、一いつ般ぱん参拝者よりうといくらいかも」

「へえ。そんなもんか？」

「そんなもんです」

「それなら、美水大社奥宮にあるとされる神宝のことも、知らない？」

「──神宝？」

　真人が、もの思わしげな顔になって訊き返す。

「神宝っていうと？」

「神の宝と書いて、神宝」

「あ、それは、わかります。ただ、どんな神宝なのかと思って」

　たずねる真人に、片手で顔の汗あせをぬぐった今井が説明する。

「伝説だよ。ミナカタの神が、この地にいた悪神を退治するために天界から授さずかったそうなんだが、美水大社奥宮には、今も密ひそかにその神宝が祀まつられているって」

「それは……」

　もしかしたら、「くるのまがり」のことではないのか。

　だが、もちろん、そんなことは口にできないので、真人は、動どう揺ようを隠かくすように、今井を真ま似ねして顔の汗をぬぐう。そうすることで、小ぶりでほっそりした輪りん郭かくが強調されるが、本人は気づいていない。

「えっと、そんなこと、初めて聞きました。……そんなものが、あるんですか？」

「らしいぞ。聞いたことないか？」

「……ない、ですね」

　説得力のない否定の仕方をしてしまった真人が、自分でもまずいかと思い、すぐに「それに」と補足する。

「俺も話に聞いただけで、実際に見たことありませんが、なんでも、奥宮は、祭さい壇だんに必要最小限のものが載のっただけの、殺風景な場所だそうです。文字通り、塵ちり一つ、余計なものはないんだとかって」

「……へえ」

　今井が、なにか思うところがあるように、小さく笑う。真人の言葉に、なにか思い出したようである。

　だが、この上級生も、藤代や蘇王と同じで、真意の読み取りにくい男だ。

　これ以上話を続けると、自分がいらぬことを言いそうだと思った真人は、この場から早く立ち去りたくて切り出す。

「……あの、今井さん、俺、本当にのぼせてきたんで、そろそろ」

　そう言って立ちあがりかけた真人の腕をふたたびつかんで引き戻もどし、今井は伸のし掛かかるようにして顔を近づけてきた。

　反射的に押しのけようとする真人を難なく押さえつけ、今井が間近で問う。

「──それなら、『神使い』というのは？」

　ハッとした真人が、動きを止めて彫ほりの深い顔を見つめる。

「……『神使い』？」

「ああ。『神使い』だ。聞いたことないか？」

「……えっと」

　とっさに否定しそこない、真人は仕方なく認める。

「それなら、蘇王から聞いたことがあります。──たしか、元はふつうの人間だったミナカタの神は、神宝を渡わたされたことで、『神使い』になったとかって」

「なるほど」

　満足そうにうなずいた今井が、真人の目を覗のぞき込むようにして訊いた。

「ということは、もし、悪神が復活した暁あかつきには、ふたたび、この世に『神使い』とやらが現れるのかね？」

　真人が、相手の目を見つめ返して眉をひそめる。

　いったい、なにが言いたいのか。

「……なんで、そんなことを？」

　だが、もちろん、簡単に本心を明かしてくれるような相手ではない。

「さて」

　とぼけたように答えて口元を歪ゆがめた上級生が、さらに顔を寄せながら言う。

「君は、なんでだと思う？」

　答える前に、危険を察知してサッと顔をそむけた真人が、上級生の厚い胸むな板いたに目をやったところで、ギクリと身体からだを震ふるわせた。

　温まり、上気した今井の体。

　その心臓の上あたりには、さきほどまでなかったはずの赤い痣あざが、くっきりと浮うかび上がっていたからだ。

　その形は、まるで燃え上がる炎ほのおのようである。

　しかも、湯ゆ煙けむりのせいか、その痣は、本当に揺ゆらめいているかのように見えた。

「今井さん、それ……」

　真人の見ているものに気づいた今井が、身体を引き、「ああ」と応じて教える。

「これは、生まれながらにあるもんだよ。──触さわってみるか？」

「いや──」

　断ったにもかかわらず、手を取られ、強ごう引いんに痣の上に当てられる。
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　とたん。

「つっ」

　灼しやく熱ねつの炎に触ふれたかのような熱さが、真人の指先を焼いた。同時に、背筋を走ったおぞましい感覚──。

　とっさに手を引いた真人を、今井が楽しげに見おろす。

「なにか、感じた？」

「──いえ」

「それは残念」

　言いながら、自分の痣を手でなぞった今井が、悪あく辣らつな笑えみを浮かべて続ける。

「感じてくれていたら、この痣の持つ意味も教えてやったんだけど」

「──意味？」

　それはいったいなんなのか。

　興味を引かれた真人だったが、その時、ガラッと浴室のドアがあき、居残り組としてヴィーナス寮りようにいる別の生徒が入って来た。

　その生徒は、二人の姿を見て、一いつ瞬しゆん、厭いとわしげな顔をしたが、相手の一人が今井であるとわかると、慌あわてて背を向け、シャワーの一つに取りついた。自分はなにも見てませんというアピールのつもりだろう。

　サターン寮の生徒なのか。

　それとも、今井の悪名が、それほど高いのか。

　なんにせよ、先ほどの行動からして、今井が、口ほどには蘇王に遠えん慮りよする気がないとわかった真人は、これを機に、「じゃあ、今井さん、俺はお先に」と言い置いて、大急ぎで風ふ呂ろ場ばをあとにした。
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　一方。

　日本から遠く離はなれた地球の裏側。

　レマン湖を見おろすスイスの別べつ荘そう地ちに建つ瀟しよう洒しやな邸てい宅たくでは、今こ宵よい、夏の宴うたげが華はなやかに繰くり広げられていた。

　バカラのシャンデリアの下に集つどう着き飾かざった老ろう若にやく男なん女によ。

　触れ合う銀器や陶とう磁じの食器。

　身体にピタリとしたドレスをまとう女性をエスコートするのは、タキシードやモーニングでペンギンのように身をかためた紳しん士したちだ。

　一見して、とてもきらびやかで楽しげに見えるこの場ではあるが、グラスを片手に行き交かう人間を眺ながめている藤代公彦は、そこここから聞こえてくる他家の醜しゆう聞ぶんや噂話の数々に、いささかうんざりしていた。

　上流階級が一堂に会するパーティーというのは、たまであれば、それなりに楽しめるが、連日となると、退たい屈くつ以外のなにものでもない。

　これでもし、お気に入りの下級生である真人がヨーロッパに来ていれば、無む理り強じいしてでも別荘に連れ込んで、あれやこれやで遊ぶのだが、残念ながら、真人は日本だ。

　だったらいっそ、とっとと日本に戻って、寮りよう生せい相手に囲い碁ごでも打ちたいところだが、藤代家の子息として、彼には果たすべき役割というのがあって、そうそう勝手は許されない。のんべんだらりと贅ぜい沢たくをしているようで、上流階級の生まれというのは、案外苦労が多いものだった。

　内心でため息をついた彼は、父親の名代としてこの場に来ていることを思い出し、挨あい拶さつしておかなければならない人物をさがしてあたりを見まわす。

　と──。

「藤代」

　日本語のイントネーションで名前を呼ばれ、振ふり返る。

　そこに、幼年期をともに過ごした幼おさな馴な染じみの顔があった。彼の父親が外交官で、親の仕事の都合で小学校の途と中ちゆうで中東に移ってしまってからは、この手のパーティーで顔を合わせる程度の付き合いとなっている。

「東海林しようじか。久しぶりだね。元気だったかい？」

「この通り。そっちも元気そうで。──ていうか、その不気味なお公く家げ顔、変わんないなあ」

「それは、どうも」

　褒ほめ言葉のように受けた藤代が、「……で」と続ける。

「君は、まだ砂さ漠ばくにいるのか？」

「両親はね。俺は、去年からこっちの寄宿学校に移った」

　スイスの寄宿学校といえば、世界各国から選えりすぐりの令息令れい嬢じようが集まって来るので有名な場所がある。

　東海林が続ける。

「てっきり、藤代もいると思ったのに、お前、日本にとどまったんだな」

「ああ」

「御堂学院だっけ？」

「そうだけど、良く知っているな」

「まあ、あれだけ、あちこちの子息が入れば、噂うわさくらい耳に入るよ。……たしか、東京都知事の息むす子こもそうじゃなかったっけ？──今井なにがし」

「今井盛令だな。一いつ緒しよだよ。学年は違ちがうけど」

　答えた藤代が、細い目をさらに細めて、相手の顔をいぶかしげに見る。

「彼が、どうかしたのか？」

　すると、周囲の様子をさぐるように見まわした東海林が、つっと藤代のほうに近づくと、今までより小声になって話しだす。

「これは、某ぼう国こく大使館で開かれた大使の娘むすめの誕生パーティーで耳にした話なんだけど、今井の父親、現東京都知事の今井豊和は、今から二十年くらい前、まだ特派員として中東の紛ふん争そう地帯を駆かけずりまわっていた時に、一度、反政府ゲリラに拘こう束そくされたことがあるのだそうだ」

「……へえ。それは、初耳だな」

　意外そうな藤代に、東海林がもったいぶってうなずきかける。

「そりゃそうだ。政治的圧力があって、報道規制が敷しかれたそうだから。なんでも、某ぼう超ちよう大たい国こくの意向で、どうあってもテロリストと取り引きするわけにはいかなかったらしい。……まあ、俺たちが生まれる前のことだから、情報の統制は簡単だったんだろう。個人が簡単に世界に情報発信できる現代では、考えられないことだ」

「そうだな」

　うなずいた藤代が訊きく。

「でも、それなら、よく今井豊和は助かったな」

「それが、自力で戻もどって来たらしいぞ。そのため、一部では、テロリストに寝ね返がえったのではないかという噂もあったようだけど、その後、これといって不ふ審しんな点はなかったため、いつしか、このことは人々の記き憶おくから消え去った。──ただ、一つだけ」

　そこで一いつ旦たん言葉をとめ、効果的な間を置いてから、東海林は先を続ける。

「事件から約一年後、正確には十ヶ月後に、再び現地を訪おとずれた今井は、戻ってきた時に、どこから連れて来たのか、生まれたての赤ちゃんを抱だいていたそうなんだ」

「赤ちゃん？──だれの？」

「彼曰いわく、本人のだよ。母親は現地の人間で、彼は、拘束された際、その部族の女性と関係をもたされたことを認めている」

「……それは、それは」

　なんとも言い難がたそうに相あい槌づちを打った藤代が、付け足す。

「だけど、僕の記憶に間ま違ちがいなければ、今井豊和の現在の妻は、日本人だったはずだ」

「そのへんが複雑なんだが、どうやら、そのことがあって、彼は命を助けられたらしく、子どもの本当の母親は、出産と同時に亡なくなったという話だ」

「ほお」

　藤代が、多くを含ふくんだ短い声をあげた。

　察した東海林が「ああ」と認める。

「現地では、一夫多妻は当たり前だが、日本の法律はそれを認めていないから、もし母親が生きていれば、ことはもっと複雑になっただろう」

　そこで、青年二人が皮肉気に笑う。

　すぐに、東海林が話を続けた。

「結局、連れ帰ったその子どもを、彼は実子として日本で届けを出し、それが認められて息子として育てられたのが、盛令だ」

「でも、そうなると、盛令が今井の本当の息子かどうかは、怪あやしいってことにならないか？」

「いや」

　東海林が、顔を振って、その可能性を否定した。

「下手をしたら人身売買にもなりかねないため、さすがに、日本政府も、届け出を受理するにあたり、科学的な確かく認にんを取ることを条件に出した。なにせ、出生証明書もなにもなかったそうだから」

「科学的な確認というのは、ＤＮＡ鑑かん定てい？」

「その通り。当時の精度でも、九十パーセント以上の確率で、今井の息子であることが証明されたため、実子として戸こ籍せきに載のせることを認められ、日本国こく籍せきを取得できたんだ」

「なるほど」

　うなずいた藤代に、東海林が「ただし」と人さし指をあげて注意をうながす。

　藤代が、うっとうしそうに眉まゆをひそめた。

「なんだ、まだ、なにかあるのか？」

「ある」

　断言した東海林は、そこで、もう一度周囲をはばかるように見まわして、今まで以上に声をひそめる。

「これは、最近になって、ある国際会議に出席した遊牧民出身の男から出てきた話なんだが、今井がかつて拘束されたのは、反政府ゲリラではなく、反政府ゲリラに協力していた遊牧民の一部族で、当時から幻まぼろしの部族といわれている人たちだったのではないかということなんだ」

「幻の部族？」

「その男がいうには、砂漠には『モレの一族』という謎なぞめいた部族がいて、いまだに怖おそれられているそうなんだが」

「モレ……」

「ああ。名前からもわかるように、アッラーではなく、『モレ』という古い神を祀まつる一族で、身体からだにトカゲのような爬は虫ちゆう類るいの入れ墨ずみを入れているのが特とく徴ちようらしい。その実態は不明で、一説には暗殺を生なり業わいとしている物ぶつ騒そうな一族なんだとかって」

「暗殺集団アサシンってことか？」

「歴史的には、それより古い。もともと、血を好む神に生いけ贄にえを捧ささげるため、近くを通りかかった旅人を殺していたということらしいから」

「つまり、政治的なものではなく、あくまでも信しん仰こう？」

「だろうね。──言われてみれば、今井豊和って、今の地位につくまでに、色々と血なまぐさい噂もあったよな」

　藤代が、お公家顔をしかめて不快そうな表情になる。

「おい、まさか。今井の背後には、その暗殺集団がいるとでも言いたいのか？」

「さあ。──ただ、そいつの話では、今井の息子の本当の母親は神に仕える巫女みこで、その古い神をおろすための器うつわとして子どもを産んだんじゃないかとも言われているらしい」

「神をおろすための器だって──？」

　それは、なんとも時代がかった話である。

　だが、いくらインターネットが普ふ及きゆうしたとはいえ、世界はまだ十分広く、どんな可能性だって残されている。

　身体を離はなした東海林が、最後は無責任な言葉で結ぶ。

「ま、あくまでも、そんな噂を聞いたってだけだよ。証しよう拠こなんて、なにもない。……仮にあるとすれば、盛令の出生届の際のやり取りくらいかね。なんといっても、今井豊和が拘束されたという事実からして、表面上は無いことになっているんだ」

「まあ、そうか」

「でも、話としては、面おも白しろいだろう？」

「確かに」

　そこで、腕うでを組み、複雑そうな表情で考え込んだ藤代を残し、東海林はあっさり「じゃあな」と言って歩き去る。

　どうやら、他ほかに挨あい拶さつすべき人間を見つけたらしい。

　一人残された藤代は、着き飾かざった人々が行き交かう広間で、なおも考え込む。

　ざわめきが、そんな彼を包み込んだ。

「……モレねえ」

　やがてひっそりとつぶやかれた言葉は、周囲の喧けん騒そうにかき消され、だれの耳にも届くことはなかった。
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　翌日。

　例祭を終えて寮りように戻って来た蘇王は、真人を連れて宮崎県都みやこの城じよう市しを訪おとずれていた。

　霧島山系の東とう端たん、背の高い木々が生おい茂しげる青々とした山のふもと。──そこに、目指すべき神社であるカグツチゆかりの社はあった。

　スッと伸のびた杉すぎ木こ立だちに囲まれた境けい内だいは、昼間でも少しうす暗く感じられるほどで、降りそそぐ蟬せみ時雨しぐれすら飲みこんでしまうほど、空間が奥深い。

　まだらに差し込む木こ漏もれ日の下、苔こけむした大岩の前にたたずんだ真人が、「う～ん」とうなって、背後の蘇王を振ふり返る。

「さっきのおじさんの話を信じるなら、この岩が、魂たましいの欠けたカグツチってことになるんだけど」

　すると、いさめるような視線を真人に走らせた蘇王が、真っ先に訂てい正せいする。

「あの方は、おじさんではなく、この神社の禰ね宜ぎだ」

　それから、視線を大岩に移して続ける。

「たしかに、これが、父神に切られたカグツチということなんだろう」

　蘇王が話す間にも、勝手に場所を移動して大岩の全容を見た真人が言う。

「あ。見ろよ。横から見ると、真ん中がない。──すっぱり、さっぱり」

「それも、禰宜の説明どおりだな」

　真人のかたわらに立ち、肩かた越ごしに同じものを見た蘇王が、つぶやく。

　二人は、ここに着いてすぐ、本ほん殿でんへ向かい、迎むかえてくれた禰宜から話を聞いたのだ。

　それによれば、この神社は、まさに、誕生と同時に母神を焼き殺してしまった火の神カグツチが、父神に切り殺された場所の上に建っているらしい。

　その証あかしとして、本殿の裏手に「神石」という磐いわ座くらがあって、岩の形は、三つに切り刻まれたカグツチの形をそのまま残すものであると教えられた。ただし、切り刻まれた際、一つが遠くに飛んで行ってしまったため、ここには、間がスッパリと切り取られた大岩だけが祀られている。

　彼らが見ている目の前の岩が、それだ。

　欠けてしまった真ん中の部分は、遠く出雲いずもまで飛んで行ったとか、宮崎県の別の神社にあるなど、さまざまな説があって定さだかではない。

　たしかなのは、切り取られた断面が、決して自然に割れたのではない、刃は物もののようなもので切り取られたような滑なめらかさであるという点だ。

　磐座である神石は、鳥居と注連しめ縄なわによって神域とされ、静せい寂じやくに包まれた境内にひっそりと、孤こ高こうの気高さを宿して存在している。

　囲いに身を乗り出すようにして断面を見ていた真人が、言う。

「こうやって見ると、本当に刀かなにかで切られたみたいだな」

「ああ」

　うなずいた蘇王が、チラッと真人を見おろして続けた。

「とはいえ、今、そんなことに感心している場合か？」

「なんで？」

「別に」

　いったんはそっぽを向いた蘇王だが、すぐに嫌いや味みっぽく口にする。

「ただ、肝かん心じんのカグツチの欠けた魂は、どこにあるのかと思って」

　とたん、振り返った真人が、バツが悪そうに蘇王をにらんだ。

「なんだよ、その言い方。まるで、俺が悪いみたいに」

「そんなつもりはない。──でも、あえて言わせてもらえば、『オモイカネ』から、ここにカグツチの欠けた魂があると聞いたのは、僕ではない」

「つまり、俺の責任ってことか」

　応じた真人が、ふてくされたように唇くちびるをとがらせる。

　そのまま前に向き直った真人と蘇王の間に、険悪な沈ちん黙もくが流れた。

　それでなくても、朝会った時から、蘇王の機き嫌げんはすこぶる悪い。

　美水大社のほうでなにかあったのかもしれないが、それにしても、真人に対する態度が、いつも以上に冷たいのだ。

　一昨日の件を、まだ引きずっているのか。

　あるいは。

（もしかして、俺、また、なんか怒おこらせるようなことをした？）

　悩なやましげに思いながら、真人がチラッと蘇王を見ると、なにか言いたそうにこっちを見ていた蘇王と目が合った。

　相も変わらず、端たん整せいな顔。

　ため息をついた真人は、思い切って訊きいてみることにする。

「あのさ、蘇王。俺、なにか、お前を怒らせるようなことした？」

「いや」

　あっさり否定した蘇王が、「ただ」と続ける。

「真人、僕に隠かくしていることがあるだろう？」

「隠す？」

「ああ」

　うなずいた蘇王が、真人の顎あごをつかんで警告する。

「言っておくが、噂うわさというのは、お前が思っている以上に速く広がるものだからな。──それが醜しゆう聞ぶんであれば、なおさらだ」

「醜聞？」

　繰くり返した真人が、「……えっと」と本気で戸と惑まどった表情になる。

「ごめん。そう言われても、マジでわからない。……いったい、なんの話をしているわけ？」

　すると、呆あきれたようにため息をついた蘇王が、真人の顎から乱暴に手を放して言った。

「お前、昨日、風ふ呂ろ場ばで今井さんと一いつ緒しよだったろう？」

「──あ」

　そこで、ようやく理解したらしい真人が、それでも不思議そうに訊く。

「いたけど、でも、醜聞って？──それに、なんで、蘇王がそんなことを知っているわけ？」

「だから、噂というのは、広がるのが速いと言っただろう」

　諭さとすように同じことを繰り返した蘇王が、「お前が」と真人の鼻の頭をさして説明する。

「昨日の夜、風呂場で今井さんとイチャついていたという話は、居残り組の間では、もう周知の事実になっている。──いや、居残り組どころか、下手をしたら、このネット時代、スイスにいる藤代さんの耳にも届いているかもしれない」

「げ」

　思わずうめいた真人が、バカバカしそうに繰り返す。

「にしても、イチャついてたって──」

　あの緊きん張ちよう感かんに満ち満ちた場面が、そんな間の抜ぬけたことに見えるとは、よっぽどオメデタイ人間だ。

　蘇王が言う。

「まあ、さすがに、僕も噂を鵜う吞のみにするつもりはないけど、今井さんと、そんな場所でなにをしていたかは、気になる」

　真人が、短く答えた。

「話していたんだよ」

「なにを？」

「……美水大社奥宮のこと」

「奥宮？」

　意外そうに繰り返した蘇王に、真人が「うん」とうなずいて続けた。

「今井さん、ミナカタが授さずかったとされる神宝に興味があるみたいだった」

「なんだ、それ」

「わからないけど、『神使い』のことも訊きかれたし」

「『神使い』って──」

　蘇王が、スッと目を細めて真人を見る。

「……それで、お前は、なんて答えたんだ？」

「えっと」

　バツの悪い顔になった真人は、それでも、正直に答えた。

「否定できなかったから、ミナカタの神が『神使い』であったというのは、蘇王から教えてもらって知っていると答えた。──でも、それだけ」

　実際は、それ以上話を続ける雰ふん囲い気きではなくなっただけなのだが、そこは省略する。

「『神使い』か」

　蘇王が、もの思わしげに考え込む。

「今井さんは、なにをどこまで知っているのか……」

　正直、今井が守谷の仲間とは考えにくい。

　だが、少なくとも、守谷がやろうとしていることは知っていそうだし、なんらかの関かかわりがあるのは、たしかだろう。

　だが、いったい、どういう立場にあるのか。

　真人と蘇王の間に、さっきとは違ちがう沈黙が流れた。

　と、その時。

　ザザザザザッと。

　彼らの頭上で、木々が大きくざわついた。

　まるで、なにかが枝の間を移動したような音である。

　ハッとして身構えながら、二人が同時に顔をあげる。

「なんだ？」

「────？」

　だが、いくら待ってもその音は二度と聞こえず、代わりに蟬せみ時雨しぐれだけが降りそそぐ。

　一いつ瞬しゆんの異変。

「……いったい、なんだったんだ？」

　いぶかしげにつぶやいた真人に対し、杉すぎ木こ立だちを見つめたまま、蘇王が慎しん重ちように答える。

「──そういえば、この奥の杉すぎ林ばやしには龍りゆうがいるという言い伝えがあるんだったな」

　それは、神社のパンフレットにも載のっているし、先ほど聞いた禰宜の話の中にも出てきた。

　だが、ただの伝説と思って聞き流していた真人は、首をかしげて、ふたたび頭上を見あげる。

「龍……？」

　空の高みへとまっすぐのびる杉林は、見ていると平へい衡こう感かん覚かくが奪うばわれ、眩げん惑わくされそうになる。

　そのどこかに、本当に龍が隠れているというのだろうか──？

　ややあって、顔を戻もどした真人が言う。

「……見えない」

「だろうな」

　同意した蘇王が、続ける。

　今の一幕のせいで、今井のことは、ひとまず置いておくことにしたらしい。

「それに、僕たちの場合、龍よりカグツチだろう。欠けた魂たましいというなら、それは『飛び去った』と伝えられている破は片へんのことをさしているのかもしれない」

「だね」

「幸い、禰宜の話では、同じ宮崎県内に、飛び去った大岩の破片が落ちたといわれている神社があるようだから、これから行ってみよう」

「これから!?」

「ああ」

　なんでもないことのようにうなずいた蘇王が、顎で古びた神門のほうをさし、命令口調で告げる。

「ということで、先に車に戻っていろ。僕は、禰宜に挨あい拶さつしてくる」

　言うなり踵きびすを返して社しや殿でんのほうに歩み去る蘇王の背中を見送って、真人は肩かたをすくめた。大分慣れてきたとはいえ、やはり、同い年の人間として、命令されるいわれはないと思ってしまうせいだろう。
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　それでも、言われた通り、来た道を戻り始めた真人は、年代物の神門をくぐって急な石段を下りていく。鬱うつ蒼そうとした木々に囲まれた階段は舗ほ装そうされておらず、ただ岩を積み上げただけの石段だ。

　おかげで上り下りするのも一苦労である。

　神社のパンフレットには、この石段は鬼おにが一夜にして作ったとあったが、まさに「オニのような階段」と言えよう。

　足元に気をつけながら下りていく真人の頭上で、再び枝がきしむ音がした。

　ザザザザ。

　足を止めた真人が木立を見あげると、その音もピタリとやむ。

（……なんだ？）

　不思議に思いつつ、ふたたび歩き出した真人の頭上で、また音がした。

　ザザ。

　ザザザザザ。

　あたかも、真人の動きに合わせて、なにかが木の上を移動しているような音。

　不気味といえば不気味であるが、不思議と嫌いやな感じはしない。

　ただ、その気配に気を取られていた真人は、最後の数段を踏ふみはずし、「わわっ」と叫さけびながら階段を落下してしまう。

「わ～っ！」

　最終的に尻しりもちをついた真人が、「イテテ」と言いながら顔をあげると、目の前に、鳥居があって、その奥に、ひときわ大きな木が立っていた。

　県の巨きよ木ぼく百選に指定されている大クスノキだ。

　樹じゆ齢れい千年を超こすというクスノキの根元には注連しめ縄なわが張られ、地面からグッと盛りあがった根っこが洞うろを作っている。

　神社のパンフレットによれば、その根の洞をくぐることで、安産などのご利益があるらしい。

　鳥居の前で立ちあがった真人は、改めてクスノキを見あげる。

　神籬ひもろぎというに相応ふさわしいたたずまいだ。

　その神気に圧あつ倒とうされながら真人がクスノキを見つめていると、またもや頭上でザザザザザッと音がして、スッとなにかがクスノキに飛び移った。

　黒い影かげがササッと動いて、真人のほうに近づいてくる。

　しかも、一つだけじゃない。

　二つ、三つ。

（なんだ、なんだ？）

　真人が見つめているうちにも、その中の一つが注連縄のところまでサササと降りてきて、ピタリととまる。そこから、真人のことをジッと見つめ返してきた。

　それは、どこからどう見ても、猿さるだった。

　灰色がかった薄うす茶ちや色いろの毛をした猿。

（猿……？）

　猿を間近に見たことがない真人は、驚おどろいた。

（こんなところに、野生の猿がいるなんて──）

　だが、これだけ奥深い山が背後にあれば、猿の一匹ぴきや二匹ひきくらい、裾すそ野のにいたとしても不思議ではないのだろう。

　真人が、なおも猿のことをもの珍めずらしげに眺ながめていると、いつの間にか、鳥居に飛び移っていた別の猿が、スルスルと柱伝いに降りてきて、真人の背中に飛び乗った。

「んぎゃあっ！」

　いきなり背中に重みを感じてびっくりする真人を余所よそに、猿は真人の身体からだを伝って降りてくると、上着のポケットからはみ出していた紐ひものようなものを引っぱって、「くるのまがり」を取りあげてしまう。

「あ、待て！　こら！」

　気づいた真人がつかまえようとするが、猿は、サッと身をかわして飛びおりると、そのままクスノキの洞をくぐり抜ぬけて行ってしまった。

「バカ。猿。返せ。それは、俺のもんだっつうの！」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせながら、あとを追い、真人も洞をくぐり抜ける。

　洞の向こう側は、ただ雑木林が広がるだけの行き止まりで、木の両側に作られた細い道を通って、鳥居の前に戻れるようになっている。

　だが、「くるのまがり」を手にした猿は、つかまえようと伸のばされた真人の手を逃のがれると、その細い道を戻らず、クスノキを駆かけあがっていく。

　その動きの速いこと──。

「ウソだろう!?」

　追いかけようにも、猿と違ちがって、真人は木登りなどできない。

　仕方なく、根元のところでピョンピョンと飛びあがりながら、猿に向かって文句を言う。

「おい、返せって。それは、大事なものなんだよ。こら！」

　だが、猿は、真人のことを面おも白しろがるように近くまで降りてきて、「くるのまがり」で遊びだす。

「あ、バカ。ダメだって。それでもいちおう『神宝』なんだぞ！　お前が、勝手に遊んでいいもんじゃない！──というより、そいつが機き嫌げんを損そこねて、どっかに飛んで行ったりしたら、それこそ大変なんだから。──あ、止やめろ、解ほどくな！」

　だが、真人の言うことをまったく聞いていないかのように、「くるのまがり」に巻きついた紐のようなものを解いていた猿は、途と中ちゆうで飽あきたらしく、ふいに、ポ～ンと「くるのまがり」を投げてしまう。

「だああああああっ！」

　慌あわてた真人が、「くるのまがり」を受け止めようと、両手を開いて上を見あげる。

　だが──。

　落ちてくるはずの「くるのまがり」は落ちて来ず、代わりに重力に逆らうようにその場でブルブルッと打ち震ふるえると、空中で高速回転しながら、自分をグルグル巻きにしている紐のようなものを解き始めた。

「え、ウソだ！　それは、勘かん弁べんしてくれ！」

　目をみひらいて嘆たん願がんする真人の前に、紐のようなものがヒラヒラと空むなしく落ちてくる。

　しかし、真人には、それを拾いあげるだけの余よ裕ゆうがない。

　彼の見ている前で、拘こう束そくするもののなくなった「くるのまがり」が、嬉うれしそうに色々な色に光りながら、空中でクルクルと回り出した。

　右に一回。

　左に二回。

　右、左、右。

（……これって）

　真人が思ううちにも、さらにクルクルとまわり、やがて──。

　ガチャッ。

　どこかで、鍵かぎのあくような音がした。

　同時に、目の前がまばゆい光に包まれる。

　とっさに両手をあげて顔をかばった真人が、ややあって指の間から覗のぞくと、さっきまで向こう側に鳥居などが見えていた洞の中が、真っ白い光に包まれているのが見えた。

　思わず、真人が声をあげる。

「──え、なにこれ？」
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　一方。

　禰宜への挨あい拶さつを終え、駐ちゆう車しや場まで戻もどってきた蘇王は、車のそばに立って彼を迎むかえた運転手に向かってたずねた。

「真人は？」

　運転手が、恭うやうやしく答える。

「まだ、お戻りではありませんが、ご一いつ緒しよだったのでは？」

「いや」

　そこで、呆あきれたようにため息をついた蘇王が、背後を振ふり仰あおぎながら、スマートフォンを取りだす。

　いったい、どこで道草を食っているのか。

　まさか、この距きよ離りで迷子ということもあるまい。

　だが、かけた電話はつながらなかった。

　空しく返ってきた電子的な声は、電源が切られているか、電話の相手が電波の届かないところにいると告げていた。

　小さく舌打ちした蘇王が、スマートフォンをしまいながら歩き出す。

「──ったく。なにやってんだ」

　鬼おにが作ったという石段の前まで戻ってきた蘇王は、そこで立ち止まり、あたりを見まわす。本ほん殿でんに挨拶に行く際、のほほんとした従兄弟いとこが石段を下りていく後ろ姿は確かく認にんしたので、上に残っているということはないだろう。

　だとしたら、いるのはこのあたりのはずだ。

「真人！」

　呼びかけてみるが、返事はない。

　念のため、もう一度電話をかけるが、結果は同じでつながらない。

　本当に、どこに行ってしまったのか。

　人ひと気けがなく、茫ぼう漠ばくとした空間に佇たたずんでいると、それまでの怒いかりが消え失せ、代わりに言いようのない不安が押し寄せてきた。

　気づけば、姿だけでなく、気配までが消え失うせている。

「真人！」

　先ほどより大きな声で、蘇王が名前を呼ぶ。

「真人！　どこだ！　返事をしろ！」

　すると──。

　それに答えるように、すぐそばで「キッキ」という動物の鳴き声がした。

　振り返った蘇王が見たのは、鳥居の下にうずくまる二匹の猿さるの姿だ。

　鳥居の奥には、巨きよ大だいなクスノキ。

　クスノキに対比するせいか、やけに小さく見える猿たちは、背中を丸めて向かい合い、なにか紐ひものようなものをもてあそんでいる。

　蘇王が近づいていっても、二匹の猿は逃にげず、相変わらず、紐のようなもので遊び続ける。

　よく見ると、二匹は、ただ闇やみ雲くもに紐のようなものを引っぱっているわけではなく、片方の猿が手にしたものに、別の猿が、紐のようなものを巻きつけているようだった。

　ミイラのように紐のようなものでグルグル巻きにされつつある物体。

　腰こしをかがめて手をのばした蘇王が、猿たちから、その物体を取りあげる。

　不思議と、猿たちは抵てい抗こうしなかった。あっさりと、蘇王にそれを渡わたし、様子をうかがうように下からジッと見あげてくる。

　それは、奇き妙みような形をした石だった。

　卍まんじを二つ重ねたような恰かつ好こうで、真ん中に白い石がついているのが、グルグル巻きにされた下から半分ほどのぞいていたために、わかる。

　しばらく眺ながめていた蘇王は、形状から推測し、それがなんであるかを確信した。

（「くるのまがり」──）

　以前、グルグル巻きにされた状態で見せられた時は、どう見ても、ただのガラクタにしか思えなかったが、今、紐のようなものの下からのぞく姿は、なんとも神こう々ごうしい。「神鎮めの神官」として、多少の霊れい能のう力を持つ蘇王の目には、それがとてつもないエネルギーを孕はらんだものであるのがわかった。

（これが、『くるのまがり』の真の姿か……）

「神使い」を「神使い」たらしめるために必要な神宝。──言い換かえれば、「神使い」である真人に帰属すべきものである。

　それだというのに、なにゆえ、猿たちが持っていたのか。

　手にしたものを見おろして考え込んでいた蘇王が、ふと目の前のクスノキを見あげた。

（これを、猿たちが持っていたことの意味──）

　その時、鳥居のそばにたたずむ蘇王の足元から二匹ひきの猿が走り出し、素す早ばやい動きでクスノキにのぼって行った。

　キキッ。

　キーッ。

　静けさの中、その鳴き声があたりに響ひびきわたる。

（猿ね……）

　蘇王は、もの思わしげに思う。

　猿は、神話上、境界線上に立つものだ。

　その猿が、神域との境界線である鳥居の下で、「神使い」の持ち物である「くるのまがり」で遊んでいたという事実は、とりもなおさず、真人がふっつりと姿を消してしまったことの理由を示しているのではないだろうか。

　つまり──。

（真人は、境界線を越こえたのか？）

　その場合、それが吉きちなのか、凶きようなのか。

　一つ言えるのは、清められた神域に、よこしまなものが侵しん入にゆうした気配はなく、すぐさま、真人に危険が及およぶことはなさそうだということだ。

　もっとも、そうだとしても、いなくなってしまった以上、心配なことに変わりはない。

（まったく、ちょっと目を離はなすと、これだ）

　従兄弟ののほほんとした顔を思い浮うかべながら、蘇王は唇くちびるをギュッとかむ。ややあって、かみしめた唇の間からもれたのは──。

「……いっそ、首に縄なわでもつけるか」

　後こう悔かいのにじんだ物ぶつ騒そうなつぶやきだった。

　と、その時。

　胸ポケットでスマートフォンが鳴り出したので、蘇王はひとまず電話に出る。

　その際。

「真人？」

　とっさに求める相手の名前を口にするが、残念ながら違ちがった。

『蘇王様』

　応じたのは、美水大社の神官の一人だ。

　相手は、自分の用件を切り出す前に、いぶかしげな声で続けた。

『真人様でなくて、申し訳ありません。……もしや、真人様になにか？』

「いなくなりました」

『それは──』

　考えるような間を置いた相手が、訊きく。

『はぐれてしまわれたということでしょうか？』

　とたん、蘇王が苦く笑しようする。

「ある意味、そうともいえます」

『どちらで？』

「神社の境けい内だい」

　今度は、相手のほうが苦笑でもしているかのように息をもらした。

『……なるほど。神社の境内ですか。本当に、どちらにもいらっしゃらないのですか？』

「いないどころか、気配もしません」

『それは、少々気になりますね』

　相手も、わずかに緊きん迫ぱくした声こわ音ねで、『いかがいたしますか？』とたずねた。

　しばし考え込んだ蘇王が、決断する。

「ひとまず、禰宜に事情を話し、場合によっては、地元の警察に届けを出します」

『そうですね。それがいいでしょう』

　話がすんだところで、蘇王が訊く。

「それはそうと、そちらの用件は？」

『それが──』

　重々しく間を置いた相手が、そのままの口調で告げる。

『昨夜、奥宮に侵入者がありました』

「侵入者？──奥宮に？」

　眉まゆをひそめた蘇王が、続ける。

「いったい、なんのために？」

　国宝級の美術品が収められている宝ほう物もつ殿でんや本ほん殿でんと違い、奥宮は、清せい浄じようさを保つためにあるような場所で、盗とられるようなものはなにも置いていない。

　よりにもよって、そんな場所に侵入するとは、随ずい分ぶんと間ま抜ぬけな泥どろ棒ぼうもいたものである。

　相手も、戸と惑まどった様子で応じた。

『なんのためかはわかりませんが、どうやら、なにかを探していた模様です』

「探す？」

　ますます、訳がわからない。

『はい。あちこち、荒あらされていまして、今、警察が来て、現場検証を行っていますが、一番の問題は、封ふう印いんが解かれたことでしょう。おかげで、宮全体がかなりの邪じや気きに冒おかされてしまい、片づけをしていた若い神官が一人、気の障さわりを起こして、病院に運ばれました』

「つまり、あの部屋に人が押し入ったということですね？」

『そうです。それで、大おお祝はふりが、蘇王様にも至急お戻もどりいただくようにと──』

「なるほど。……にしても、奥宮にねえ」

　なにか思うところがあるような様子で、蘇王がつぶやく。

　あるいは、その明めい晰せきな頭脳には、つい先ほど、従兄弟いとこと話したことが浮かんでいたのかもしれない。

　なんといっても、真人は、昨晩、今井と、まさに奥宮の話をしている。その際、奥宮にある神宝がどうとか言っていたことを思うと、それが、この件と関係ないとは、むしろ考えにくいだろう。

「──まったく。なにが、どうなっているのやら」

　しかも、肝かん心じんの真人は行ゆく方え不明ときている。

　スマートフォンを耳に当てながら、もう一度目の前のクスノキを見あげた蘇王が、なにかを断たち切るようにクスノキに背を向けると、電話の相手に向かって了りよう承しようした。

「わかりました。すぐに戻ると、父に伝えてください。──その代わり、こちらにだれか、警察と交こう渉しようのできる人間を寄よ越こしていただけませんか。さすがに、真人の捜そう索さくを他人ひと任まかせにはしておけませんので」

『承知しました。至急、手配します』

　そこで、電話を切った蘇王はスマートフォンをしまうと、手にした「くるのまがり」をギュッと握にぎりしめながら、駐ちゆう車しや場に向かって歩き出した。
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　美水大社に戻って来た蘇王は、奥宮の社しや殿でんに足を踏ふみ入れながら、うっとうしそうに顔をしかめた。

　電話で聞いていた通り、たしかに、この場には汚けがらわしい気が充じゆう満まんしている。

　これなら、修しゆ行ぎようの浅い神官が、気分を害しても仕方ないだろう。

　美水大社は、日本一の透とう明めい度を誇ほこる湖のほとりに、本ほん宮ぐうと奥宮、春しゆん社しやと秋しゆう社しやの四つが散らばって建つ。

　その中でも、市街地に近い場所にある本宮は、参道に店が並び、全国各地から参拝者が訪おとずれる有名な観光地となっていて、年間を通じてにぎわいをみせている。主祭神は湖そのものということで、ご神体は持っていないが、代わりに、湖中に建つ巨きよ大だいな鳥居からまっすぐ参道が延び、神がいつでも行き来できるようになっていた。

　また、水方一族の祖であるミナカタの神とその配はい偶ぐう神を祀まつる春社と秋社も、縁えん結むすびのパワースポットとして、近年人気を呼び、訪れる人も増えてきている。こちらは、ご神体があり、春から夏は春社に、秋から冬は秋社に移されるのだが、たまに、春に、神のいない秋社に願がん掛かけをしにくる参拝者もいるようだった。

　それらに対し、奥宮は、湖からはなれた山の中にひっそりとたたずんでいて、参拝に訪れる人間はめったにない。たまに、パワースポットが大好きな人間が、マイカーを駆かってやってくることもあるが、参拝者のための駐車場はなく、お御み籤くじやお守りの類たぐいも一いつ切さい置いていない。

　奥宮は、参拝者のためというより、美水大社全体の浄じよう化かのためにある場所で、裏を返せば、美水大社の繁はん栄えいを支えているといって差し支つかえないだろう。

　その奥宮が、穢けがされた。

　しかも、原因は、奥宮自体にある。

　美水大社は創建が古く、必ずしもはっきりしたことはいえないが、由来書によれば、本宮を含ふくめた四つの社殿の中で、奥宮の建こん立りゆうが最も早いとされている。

　というのも、ミナカタの神が地ち祇ぎに列せられる以前、この場所には古い神が祀られていたと言われていて、その力を封ふうじるために建てられたのが、奥宮だからだ。

　そのため、奥宮の祭さい壇だんの裏側には、封じられた部屋へと続く扉とびらが隠かくされていた。

　宮崎から直行したため、普ふ段だん着ぎのまま入って来た蘇王の姿に気づき、年配の神官が厳しい表情で近寄ってくる。

「蘇王様」

「状じよう況きようは？」

「すべて、そのままにしてあります。封印したくても、私わたくしどもでは、どうにもなりませんので」

　話しながら、その神官に先導され、蘇王は祭壇の裏にまわりこむ。

　横目で見た祭壇の上は、すでにきれいに片づけられていて、いつもより殺風景だ。邪気の元を断ってしまわないと、新たに捧ささげものをしても意味がないからだろう。

　問題の扉は、床ゆかの上にあった。

　ふだんは敷しき物もので隠されていて見えないが、本来、その扉には、神しん呪じゆによる厳重な封印がほどこされている。

　だが、蘇王が目にしたのは、敷物がはがされ、千切られた封印がぶらさがる扉と、地下へと下りる階段がのぞくぽっかりとした空間だった。しかも、今は、階段がカンテラで照らされているため明るいが、当然、通常は真っ暗で、一段目もほとんど見えないはずである。

　階段に目をやった蘇王が、訊く。

「下に、だれかやりましたか？」

「いえ。大祝の指示で、だれも入れるなと──。それに、正直、私どもも、長居をしたい場所ではありませんし」

「たしかに」

　うなずいた蘇王が、神官の手から大おお幣ぬさを受けとって、階段に足を踏み入れる。

　その背に向かい、神官が申し出た。

「私も、お供します」

「いえ。一人のほうがいいと思います」

「ですが……」

　ためらう年配の男に向かい、蘇王が安心させるように言う。

「心配せずとも、僕にとって、この程度の邪気は序の口です」

「もちろん、それはわかっておりますが、ただ、色々と情報を集めた結果、少々気になることがありまして」

　その言葉に足を止めた蘇王が、階段を二段ほど下りたところでふり返る。

「気になること？」

「はい。周辺に設置した防犯カメラの映像を確かく認にんしたところ、ここへの侵しん入にゆう者は、最初は二人だったようなのですが、出てきたのは一人なんです」

「一人？」

　首をかしげた蘇王が、確認する。

「それは、バラバラに出たということではなく？」

「はい。すべての防犯カメラの映像を確認しましたが、出て行ったのは一人でした」

「それは、たしかに変ですね。封じられた部屋が、こうしてオープンになっている今、奥宮に人が隠れられるような場所はないはずなのに……」

「おっしゃる通りです。それで、私どもも不思議に思っていましたところ、若い神官が、防犯カメラに映らない道が、どこかにあるのではないかと言い出しまして」

　蘇王が、いかがわしそうに眉まゆをひそめる。

「カメラに映らないって、そんな道はなかったと思いますが……」

「私も、そう認識しておりました。──少なくとも、地上には」

　その言い方に引っ掛かかりを覚えた蘇王が、「地上には？」と繰くり返し、年配の神官の顔を見つめる。

「それは、どういう意味ですか？」

「いえ。じつは、ほかに道があるのではないかと示し唆さされて、ちょっと思い出したことがありまして」

「思い出したこと？」

「はい」

　深くうなずいた神官が、重々しく告げる。

「奥宮が──正確には、奥宮が封ふう印いんしている部屋が、実は深社口岩に通じているという噂うわさです」

　蘇王が、驚おどろいたように漆しつ黒こくの瞳ひとみを見ひらく。

「そんな噂が？」

「あるというより、あったというべきでしょう。かなり昔のことで、今で言う『都市伝説』のようなものですが、明治時代、例の巫女みこが、封印を破ってこの部屋に入り、あの忌いまわしき書──『秘神礼賛之書』を書きあげたことを受け、一部の神官や氏子の間で、そのような怪かい異いな噂が持ちあがったと、先代の大おお祝はふりから聞いたことがあります」

「……なるほど。その頃ころの噂うわさ話ばなしですか」

「はい。──それでなくとも、思わぬところに、曲くせ者ものが隠れているかもしれませんので、用心するに越こしたことはありません」

　懸け念ねんを口にする年配の神官に向かい、「わかりました。気をつけます」と言い置いて、蘇王は一人、封印されていた部屋へとおりて行った。

　その場所は、部屋というより、岩屋だ。岩がん盤ばんをくり抜ぬいてできていて、天てん井じようや壁かべは、岩いわ肌はだがむきだしになっている。

　ひんやりとした空間の真ん中には、長方形の黒い岩が置いてあり、他ほかは一切なにもない。おそらく、その長方形の黒い岩がなんらかの信しん仰こうの対象となっていたか、でなければ、祭壇として使われていたのだろう。

　岩屋の中は、なんともいえないどんよりとした気が充じゆう満まんしている。

　そして、なぜか、そこにいるだけで、肩かたが重くなり、頭痛を誘ゆう発はつする。

　蘇王は、その場しのぎに過ぎないとわかっていても、ひとまず、手にした大幣をサッと振ふり、口中で素す早ばやく神呪をとなえた。

「神しん火か清せい明めい、神しん水すい清明、神しん風ぷう清明」

　とたん、グラグラッと。

　足元が揺ゆれる。

　まるで、獣けものが毛を逆さか撫なでされたことを疎うとんで、身み動じろぎしたようだ。

　その場で足を踏ふん張った蘇王が、口元を歪ゆがめてつぶやく。

「──どうやら、お気に召めさなかったらしい」

　少しだけ清せい涼りよう感かんの増した岩屋の中を、蘇王はゆっくりと歩く。

　ここに足を踏み入れるのは、初めてだった。

　先ほども話にあがったように、明治時代、禁を破って巫女が侵入し、「秘神礼賛之書」を書きあげて以来、ここは封じられたままとなっていたからだ。

　蘇王の役目は、古くなった封印を張り替かえ、その都度、浄化の儀ぎ式しきを行うことだった。

　興味ぶかそうに長方形の黒い岩のまわりを歩いていた蘇王は、立ち止まり、その表面に触さわってみる。

　万が一、人が隠かくれているとしたら、この中である可能性が高い。なんといっても、中が空くう洞どうになっていれば、大きさといい、高さといい、身を潜ひそませるのに好都合だからだ。

　案の定、長方形の黒い岩の側面からは、かすかに風を感じることができた。空気の流れがあるとすれば、中は空洞のはずだ。

　蘇王は、大幣を岩の上に置き、慎しん重ちように側面を押してみる。

　岩は、びくともしなかった。

　だが、手の位置をずらしながら何度も何度も押していくうち、側面の一部に彫ちよう刻こくがあるのに気づく。

（──なんだ？）

　一度、岩のそばを離はなれた蘇王が、カンテラを手に戻もどってきて、それを側面に近づける。

　円いカンテラの明かりに照らされ、浮うかびあがったもの──。

　それは、トカゲのような爬は虫ちゆう類るいを象かたどった彫刻だった。

　その下には、炎ほのおのようなものも彫ほられている。

　おそらく、岩屋の暗さと長方形の岩の黒さで、今の今まで、だれも、ここにこのような彫刻があることに気づかなかったのだろう。

　そうでなければ、なにかしらの情報が、美水大社の記録に残されているはずだからだ。

　いったい、この彫刻の意味はなんなのか。

　よくよく眺ながめていた蘇王は、その彫刻のまわりに四角く筋があるのを認め、ふと思い立ってその彫刻の部分を上から力ちから一いつ杯ぱい、押してみた。

　思った通り、その部分はまわりから切り離されているらしく、ズズッと音を立てて奥へと引っ込む。

　すると──。

　岩屋のどこかでなにかが動くような音がして、ゆっくりと長方形の岩が動きだした。

　驚いたことに、動いたあとの床ゆかには、まるで深しん淵えんへと続くような真っ黒い裂さけ目がぽっかりと口をあけていた。

　しかも、すき間ができたとたん、そこから吹ふき上がる毒々しい気が、突とつ如じよ、蘇王を襲おそった。

　ブワッと。

　黒い霧きりのようなものが、蘇王の身体からだを包み込む。

　とっさに、大おお幣ぬさを取ろうと岩の上に手をのばした蘇王だったが、そのまま、長方形の黒い岩の上に倒たおれ込み、気を失ってしまう。

　その衝しよう撃げきで、服のポケットからスルリとなにかが落ちた。

　ポケットにひっかかった紐ひものようなもの。

　それにグルグル巻きにされていたものが、落ちながら拘こう束そくから解放され、そのまま裂け目の中へと飲みこまれていく。

　どこまでも。

　かぎりなく──。

　やがて、闇やみの底でなにかが光った。

　ホワン。

　ホワン。

　それは、色々な色に光りながらこちらに向かってのぼってくるようだったが、それが地上に辿たどりつく前に、ふたたび、ズズッと音を立てて動いた長方形の黒い岩が、深淵への裂け目をふさいでしまった。

　どうやら、岩の中にしかけがあり、一定の時間で閉じるようになっているらしい。

　長方形の黒い岩が元の位置に戻り、彫刻を施ほどこされた部分も前と同じように、側面の一部と化した。

　そこにいたる途と中ちゆう、岩の動きに合わせ、蘇王の身体が横にずり落ちる。

　ドサッと。

　鈍にぶい音があたりに響ひびいた。

　そして、すべてが元通りになった岩屋の静けさの中、気を失ったままの蘇王の身体が、ピクリともせずに横たわる。

　三十分後──。

　蘇王は、彼の名を呼ぶ声で、目が覚めた。

「……おう様」

「蘇王様！」

　意識を取り戻した蘇王は、記き憶おくがあやふやなまま、身体を支えてくれている手を押しのけるようにして起きあがる。

　一いつ瞬しゆん、頭がクラリとして目め頭がしらを押さえるが、すぐに治まり、状じよう況きようを把は握あくするために尋たずねた。

「──なにが？」

　起きたのか。

　心配そうにしている神官が、首をふって答えた。

「私どもにも、わかりません。時間が経たってもあがっていらっしゃらなかったので、様子を見に来たら、こちらに倒れておられました。──蘇王様こそ、なにがあったのか、覚えていらっしゃらないのですか？」

　そこで、蘇王は自分のまわりを見まわす。

　長方形の黒い岩に目をとめたところで、ハッとしたように言う。

「なにか、動かしたりは？」

　それに対し、数人の神官が目を見かわして首をふり合い、そのうちの一人が答えた。

「してません。──とにかく、私どもは下りてきたばかりで、蘇王様のお姿しか目に入りませんでしたが、たぶん、変わったことはなかったかと……」

「……そうですか」

　蘇王は、自分が意識を失う寸前、この長方形の黒い岩が動いて、その下に裂け目があるのを見た。

　そこから、吹き上がってきた毒々しい気──。

　それに当てられた瞬しゆん間かん、彼は意識を失った。

　だが、今、それらは、なにごともなかったかのように、きれいに元通りになっている。

　たしかなのは、床に置かれたカンテラに照らされた側面には、例のトカゲのような爬虫類の彫刻があるのが、はっきりと見て取れることだった。

　あれは、間ま違ちがいなく、夢などではなかったのだろう。

　それでも、なにもわからないまま同じことをするのは危険だと判断した蘇王は、スッと立ちあがり、心配そうにこちらの様子を窺うかがっている神官たちに告げる。

「とりあえず、封ふう印いんを──。清めの儀式の準備は？」

「できております。あとは、蘇王様の禊みそぎだけです。──上に、儀式用の装しよう束ぞくも一式用意してありますので、すぐにでも取りかかれます」

　そこで、彼らは、蘇王を先頭に、岩屋を出て行った。
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　結局、蘇王は、夏休みの後半を、ほとんど学校に戻ることなく過ごした。

　実家の書庫で調べたいことがあったからだが、司書に協力してもらい、古い文ぶん献けんを片かた端はしから当たってみたものの、蘇王が岩屋の中で見たトカゲのような爬虫類の紋もん様ようのことは、なにもわからずに終わる。

　真人の行ゆく方えもようとして知れず、なんの収しゆう穫かくもないまま、ついに、夏休み最終日を迎むかえた。

　この日は、各地の実家から戻ってきた寮りよう生せいたちと、他寮から来ていた居残り組が入り乱れて部屋の移動を行うため、寮エリアはかなり騒そう々ぞうしくなる。

　幸い、蘇王は自分の部屋に居残っていたので、荷物を動かす必要はなく、寮内が落ち着く夕方近くに戻った。

　蜩ひぐらしの鳴く夏の夕暮れ時。

　移動のピークが過ぎ、なんとか静けさを取り戻したヴィーナス寮に足を踏ふみ入れると、あちこちから蘇王に声がかけられる。

「あ、水方。久しぶり」

「元気だった？」

「水方さん、お久しぶりです」

　それらに短く返事をしながら歩いていた蘇王は、真人を介かいして親しくなりつつある速はや水み達たつ郎ろうと坂さか下した大だい地ちの顔を見つけ、声をかけた。

「速水、坂下」

「お～、水方。元気だったか？」

「このクソ暑さの中、相変わらずすっきりしているなあ」

　蘇王が、涼すずしげに答える。

「坂下は、黒さが増したな」

「わかる？」

「ああ」

「まあ、ずっとハワイの別べつ荘そうにいたからね」

　いつもより浅黒い顔で笑った坂下が、キョロキョロしながら訊きく。

「それはそうと、玉司は？──休みの途中で寮を離はなれて水方家に移ったって聞いたんだけど、一いつ緒しよじゃないんだ？」

「……」

　返事をためらった蘇王に対し、横から速水が「そのことについて」と口をはさんだ。

　学内でも一、二を争うほど情報通で知られる彼は、名前をもじって「速そく達たっちゃん」と呼ばれているが、どうやら、戻もどる早々、余人の知らない情報を仕入れていたようだ。

「俺、ヤバそうな話を聞いたんだけど」

「ヤバそう？」

　隣となりで訊き返した坂下ではなく、黙だまっている蘇王を見ながら速水は続ける。

「水方の実家にいるっていう玉司が、実は、行方不明になっているって」

「え？」

　坂下が驚おどろいて、速水につめ寄る。

「なんだよ、それ」

「だから、あくまでも噂うわさだって。……たぶん、なんの説明もなく水方家に移ったことで、誰だれかがいたずらで言い出したことなんだろうけど」

　そこまで説明した速水が、蘇王に向かって確かく認にんする。

「──そうだろう、水方？」

　だが、それに答える前に、誰かが蘇王を呼んだ。

「蘇王」

　三人が振ふり返った先に、ヴィーナス寮の寮りよう長ちようである藤代公彦の姿があった。スイスから戻ったばかりの藤代は、外国人のように指先で蘇王を招くと、クルリと踵きびすを返しながら続ける。

「話がある。ちょっと僕の部屋に来てくれないか」

　どこか緊きん迫ぱく感かんを秘ひめた呼び出しに、その場にいた生徒たちの間にざわめきが広がる。

　寮長の藤代と寮長補ほ佐さの蘇王の親密さは、寮生のだれもが認めるものであるため、説教が始まる前ぶれのような言い方が、異様に映ったのだろう。

　蘇王が、ため息をついて応じる。

「わかりました」

　それから、仲間たちに「悪いな」と断って歩き出す。

　蘇王にしても、藤代の態度に、いつもと違ちがうものを感じ取っている。それでなくとも、わざわざ部屋に呼びつけるくらいだから、よっぽど人に聞かれたくない話なのだろう。

　藤代の部屋は、蘇王の部屋に劣おとらず整然としていた。そのきれいさは、とても十代の男子が暮らす部屋とは思えない。

　ただ、その広さは、蘇王の部屋の倍くらいはありそうだ。

　真ん中に大きなソファーセットがあって、五人くらいはゆうに座れる。なぜそんな贅ぜい沢たくなものが置かれているのかといえば、寮の運営のことで密ひそかに会合を持ちたい時など、監かん督とく生が集合する場となるからだ。

　そんな豪ごう奢しやなソファーに座り、相変わらずなにを考えているかわからないお公く家げ顔で蘇王を迎えた藤代が、開口一番、切り込んだ。

「どうやら、君にしては失態だったようだね。蘇王」

「……なんのことでしょう？」

「とぼける必要はない。真人のことは聞いている」

　蘇王が、小さく天をあおいだ。

「毎度のことながら、情報が届くのが早いですね」

「当然だよ。今日の夕食の席で他ほかの寮生たちにも知らされることだし、捜そう索さくのほうに、あまり進展がないらしいこともわかっている。──それで、いちおう、僕のほうでも、警察庁の知り合いに頼たのんで、宮崎県警に圧力をかけてもらっているところだ」

「警察庁？」

「伯父おじの一人が局長クラスにいて、なにかと便利なんだ」

　藤代家の子息らしいことをのたまった上級生が、細い目をさらに細めて続ける。

「それはそれとして、聞いたところでは、いなくなった時、君も一緒だったそうじゃないか」

「ええ、まあ」

「それが、なんで、こんなことになってしまったんだ？」

　その質問は、警察や真人の両親にさんざん尋たずねられたことだが、残念ながら、蘇王には答えられない。言えることといえば、先に車に戻っているように告げて別れたあとの数分間でいなくなったという事実だけである。

　ただ、誘ゆう拐かいされたにしても、いなくなったのは神社の境けい内だいで、その前の駐ちゆう車しや場には、水方家の運転手がいた。しかも、だだっ広い駐車場の隅すみにポツンと車を停とめて待っていた運転手は、その間、不ふ審しん人物や不審車両を見ていない。

　そのため、警察でも、これが、拉ら致ち監かん禁きんなのか、自発的な失しつ踪そうなのかを判断できずにいる。

　蘇王が答える。

「真人の身になにが起こったかは、正直、わかりませんが、おそらく、彼は、ひょっこり戻ってきますよ。──少なくとも、僕は、そう思っています」

「なぜ、そう言えるのかな？」

「それは、美水大社次期大おお祝はふりとしての勘かん、としか言いようがありませんが」

「勘ねえ」

　いかがわしそうに応じた藤代が、顔をつと横に動かして続ける。

「まあ、僕としても、美水大社次期大祝の勘なるものを信じたいところだけど、君も知っての通り、僕はコテコテの現実主義者なんでね。あくまでも、現実的な側面からものを言わせてもらうと、話は、そんな生易しいものではないかもしれないってことだ」

「現実的な側面ですか？」

「うん」

　苦々しげにうなずいた藤代が、テーブルの上に置いてあった冊子を、ポンと蘇王のほうに放ほうり投げる。糸でくくって製本した青い布表紙の古そうな冊子だ。

　手に取った蘇王が、白く縁ふち取どりのされたタイトルを読みあげる。

「……『古神代記』？」

　それからパラパラと中を見始めた蘇王の手が、ある箇か所しよで止まった。

「深社口岩」

　どうやら、その本は、民みん俗ぞく学的な見地から、日本の古い神話や伝承について書かれた学術書であるようだが、その中に「深社口岩」という項目があった。

　だが、いざ内容を読もうとページをめくったら、違う項目に移ってしまう。

　不思議に思った蘇王は、同じページを何度かめくったり戻したりしたあとで、ページが飛んでいることに気づく。

　深社口岩について書かれたページが、破り取られているのだ。

　顔をあげた蘇王がきく。

「──これは？」

　だが、蘇王のやることを黙って見守っていた藤代は、その質問には答えず、まったく違うことを切り出した。

「一つ、確認しておきたいんだけど、君と真人が、夏休みを、あえてこの学校で過ごすことにしたのは、『秘神礼賛之書』を手に入れた守谷則継の監かん視しと、彼が、秋分の日に、奇き妙みような儀ぎ式しきを執とり行うのを阻そ止しする方法を見つけるためだったのだろう？」

「……まあ、そうですね」

　蘇王が、苦々しげに認める。

　淡たん々たんとした態度でありながら、藤代は色々なことをよく知っている。

　いや、知っているどころか、大事な「秘神礼賛之書」を守谷に渡わたしたのは、他でもないこの藤代であったわけだが、そのことは蒸むし返さずにおく。

　そんな蘇王に、藤代が、やけに物ぶつ騒そうな推測を口にする。

「だとしたら、真人が、そのことで、彼らに拉致監禁されたとは思わないのか？」

「拉致監禁って、守谷にですか？」

「あるいは、守谷を教祖とする宗教団体に」

「宗教団体？」

「そう。──その名も、『巌本神霊教団』」

　蘇王が、眉まゆをひそめる。

「『巌本』って、まさか……」

「その『まさか』だ。──もちろん、君は、明治時代に起こった『巌本教』のことは知っているわけだろう」

「ええ。水方家が、解散に追いやった宗教団体ですから」

「だけど、正直、その実態は、あまり把は握あくできていない？」

　蘇王が、うなずく。

「そう聞いています。解散はさせたものの、残党は散らばって逃にげおおせ、その一部が、帝てい都と東京で別の宗教団体を立ち上げたという話もあるそうです。もっとも、それも、東京が二度目の大戦で灰かい燼じんに帰してしまったため、すべて失われたということですが」

「そのようだな」

　唇くちびるに指を滑すべらせた藤代が、「実は」と続けた。

「その本の中にある『深社口岩』の説明には、『巌本教』がかつて行っていた儀式を参考にして書かれたのではないかと思われる部分があって、どうやら、守谷は、それを元に『巌本神霊教団』の儀式を完成させたようなんだ」

　蘇王が、いぶかしげに上級生を見る。

「なぜ、そんなことがわかるんです？」

　言葉にこそしなかったが、その口ぶりは、このページを破り取ったのは、目の前の藤代自身ではないかと疑うものだった。

　察した藤代が苦く笑しようし、かたわらに置いてあった茶ちや封ぶう筒とうを、蘇王の前に放った。

「これが、『巌本神霊教団』の教団施し設せつで見つかったからだよ」

　手に取った蘇王が中身を見ると、印字された上質な和紙が数枚入っていて、どうやら、それこそが『古神代記』から切り取られた部分であるらしい。

　だが、そうなってくると、蘇王の中には新たな懸け念ねんが生まれてしまう。

　そのことを、蘇王が気がかりそうに尋ねた。

「これを、藤代さんが手に入れられたということは、もしや、あなたも『巌本神霊教団』の信者なんですか？」

「まさか」

　否定した藤代が、皮肉気に口元を歪ゆがめて続ける。

「僕の場合、ちょっと複雑でね。──ただ、今井豊和なら、信者ではないけど、『巌本神霊教団』の後こう援えん者だ」

「今井さんの父親が？」

　それは、初耳である。

　もっとも、そうであれば、守谷と今井のつながりも理解できた。

　両手を胸の前で合わせた藤代が、深くうなずいて説明する。

「今井の父親と守谷の父親は、大学時代の友人で、その頃ころから、それなりに親交があったようだね。だから、守谷側の発案で立ちあがったこの学校の建設計画を受け、今井豊和が動いて、遠えん戚せきである大野家に土地を提供させるにいたったんだろう。──ただし」

　そこで人さし指をあげ、藤代が注ちゆう釈しやくをつける。

「これは、あくまでも推測に過ぎないけど、今井側の本当の目的は、『巌本神霊教団』を乗っ取ることにあるのかもしれないと、僕はちょっと思っているんだよ」

「乗っ取る……？」

　蘇王が、秀しゆう麗れいな顔をしかめる。

「それはまた、大だい胆たんな」

　もちろん、蘇王にしたって、今井豊和や息むす子この盛令が、だれかに従うことをよしとする人間だとは思わないが、それでも、教団の乗っ取りなどという話になってくると、少々、飛ひ躍やくがすぎるように思えた。

「ちなみに、その根こん拠きよはなんですか？」

　蘇王の問いかけに、藤代が驚おどろくべき情報を披ひ露ろうする。

「これは、スイスでのパーティーで耳にしたことなんだけど、今井豊和は、二十年ほど前、まだ彼が特派員だった頃に、アラビア半島の砂さ漠ばく地帯で、古い信しん仰こうを持つ遊牧民に拉ら致ちされたことがあるらしいんだ」

「そうなんですか？」

「確かな情報だよ」

　藤代が話を進めるにつけ、しだいに蘇王の目が驚きよう愕がくに見ひらかれていく。

　内容もさることながら、いったい、どんな人脈を持っていれば、弱じやつ冠かん十七歳の青年が、このような情報を入手できるというのだろう。これには、「速達っちゃん」の異名を誇ほこる速水も、舌を巻くに違ちがいない。

　聞き終わった蘇王が、感かん慨がい深げに言った。

「今井さんが、神をおろすための器うつわ──」

「そう。しかも、調べてみたら、『モレの一族』と呼ばれるその部族は、自分たちの信仰のためなら、罪のない人たちを生いけ贄にえにすることも厭いとわない危険な集団であるらしい。そのせいだろうけど、現地の人々の間では、暗殺集団アサシンとの噂うわさもあるくらいだ」

「それは、かなり物騒ですね」

「だろう？」

　応じた藤代が、続ける。

「正直、僕の懸念はそこにある」

「──まさか、真人の失しつ踪そうには、その暗殺集団がかかわっているとでも？」

「その通り。それを読めばわかるが」

　言いながら、藤代は茶封筒を顎あごで示した。

「謎なぞめいた存在であるミシャグチの神は、別名『モレク』と呼ばれていたそうで、そこから『古神代記』の筆者が推測し、『モレク』を祀まつる一族のことを『モレヤ』と呼び、それが転じて『守谷』になったのではないかと言っている。──ただ、この時点での『守谷』は、今の守谷家を指していたわけではなく、あのあたり一帯の谷の名めい称しようとしての『守谷』であるようだけど」

「なるほど」

「さらに、筆者は古今東西の文ぶん献けんをあさり、その『モレク』という神は、本来は『モレ』という名の外来神で、なんらかの手段で海を渡ってやってきたのではないかと述べている」

「外来神ねえ。──当然、運んだのは、その神を信仰する集団で、名前からして、それが『モレの一族』であった可能性も否定できないわけですね？」

　神話時代の神々の対立は、歴史的に見ると、その神を奉ほうじる部族間の争いと捉とらえることができる。これは、日本に限らず、世界に共通する認にん識しきだ。

「そういうこと」

　うなずいた藤代が、「もちろん」と続けた。

「そうであっても、すべては神代の話であり、爪つめ痕あとのようなものは残っていても、連綿と受け継つがれたものはないはずだ」

　藤代の言う通り、もし、そんなものがあれば、日本の神話体系は変わっていたかもしれない。

　むしろ、隔かく絶ぜつしていた記き憶おくを呼び覚ましたのは、美水大社奥宮で封ふうじられた部屋に入り、邪じや気きでおかしくなった巫女みこが自動筆記した『秘神礼賛之書』であるのだろう。

　考え込む蘇王を前に、藤代が付け足す。

「ちなみに、『モレク』というのは、火山神であると同時に戦争の神で、生贄の血を捧ささげた者に勝利と繁はん栄えいをもたらすそうだよ」

「火山神？」

　蘇王が、その言葉に引っ掛かかりを覚える。

　御堂学院のある場所は、周辺に高い山は多いが、火山帯はない。そういう意味では、火山神を祀る一族であれば、霧島あたりに定住したほうがよかったはずだ。

「それは、もしかして、移動の間に、火山神という地位は形けい骸がい化し、血の生贄を好む戦争の神としての側面だけが残されたんですかね」

「かもしれない。逆にいえば、そのことで、ミシャグチの神──もとい『モレク』には、元となった神がいて、火山帯の地域からやってきたことの証左となるわけだ。旧約聖書などを読む限り、アラビア半島の火山帯は、当時、江え戸ど時代の富士山くらいの活動はしていたと推測できる」

「とはいえ、紀元前二千年くらいのことですよね？」

　蘇王の確認に、藤代が「うん」とうなずく。

「ちなみに、日本は、まだ縄じよう文もん時代の真っ只ただ中なかだ。──ま、それはともかく、そんな歴史というか、由来を知った守谷たちが、『モレク』の神を自分たちの信ずべき神として崇あがめるようになったとしてもおかしくないし、さらに言えば、それこそが、『モレ』の神を奉じる一族と関係している今井側が、『巌本神霊教団』に近づいた理由かもしれないってことなんだよ」

「つまり、二人は、別々のルートを辿たどった末、同じ神を崇めていると？」

「そう。少なくとも、今現在、守谷と今井をつないでいるのは、『モレク』、あるいは『モレ』であるはずで、いつかは、相あい容いれずに、どちらかがどちらかを飲み込むだろう」

「たしかに」

　それで、「乗っ取り」などという発想がでてきたわけだ。

　藤代が、警けい戒かいした口調で続けた。

「そして、彼らの結びつきを考えると、『巌本神霊教団』を、ただの新興宗教団体として放ほうっておくわけにはいかなくなってくる」

「そうですね。──実際、明治時代には、その危険性ゆえに、解散に追い込まれたわけですし」

「うん。だからさ」

　そこで、自分の部屋であるにもかかわらず、唇くちびるの上に手を置いてひそひそ声になった藤代が、「これは、他言無用で願いたいんだけど」と極ごく秘ひ情報を教えてくれる。

「近々、警察庁は県警と協力し、『巌本神霊教団』の本部に強制捜そう査さに入ることになっている」

「──そうなんですか？」

　目を見ひらいた蘇王が、すぐに不思議そうに首をかしげた。

「でも、そんな重要な情報を、なぜ、僕なんかに？」

　すると、本日初めて微笑らしいものを口元に浮うかべた藤代が、実際に「ふふ」と笑って言う。それでも、ほとんど表情のないところが、相も変わらず不気味だ。

「それは、僕のことを真人に告げ口しなかったから、そのご褒ほう美びだよ」

「──ああ」

　蘇王は納なつ得とくする。

　この藤代をもってしても、真人に嫌きらわれるのは避さけたいことであるらしい。

　もっとも、告げ口しなかったのは、藤代のためというよりは、真人のことを傷つけたくなかったからである。周りが思うほど、藤代に懐なついていない真人ではあるが、それでも、藤代が守谷の側についたと知ったら、イヤな気持ちになるはずだ。

　それを避けたかっただけなのだが、余計なことを口にしない蘇王は、「だけど」と、別の疑問を提示した。

「信者でもない藤代さんが、どうして、そこまで詳くわしいんですか？」

「それは、さっきも言ったように、僕の場合、ちょっと複雑でね」

　そこで、一いつ旦たん言葉を切った藤代が、「古神代記」を顎で示しながら「実は」と続ける。

「その本を書いたのはうちのご先祖さまで、その人は、どうやら『巌本教』の信者となっていたようなんだ。信仰心に駆かられてというより、学者としての興味だったようなんだけど、『巌本神霊教団』に強制捜査が入った際、そのことが公おおやけになるのを藤代家は避けたい。それで、たまたま同じ学校に在ざい籍せきしている僕が守谷に近づいて、証しよう拠ことなる資料を破は棄きすることになったんだ。──守谷は、あの通り用心深くて、なかなか寄せつけてくれなかったけど、『秘神礼賛之書』と引きかえに、ようやく教団本部の資料室に入る許可をくれて」

「なるほど」

　だから、あの時、藤代は守谷の側についたのか。

　藤代が続ける。

「そこでわかったことだけど、そもそもの始まりは、三十年前、あのあたり一帯の谷がリゾート開発されることになり、その時に、ある家を取り壊こわしたあとの窪くぼ地ちから、『巌本教』の残党が持ちだしたとされる『秘神礼賛之書』の写しの一部が見つかったことにあるようだよ。もっとも、さすがに、それは厳重に保管されていて、実物を見ることはできなかったんだけど」

「そうですか」

　蘇王が、重々しくうなずく。

「やはり、写しが存在したんですね。水方家のほうでも、そのことはずっと言われていたのですが、尻しつ尾ぽをつかむことはできなかったんです」

　というのも、千年以上の歴史を誇ほこる水方家ではあるが、それだけに、その勢力の盛せい衰すいは何度も繰くり返されていて、近いところでは、「巌本教」を解散させたあと、戦後にいたるまでのある時期に、一時、水方家と美水大社は存亡の危機に立たされたことがあった。

　それを、一部の神官たちは、「秘神礼賛之書」の写しを持って逃にげた「巌本教」の残党の仕し掛かけた攻こう撃げきのせいではないかと考えていたようだ。

　もちろん、真しん偽ぎのほどはわからない。

　藤代が、最初に戻もどって言う。

「正直、彼らが何をするつもりなのか、僕にはわからない。でも、彼らが、本当に狂きよう信しん者であるなら、真人を生いけ贄にえとして連れ去ることくらいやりかねないだろう」

「たしかにあり得ますが、正直、そういった物ぶつ騒そうなものは、あの時、あの場所では感じられませんでした。……それで、僕も安心しているんですけど」

「そうか」

　藤代も、そこで少し肩かたの力を抜ぬく。

「それなら、とりあえず、様子見ということでいいのかな。必要そうなら、もっと直接的な手を打とうかとも思ったのだけど、蘇王がそういうなら、もう少し待ってみることにしよう」

　妥だ協きようした藤代だが、「それにしても」と気がかりそうに続ける。

「いったい、真人はどこにいるんだろうね？」

「さあ」

　少なくとも、ここではないどこかだ。

　二人の間に沈ちん黙もくがおりたところで、藤代が締しめくくる。

「──ということで、僕の話は、それだけだよ。忙いそがしい時に悪かったね」

「いえ。むしろ、とても参考になりました」

　そこで、腰こしをあげた蘇王に対し、座ったままの藤代が、ふと思い出したように「あ、そうそう」と付け足した。

「これも、スイスで聞いた情報の一つだけど、周辺に潜ひそんでいるかもしれない物騒な輩やからを見分けるには、手首にトカゲのような爬は虫ちゆう類るいの入れ墨ずみがあるかどうかを見るといいそうだ」

　蘇王が、はじかれたように振ふり返る。

「トカゲのような爬虫類の入れ墨──ですか？」

「そう。それが、彼らのシンボルだそうだ」
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　一方。

　消えてしまった真人は……といえば。

　なんだかよくわからないまま、宴えん会かいの席に着いていた。

　ここが「龍りゆう宮ぐう城」だと言われたら、真人は、すんなり信じただろう。乙おと姫ひめ様のような恰かつ好こうをした女性が料理を運んでくれたり、飲み物をついでくれたり……。

　違ちがいをあげるとしたら、海の中ではなく、山中に開けた龍宮城ということか。

　なぜなら、そのあたりで踊おどったり騒さわいだりしているのは、タイやヒラメではなく、リスやタヌキだからだ。

　カグツチゆかりの神社の境けい内だいで、光り輝かがやく大きなクスノキの洞うろをくぐり抜けた真人は、絡からみ合う枝や蔓つる草くさでできたトンネルの中をしばらく歩いて、青々と輝く湖の前に出た。

　背後の山から水がしたたり落ちる美しい湖。

　湖には小島があって、そこに赤く彩色された美しい東あずま屋やが建てられている。

　真人が景色に見とれていると、どこからともなくやってきた数人の女性たちが、声をかけてきた。

「もし、そこなお人」

　みんな、薄うすいベールで顔を隠かくし、羽は衣ごろものようなきれいな衣装を身にまとっている。

「よろしければ、私どもの宴うたげに参加してくださいませぬか？」

「宴？」

　きょとんとして訊きき返した真人に、女の人たちが一いつ斉せいにうなずく。

「はい。お妃きさきさまのもよおす宴です。──とても華はなやかで、楽しい宴ですよ」

　それは、なんとも魅み力りよく的な誘さそいであるが、カグツチの魂たましいのかけらを手に入れて早く戻らなければならない真人は、ひとまず誘いを断った。

「残念ですけど、先を急いでいるので」

　とたん、彼女たちが落らく胆たんする。

　その一いつ瞬しゆん、腐ふ臭しゆうがプンと鼻をついた。魚が腐くさったような臭においであったが、湖が近いせいだと思って、真人は気にしないことにする。

　その間にも、女性の一人が問う。

「でも、それほどお急ぎのご用とは、なんなのでしょう？」

　尋たずねられたのを幸いと、真人が事情を話して、助力を請こう。

「じつは、『カグツチ』の魂のかけらを探しているんですけど、どなたか、このあたりで見たことはありませんか？」

　女性たちが、笑いさざめく。

「それなら、龍りゆう王おうさまのところにあるでしょう」

「そうですね。龍王さまは、変わった玉をたくさんお持ちですから」

「タマ？」

　それは、魂のことかと思いながら、真人が確かく認にんする。

「本当に？」

「はい。──でも、その前に、ぜひ、私どもの宴に参加してくださいませ。美味おいしいものを、たくさん用意してあります」

「そうです。そうです。それに、龍王さまの前で、そのようにお腹なかが鳴ったら、恥はずかしいですよ」

　たしかに、真人のお腹は、さっきからグウグウ鳴りっぱなしだ。考えてみれば、寮りようを出る前に朝食を食べたきり、なにも口にしていない。

　このままでは、「カグツチ」の魂のかけらに行きつく前に、倒たおれてしまいそうである。

　そこで、最初はなぜか気の進まなかった真人ではあったが、ご飯を食べさせてもらうべく、あとに従った。

　一瞬、なにか忘れているような気もしたが、空腹は、すべてをどうでもよくするものだ。

　案内されたのは湖の上に浮うかぶ小島の東屋で、テーブルの上にはありとあらゆるご馳ち走そうが、所狭せましとばかりに並んでいる。

　骨付き肉の丸焼き。

　湯気をあげるスープ。

　山菜や野菜を使ったサラダ。

　果物やケーキやお菓か子しの累るい々るいたる山。

「うわお！」

　目を輝かせる真人に、テーブルの上座に座っていた女性が、声をかけてくる。ひときわきらびやかな衣装を身にまとった、少し年配の女性である。

「ようこそ、おいでくださいました。ここしばらく、客人が来るのは皆かい無むであったため、私どもはみな、貴き殿でんをお迎むかえ出来て、とても嬉うれしく思っております。──ささ、どうぞ、空いている席にお座りになって、遠えん慮りよせず好きなものをお召めしあがりください」

　言われるがまま、真人は食べ物であふれ返るテーブルに着き、客人としてもてなされることになったのだ。

　東屋に入ったとたん、あの腐臭のようなものが強くなった気がしたが、湖の上なので、それも仕方ないのだろう。

　きれいに見えて、この湖は汚よごれているのかもしれない。

　それでも、「お妃さま」であるらしい上座にいる女性も、食事を運んでくれる女性たちも、顔の半分をベールで覆おおっているとはいえ、物もの腰ごしやらなにやらが、美人だと思わせてくれる。

　こんなきれいな人たちにかしずかれ、美味しいものをたらふく食べられるのだとしたら、ここは極楽浄じよう土どか桃とう源げん郷きよう以外の、なにものでもない。

　ところが──、である。

　いざ、真人が食べ物を口にしようとすると、なにかが、サッとそれを奪うばってしまった。

　びっくりしてふり返るが、怪あやしそうな者はどこにもいない。

（おかしいな……）

　首をかしげた真人は、気を取りなおし、もう一度、食べ物を取る。

　だが、食べようとしたとたん、それは、ふたたび、なに者かに奪われる。

　さらに、もう一度。

　二度、三度。

　真人は、何度も食べ物を取って食べようとしたが、なぜか、その都度、見えないなにかに奪い取られてしまう。

　ただ、その動きがあまりに速いせいか、テーブルをかこむだれも、そのことに気づいていないようである。

　空になったお皿を、給きゆう仕じ服に身をつつんだ動物たちが、いそいそと運び去る。

　それを、満足そうに眺ながめた上座の女性が、告げる。

「そういえば、まだ、名前を名乗っておりませんでしたね。大変、失礼しました。私は、ヒラサカと申します」

「……ヒラサカ？」

　意外にもふつうの名字のようだと思った真人が、果物に手をのばしながら名乗る。

「玉司真人です」

「ほう。玉司殿どのか。──して、玉司殿は、なぜ、カグツチの欠けた魂などが必要なのでしょう。よろしければ、訳を聞かせてはもらえませぬか？」

　そこで、真人は、自分たちが置かれている状じよう況きようを話した。

　血を好む古代神を復活させようとしている人がいること。

　それを阻そ止しするために、真人は、「神使い」にさせられたこと。

　さらに、カグツチの魂が欠けていたことで、大事な本を敵方にとられてしまったこと、などなど。

　それを、ふんふんと面おも白しろそうに聞いていたヒラサカが、「神使い」と聞いたところで驚おどろいたように目を見ひらき、ついでベールの下で唇くちびるの端はしをつり上げる。

　それは、なんとも禍まが々まがしい様子であったのだが、真人はわからない。

　ベールに隠されているのもさることながら、手にした葡ぶ萄どうを口に入れようとした瞬しゆん間かん、またしても、なに者かに盗とられてしまい、そっちに気がいっていたからだ。

（くそっ！）

　心中で悪態をつく真人に、ヒラサカが言う。

「では、『神使い』であられる玉司殿は、これから、カグツチの魂のかけらを取りに、龍王のもとに行かれるわけですね」

「はい」

「──でも、本当に、辿たどり着けますかねえ……」

　その声が、途と中ちゆうから、妙みようにガラガラしたものに変わったので、新たにリンゴに手を伸のばしかけていた真人が、驚いて彼女のほうを見た。

　すると、真人が見ている前で、顔にかかったベールを取り払はらったヒラサカの顔が、徐じよ々じよに鬼おにの形相へと変わっていく。

　黒く縁ふち取どられ、つりあがった眦まなじり。

　耳まで裂さけた口。

　額から生えた角。

（ウソ……）

　リンゴを持ったまま固まった真人に、ヒラサカが、高笑いを響ひびかせながら言った。


「残念じゃが、そなたはもう、ここからは出られぬ」



「──な、んで？」

　かすれた声で、真人が訊きき返す。

　聞かずとも、理由はなんとなくわかりそうだが、こういう場合、そういう言葉が勝手に口をついて出るものだ。

　ヒラサカが、答える前に、意地悪く尋ね返す。


「そなた、ここに来る前に、だれかに忠告されなかったかの？」



「忠告？」

　なんのことだか、すぐにはわからなかった真人が、首をかしげて考え込み、やがて「あっ」と思いついたように声をあげた。

　言われている。

　たしかに、霧島の神社に行くよう助言された時、オモイカネの神に「知らない奴やつから食べ物をもらっても、口にせんことじゃ」と忠告された。

（食べ物……）

　つまり──。

　真人が視線をさげ、手にしたリンゴをとっくりと眺める。

（コレのことか──）

　すると、赤々として美味おいしそうだったリンゴが、突とつ如じよ、様子を変え、あちこちが穴だらけになって、その穴から蛆うじがニョロニョロと這はい出てきた。

　それも、たくさん。

「わ～～～っ！」

　驚いた真人が、リンゴを投げ出し、自分も床ゆかに尻しりもちをつく。

　よくよく見れば、床の上には、真人が口に入れるはずだった食べ物の数々が転がっていて、そのすべてが腐くさり、虫がたかっている。

　もし、それらを食べていたら──。

　想像した真人は、気分が悪くなった。

「ひえええっ」

　その間にも、テーブルをまわりこんでやってきたヒラサカが、楽しそうに言う。


「どうやら、思い出したようじゃのお。──そなたは、だいじな忠告を忘れ、ヨモツヘグイの饗きよう宴えんを満まん喫きつしたのじゃ。よって、そなたの魂たましいは、私のもの。私のところで、こやつらとともに、永遠に私に仕えるがよい」



「こやつら」というのは、給仕服を着せられた動物たちのことであろう。

　真人が、気がかりそうな目を動物たちに向けていると、目の前に立ったヒラサカが、「おや？」といぶかしげな声をあげた。


「……なぜ、ここに、こんなに食べ物が落ちておる？」



　だが、すぐになにかに気づいたらしく、「まさか──？」と叫さけんで眦をつり上げた。
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「そなた、食べたと見せかけて、食べておらなかったのか──？」



「……えっと、はい、まあ」

　正確には、食べなかったわけではなく、食べられなかっただけだが、結果的に食べていないので、よかったということなのだろう。なんだかわからないが、彼の手から食べ物をかっさらっていった者に感謝しなければならない。

　そんなことを考えていた真人の上に、ヒラサカの影かげが落ちる。

　同時に、殺気が真人を襲おそった。


「だましたな！」



　その迫はく力りよくにおされた真人が、尻でずりさがりながら、あたふたする。

「いや、あの……、決して、そういうわけでは」


「おのれ、『神使い』め！」



　怒いかりに髪かみを逆立てたヒラサカの手が、真人の首にかかる。

　長い爪つめが、皮ひ膚ふに食い込みかけた。

　その時──。

　コケッコッコー。

　どこかで、ニワトリが鳴いた。

　とたん。

　ガタガタガタッと、地面が揺ゆれ始めた。

　その揺れは、どんどん大きくなって、東あずま屋や全体を揺さぶる。

　それと共に、風が吹ふき荒あれ、彼らのまわりで渦うずを巻く。

　それを悔くやしげに見やったヒラサカが、歯ぎしりしながら言う。


「く、時間切れか……」



　次の瞬間──。


「ぬおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ」



　ヒラサカの口から、絶ぜつ叫きようがほとばしった。

　とっさに身体からだを伏ふせた真人の前で、ものすごい力で引っ張られたらしいヒラサカの身体が吹っ飛び、風の渦に飲み込まれた。

　あとに、あらゆるものが続く。

　給きゆう仕じ服を着た動物たち。

　食器。

　テーブルクロス。

　テーブル。

　椅い子す。

　ついには、東屋そのものまで吹き飛ばされてしまい、真人の前から消え失うせる。まるで、巨きよ大だいな龍たつ巻まきにおそわれて、すべてが飛ばされてしまったかのようだ。

　しばらくして顔をあげた真人は、自分が、その場に一人ぼっちでいるのを知った。

（なんだ……？）

　いったい、なにが起きたのか。

　ニワトリが鳴いたということは、朝が来たのかもしれないが、真人のいる場所に太陽は出ておらず、かといって、夜のように暗くもなかった。

（わからない……）

　とはいえ、このまま考えていてもなにもわかりそうにないので、真人は立ちあがると、服の埃ほこりを払って歩き出す。

　静かだ。

　やがて、道は上り坂になり、暗い森の中を歩いて行く。

　しばらくすると、今度は、滝たきの前に出た。

　靄もやがかかり、どこか神秘的な空間だ。

　しかも、滝の内側には、炎ほのおのようなものが揺らめいている。

（……あれは）

　興味を引かれた真人は、脇わきに、滝の裏側に入っていく道が見えたので、そっちに向かって歩いて行く。

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの細い道。

　足を取られたら、一巻の終わりだ。

　細い上に水に濡ぬれて滑すべる道を、真人は慎しん重ちように渡わたって、なんとか滝の裏側に出た。

　せっかく苦労して渡ったというのに、岩屋となった場所に、なぜか炎はなかった。向こう側から見た時は、たしかに見えたのに──。

（へんだな──）

　首をかしげた真人が、キョロキョロとあたりを見まわすと、驚おどろいたことに、流れ落ちる滝の向こうに、さっきと同じようにオレンジ色の輝かがやきが見えるではないか──。

「え？」

　思わず声をあげてしまった真人は、水に近づいていく。

　ゴウゴウと。

　耳をふさぐような音が、真人を包み込む。

　水のカーテンの前に立った真人は、手を伸のばして水流に触さわった。そのまま、水を割るように手を突つっ込む。

　その先に見えているオレンジ色の輝きに手を近づけると、指先がなにか硬いものにあたった。

　そこで、それをつかんで引き寄せると、一いつ緒しよにオレンジ色の光もついてくる。

　真人が水の中から取りだしたのは、水すい晶しよう玉だまのように透とう明めいできれいな玉だった。ただ、ふつうの水晶玉と違ちがい、中で炎が揺らめいている。

　いったい、どんな仕組みになっているのか。

　不思議に思いながら眺ながめていると、ふいに背後で声がした。

「そこの者」

「おわっ！」

　びっくりして振ふり返った真人は、その拍ひよう子しに、手にした玉を落としそうになり、「わ、わ、わ」と叫びながらつかみ直す。

　なんとか落とさずに済んで、水晶玉を抱かかえたまま、つい安あん堵どの声をあげてしまう。

「セーフ！」

　それから、改めて声のしたほうを見る。

　そこに、二つの大きな目があった。

　それと、うろこのある長い鼻づら。

　あまりに大きくて、全容をつかむのに時間を要したが、どうやらそこにいるのは、巨大な龍であるようだ。

　だが、おかしなことが多すぎて感覚が麻ま痺ひし始めている真人は、さほど驚かず、遅おそまきながら訊きき返す。

「……えっと。なんでしょう？」

　真人がやることをただ見ていた龍が、間のびした会話を続ける。

「そこで、なにをしておる？」

「……えっと」

　考えた真人が、手にした玉を差しだしながら応じる。

「これが、きれいだなと思って、見ていました」

「ほお？」

　意外そうに応じた相手が、言う。

「──それを手にすることができるとは、お主、なに者だ？」

「玉司真人です」

　答えてから、念ねんのために付け足す。

「いちおう『神使い』で、必要があって、カグツチの魂たましいのかけらを探しています」

「ほう。カグツチの……とな」

　龍が、面おも白しろそうに続けた。

「カグツチの魂のかけらなら、今まさに、お主が手にしているのがそれだが──」

「え？」

　真人が驚いて、手の中の玉を見つめる。

「これが？」

　カグツチの魂のかけら──。

　たしかに、火の神の魂であれば、炎であってもおかしくないが、本当に、これでいいのだろうか。

　にわかには信じられずにいる真人に、龍が問う。

「お主が、『神使い』であるというのなら、もちろん、それを渡すことに異存はないが、それ以前にお主が『神使い』であるという証しよう拠こを見せてもらわなければ、簡単には信じてやれぬ」

「証拠……？」

　つぶやいた真人は、玉を持っていない方の手で、服のポケットをさぐる。証拠というなら、「神使い」の持ち物である「くるのまがり」を見せるのが早いと思ったからだ。

　だが、どこを捜さがしても、「くるのまがり」がない。

「あれ？」

　右、左とポケットを捜した真人が、焦あせったようにひとりごちる。

「──俺、あいつをどうしたっけ？」

　捜すのをやめて考え込んだ真人は、ややあって思い出す。

「あ、そうか。ここに来る前に、クスノキのところで、猿さるに渡したままだ！」

　すると、龍が呆あきれたように言った。

「『神使い』のくせに、『神使い』であるための持ち物を忘れてくるとは、たいした度胸だ」

「いや、それほどでも」

　龍は褒ほめたわけではなさそうだったが、真人は素す直なおに受け止めた。

　とっさに巨大な目を半眼にして真人を呆れたように眺めやった龍が、気を取り直し、「だが」と話を進めた。

「そうであれば、その玉は、渡すわけにはいかぬぞ」

「え。──でも、俺、急いでいるし、さっきの猿を見つければ、俺が『神使い』だとわかるはずなんですけど。──マジで。──本当に」

　真人の必死の懇こん願がんを見て、「ふむ」と声を発した龍が、短い腕うでをサッと動かした。

　すると、岩屋の奥から一匹ぴきの猿がチョコチョコと出てきて、龍の耳元でなにかを告げる。

　じっと聞いていた龍が、ややあってうなずくと、猿はすぐにススッと消えた。

（なんだ、なんだ？）

　猿の動きを目で追っていた真人に、龍が言う。

「どうやら、お主の言うことは本当らしい。門番の猿が、落ちていた神宝を、お主とよく似た男に渡したと言っておる。──お主の連れだそうだが」

「連れって、蘇王？」

「名前までは知らぬ。──ということで、信じてやってもよいのだが、やはり、お主が『神使い』であるという決定的な証拠がないので、簡単には渡せぬ」

「それなら、どうしたら、『カグツチ』の魂のかけらを渡してもらえますか？」

　真人の問いかけに、「そうだな」と龍りゆうが考える。

「代わりに、お主の持つ玉を一つを置いて行ってもらおう」

「俺の持つ玉？」

「そう。お主は、人より余計に玉を持っておるようだから、一つくらい欠けたところで、さほど不自由はないはずだ。──なに、心配せずとも、お主が、無事、『神使い』としての使命をまっとうし、『カグツチ』の魂のかけらがここに戻もどった時には、預かった玉も返してやる。お互たがい、それまでの辛しん抱ぼうだ」

「……わかりました」

　あまりわかりたくはなかったが、真人は了りよう承しようする。ほかに、いい方法が思いつかないのだから仕方ない。

　だが、そもそも、一口に「玉」といっても、なんのことを言っているのか──。

　わからずにいると。

　ふいに、ヒュルンッと。

　龍のヒゲが伸びてきて、真人の身体からだに巻きついた。

「ぎゃ」とわめいた真人であったが、それは、すぐにヒュルヒュルッと離はなれていった。ただし、その際、真人から「玉」を一つ奪うばい去る。

　真人がクラリとよろめいた。

　目の前が、真っ暗だ。

「──な、に？」

　いったいなにが起きたのかわからずにいる真人の耳に、遠くから龍の声が届いた。

「では、今いましの『神使い』殿どの。成功を祈いのっておるぞ──」







　次に気づいた時、真人は、例の大きなクスノキの根元に立っていた。

　鳥居の向こうでは、朝あさ霧ぎりの中、作さ務む衣えを着た男が箒ほうきであたりを掃はいている。──落ち葉でも掃いているのか。

　真人の感覚では夏であるはずなのだが、それにしては、肌はだ寒ざむい早朝。

　ブルッと身み震ぶるいした真人が、男に近づいていく。

「あの、すみません」

　声をかけると、びっくりしたように飛びのいてこちらを見た男が、そのまま目を丸くする。

「──君、どこから来たんだ？」

　彼は、鳥居の前で掃き掃そう除じをしていて、真人が来たのは、その鳥居のほうだ。となると、真人が出て来たのは、クスノキの中としか思えない。

　それに、真人がまとっているのは、どう見ても真夏の服装だ。

　初秋を迎むかえ、朝晩はめっきり冷え込むようになってきた最近、男は、作務衣の下に一枚シャツを着ているくらいなのに──。

　男の目から見て明らかに様子のおかしい真人が、質問には答えずに言う。

「できれば、電話を貸してもらえませんか。……携けい帯たいの電池が切れてしまって」

　それから、恐おそる恐る付け足した。

「……ところで、今日は、何年の何月何日でしょう？」

　その奇き妙みような質問を聞いた男が、ハッとなにかに思い当たったような表情になって、「まさか！」と驚きよう愕がくの声をあげる。

「君は、もしかして、行ゆく方え不明の──？」

「行方不明？」

　一いつ瞬しゆん、「なんだ、そりゃ」と思ったが、だんだん自分が浦うら島しま太た郎ろうにでもなったような心ここ地ちがしてきた真人が、ややあってうなずく。

「……ああ、はい。わからないけど、たぶん、そうだと思います」

　こうして、長らく行方不明だった真人は、現実の世界に戻ってきた。
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　真人が驚おどろいたことに、現実の世界は、すでに九月の半ばをとっくに過ぎていた。

　つまり、彼が異界で過ごした数時間のうちに、こちらでは、一ヶ月もの月日が流れていたことになる。

（浦島太郎も、そりゃ、年を取るわ……）

　そして、完全に浦島太郎となってしまった真人は、なんとなく、時間を損した気分だった。

　宮崎まで迎えに来てくれた両親と一夜を過ごし、朝になって御堂学院に戻った真人を、生徒たちが好こう奇きの目で迎える。

　ひそひそとささやき交かわされる会話。

　いい噂うわさもあれば、悪い噂もありそうだ。

（や～れやれ）

　そんな中、ヴィーナス寮りように足を踏ふみ入れたとたん、寮長の藤代に名前を呼ばれる。

「真人」

　どうやら、知らせを聞いて、待っていてくれたらしい。

「おかえり」

「……ただいま」

　認めたくはなかったが、相も変わらず表情の乏とぼしいお公く家げ顔を見て、なんとなくほっこりしてしまった真人が、「ああ、えっと」とすぐに頭をさげる。

「この度たびは、ご迷めい惑わくをおかけしました」

「なにを言っているんだ。大変だったのは、君だろう。ご両親が宮崎まで迎えに行ったそうだけど、昨夜は、よく眠ねむれたかい？」

「はい。おかげさまで、ぐっすり」

「それはよかった」

　日ひ頃ごろ、なかなか真意のつかみにくい上級生だが、今の言葉は本心から言ってくれているのがわかったので、真人はにっこりと微笑ほほえむ。

　それから、あたりを見まわして訊きいた。

「それはそうと、蘇王は？」

「彼は、昨日の午後、授業が終わってすぐに、実家のほうへ戻ったよ。てっきり、君に会うためだと思っていたのだけど──、もしかして、まだ会ってない？」

「はい」

　昨日、真人が医師の診しん察さつを受けている間に、一度電話をくれたらしいが、かけ直しても連れん絡らくがつかず、結局、そのままになっていた。

　そのことを、真人は少し残念に思っている。

（話したいことだって、いっぱいあったのに──）

　だが、考えてみれば、秋分は二日後に迫せまっていて、正直、それどころではないのだろう。

　藤代が言う。

「まあ、すぐに戻ると言っていたから、午後には会えるんじゃないか。──幸い、今日は土曜日で授業もないから、部屋で少しゆっくりしたらいい」

「ありがとうございます」

　藤代と真人が会話を続けていると、食堂で待っていたらしい友人たちが、藤代の背後で手を振ふった。

「あ、坂下。速達っちゃん」

　声をあげた真人が、藤代に頭をさげて彼らのほうに寄って行く。それに合わせ、彼らも真人の名前を呼ぼうとするが、口をひらきかけたところで、なぜか、そのまま固まる。

　玉司──。

　その名前が出てこないかのようにしばらく静止し、ややあって、速水が呼んだ。

「…司。おかえり」

　坂下が続く。

「見つかってよかった。…司」

（司？）

　真人が、いぶかしげに眉まゆをひそめる。

　当たり前だが、真人の名前は、「司」ではなく、「玉司」だ。そこで、当然、文句を言う。

「なんだよ、お前ら。ちょっと会わないだけで、もう、俺の名前を忘れたのか？　俺は、『司』じゃなく、『──』」

　だが、そこで、舌が凍こおり付く。

　どうしてだか、発音できない。

　息を吸い、吐はきだすいきおいで言おうとしても、「玉司」の「玉」が言えないのだ。

　しかも、だれかに「…司」と呼ばれるたび、自分がバラバラになって行くような心こころ許もとなさを覚えた。

（……なんだ、これ？）

　いったい、真人の身になにが起きているのか。

　不安になった真人が、なおも「玉司」と口にしようとしていると──。

「タマ──司真人」

　だれかに呼ばれた。

　不自然な呼び方だ。

　ただ、不思議とまっすぐに届く声。

　ふり返ると、そこに仏野環の姿があり、いつものように指先一つで真人を呼びつける。

　そこで、真人は、戸と惑まどった表情の友人たちに手をあげて別れを告げ、歩き出した環のあとをついていく。

　白衣の裾すそをひるがえして歩く姿は、いつにもまして神こう々ごうしく、生徒たちが自然と道をゆずる。

　やがて、環の部屋に入り、二人きりになったところで、環が真人をふり返って言った。

「ひとまず、おかえり、真人」

「……ただいま」

「──で？」

　だが、質問が短すぎて、真人には返事のしようがない。

　仕方なく、訊き返す。

「で……というのは？」

　すると、ソファーに腰こしをおろした環が、長い脚あしを高々と組んでたずねた。

「どうやら、向こうで、だいぶ色々とあったようだけど、まずは、なぜ、君の名前の一部が失われてしまったのか、その理由を教えてくれないか？」

「名前の一部？」

「うん。気づいているだろう？──君の名前から、『玉』が消えている」

「──あ」

　改めて指し摘てきされ、ようやく真人は理解する。

　名前から、「玉」が消えた。

　だから、友人たちは真人の名前を正確に呼べず、真人自身も名前を口にすることができなかったのだ。

　そして、真人の名前から「玉」の字が消えた理由は、ただ一つ。

　真人が、それを口にする。

「たぶん、カグツチの魂たましいのかけらの代わりに、龍りゆうに取りあげられたからです」

「取りあげられたって、名前の一文字を？」

「はい。俺が持っている『玉』の一つを預けるというのが、カグツチの魂のかけらを渡わたしてもらう条件だったんです」

「──ということは、カグツチの魂のかけらは、手に入ったんだ？」

「もちろん」

　うなずいた真人が、ポケットに手を突つっ込んで中を捜さがす。

　だが、目当てのものはすぐには見つからず、真人は、少々慌あわてながら、ポケットをひっくり返した。

　すると、ややあって、コロンッと。

　裏返しにしたポケットから、小さな玉が転がり落ちた。そのままコロコロと環の足元まで転がっていく。

　内側で炎ほのおがゆれ動く水すい晶しようのようにきれいな玉。

　だが、大きさが変だ。

　拾いあげる環の手元を見て、真人が驚おどろいたように叫さけぶ。

「ウソ!?　ちぢんだ!?」

「へえ。ちぢんだんだ？」

「はい！　間ま違ちがいなくちぢみました。──でも、なんで？」

　前に見た時は、片手に収まるくらいの大きさだったのに、今は、ビー玉ほどもない小ささになっている。

　光にかざし、内側のオレンジ色の炎をとっくりと眺ながめていた環が、チラッと真人のほうを見やって、「まあ」となんでもないことのように教える。

「そういうことも、あるだろう。あちらとこちらでは、時間と空間の感覚が違ちがうからね。驚くようなことではない」

　それから、手にした小さな玉をおろし、改めて真人に向き直る。

「それより気になるのは、君が『神使い』と知った上で、龍りゆう王おうは代だい償しようを求めたのかい？」

「あ～、というか」

　言いながら、少々気まずそうに頭をかいた真人が、己おのれの失敗談を告白する。

「それは、俺が、『くるのまがり』を持っていなかったために、『神使い』であると証明できなかったから、その保証となるものを求められたんです」

　環が、かすかに眉をひそめる。

「『くるのまがり』を持っていなかったって、なぜ？──また、散歩中だったとか？」

「違います。クスノキの洞うろの前で猿さるに渡したあと、取り返すのを忘れたんです」

「忘れた……？」

　首を引いて呆あきれたように繰くり返した環が、そのままの口調で感想を述べる。

「それはまた、なんとも真人らしい」

「はあ、まあ」

「それで、ポチは、今どこに？」

「猿の話では、蘇王が持っているみたいなんですけど……」

　とたん、きれいな顔をしかめた環が、「ふうん」と不満そうにつぶやく。

「水方蘇王がねえ」

　どうやら、あまりお気に召めしていないようだ。それでも、そのことは、ひとまず置いておくことにしたらしい環が、「まあ、いい」と続ける。

「事情はわかった。──でも、一言言わせてもらうと、どんな理由があるにせよ、名前の一部を渡したのはまずかったね」

「そうなんですか？」

「うん。『名は体を表す』というだろう。名前が欠けたことで、君の魂がとても不安定になっている」

「魂が？」

「そうだよ。いつ抜ぬけ出しても、おかしくない」

「抜け出しても……」

　繰り返しながら、漫まん画がのように自分の口から白い塊かたまりが出て行くのを想像し、真人はブルブルッと身体からだを震ふるわせる。

　それは、勘かん弁べん願いたい。

　そんな真人を見て、「──まったくねえ」とため息まじりにつぶやいた環が、ツッと真人の肩かたに手をのばし、そこにくっついていたくろがね色の髪かみの毛を取りあげながら続ける。

「なんとも手のかかる『神使い』だけど、期待している資質が違うのだから、仕方ない。とりあえず、これで少しはマシになるだろう」

　そう告げた環は、手にしたくろがね色の髪の毛を、小さな玉の中で燃えさかる炎に近づけた。

　すると、不思議なことに、その髪の毛は、みるみるうちに小さな玉と融ゆう合ごうし、そこから溶とけだして、クネクネした細い銀の棒へと変わっていく。

　環が、片手を差しだしながら言う。

「真人、左手を出して」

　言われた通り、真人が左手を差しだすと、環は、小さな玉と融合したくろがね色の髪の毛を、真人の左手の薬指に巻きつけるようにはめた。真人の薬指におさまったそれは、そのまま凝ぎよう固こし、小さな玉のついた銀の指輪となる。

　どう見ても、ただのアクセサリーだ。──いや、はめられた場所を考えれば、ただのアクセサリーではなく、エンゲージリングと言えなくもない。

　左手の指を動かしながら眺めた真人が、不満そうに口をひらく。

「……これって」

「うん。邪じや魔まかもしれないけど、がまんすることだね。それで、君の魂も安定するだろうし、大切なものをどこかに置き忘れてくることもない」

　痛いところをつかれた真人は、とっさに首をすくめるが、すぐに「でも」と反論しかける。

「ずっとこんなもんをはめているのは……」

　とっても恥はずかしいと主張したかったが、眼鏡の奥で輝かがやく銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみでジロッとにらまれ、最後まで言えずに終わる。

　口をつぐんだ真人に対し、環のほうが主張する。

「恥ずかしがっている場合ではないだろう、真人。エンゲージリングもそうだけど、左手の薬指というのは心臓に直結することから、古来、その人の魂を支配する場所と考えられてきたんだ。ゆえに、左手の薬指に指輪をすることは、魂封じの役目を果たしてくれる。──それに、そもそも、オモイカネの忠告を忘れ、ほいほいとヨモツヘグイを口にしようとしたのは、どこの誰だれだっけ？」

「──え？」

　まさにその通りだが、なぜ、環がそのことを知っているのか。

　見てもいないくせに。

　だが、考えてみれば、真人がヨモツヘグイを食べずにいられたのは、食べようとするたび、真人の手から食べ物を奪うばっていった謎なぞの存在のおかげだ。

「──え、うそ。まさか、あれって、仏野先生が？」

　そうだとしても、いったいどうやったのか？

　もしかして、先ほど、真人の肩からくろがね色の髪の毛をつまみあげたのと、なにか関係があるのだろうか──？

（分身の術とか？）

　だが、それには答えず、環は言う。

「ま、そんなに心配しなくても、カグツチの魂のかけらが必要になったら、その指輪ごと投げつければいい。その時には、君の仕事も終わっているだろうし、私の保護も必要なくなっているだろうから」

「……はあ」

　真人が、気のない返事をする。

　それが気に入らなかったらしく、環が目を細めて強調した。

「言っておくけど、これは、特別な処置なんだよ？」

「特別？」

「そう。本来なら、私は関かん与よすべきではないんだ。──そのへんは、わかってもらわないと」

　そう言われても、よくわからないし、あまり納なつ得とくもいかなかったが、かといって逆らう気にもなれず、結局、真人は受け入れる。

「……わかりました」

「よし。いい子だね」

　そういうわけでもないのだが──。

　思いつつ、真人は環の部屋をあとにした。
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　真人が環の部屋を出ると、ちょうど、蘇王が寮りように戻もどって来たところだったらしく、廊ろう下かの先から声をかけられる。

「真人！」

「ああ、蘇王」

　歩きながらうっとうしそうに指輪をいじっていた真人が、その手をおろして言う。

「なんか、ごめん。こんなことになって──」

「まったくだ」

　真人の頭に手をやって髪をかき混ぜた蘇王が、声をやわらげて言う。

「……でもまあ、よく戻ったな」

「ああ、うん。ホント、よかったよ」

「それで、今までどこにいたって？」

「それは、話すと長くなるから、どっかに落ち着いてから話すよ。そっちこそ、家の用事は済んだのか？」

「いや。でも、とりあえず、お前が戻ったと聞いたから僕も戻って来た。話したいことが山ほどあるのに、時間はわずかしかない。それに、今後の方針も立てないと」

「だよね」

　深くうなずいた真人に対し、「そういうお前のほうこそ」と蘇王が問う。

「仏野先生に呼ばれたそうだが、用は済んだのか？」

「済んだ」

「──で、その用に、それは関係している？」

　さっきまで真人が触さわっていた指輪を顎あごでさした蘇王が、続ける。

「それとも、行ゆく方え不明の間に、だれかと婚こん約やくでもしたのか？」

　真人が「まさか」と否定して、説明する。

「なんか、俺の魂たましいが不安定だからって、仏野先生にはめさせられたんだ」

「……へえ。魂がねえ」

　疑わしそうに応じた蘇王が、チラッと環の部屋のほうにうとましげな視線を流して、訊きいた。

「不安定というのは？」

「それは──」

　だが、そこで説明に困った真人が、手っ取り早く確かく認にんする。

「ちなみに、蘇王。俺の名前、フルネームで言える？」

「──は？」

[image: ]

　意表をつかれたらしい蘇王が、顔をしかめて応じる。

「なんだ、突とつ然ぜん」

「いいから、俺のこと、フルネームで呼んでみてくれない？」

　意味がわからないというように両手をあげた蘇王であるが、真人に、もう一度催さい促そくされたところで、仕方なさそうに口をひらく。

　だが、案の定──。

「…司」

　口にしたとたん、蘇王も驚おどろいたように目を見ひらく。

　言えない。

　喉のどまで出かかった声が、凍こおり付いたように止まったのだ。

　驚いた表情のまま、蘇王が問う。

「──どういうことだ？」

「だから、話すと長くなるんだけど」

　そこで二人は、自じ動どう販はん売ばい機きで買った飲み物を手に、閑かん散さんとしている食堂に入り、窓辺のテーブル席に座って話し始めた。

　話の流れで、先に、真人が異界でのことを報告する。ただし、ヒラサカに騙だまされそうになったところは、はしょることに決めた。話したところで、呆あきれられるのがオチだからだ。

　聞き終わった蘇王が、「なるほど」とうなずいた。

「それなら、お前は、自分の名前の一部と引きかえに、見事、カグツチの魂のかけらを手に入れたわけだな？」

「うん」

「よかったな。神かみ隠かくしにあった甲か斐いもあろうってものだよ」

　あとは、「くるのまがり」を使ってカグツチを呼び出し、「秘神礼賛之書」を燃やせばいい。

　ただ、そう言いつつも、蘇王の表情はどこか晴れない。

　それに気づかず、真人が能天気に言う。

「そうなんだよ。だから、蘇王。『くるのまがり』を返してくれないか？──蘇王が持っているんだよね？」

　てっきり、そうだと思い込んでいた真人であるが、珍めずらしく、蘇王の歯切れは悪かった。

「……ああ、いや、それが」

　返事があいまいである。

　それもそのはずで、蘇王が事実を白状する。

「持つには持っていたんだけど」

「けど？」

　驚いて身を乗り出した真人が、問い詰つめる。

「まさか、失くしたとか言うんじゃないよな？」

　真人自身ならともかく、蘇王がそんなミスを犯おかすはずがない。

　しかし、蘇王から返った言葉は、まさに、その「まさか」であった。

「それが、どうやら失くしたらしい」

「ウソ!?　なんで!?」

　本人の口から聞いても、にわかには信じられないことである。

　なにごとにも慎しん重ちようで抜ぬかりのない蘇王が、これほど大事なものを失くすなんて、天地がひっくり返ってもあり得ないことに思えた。

　まさに、青天の霹へき靂れきである。

　真人の前に座る蘇王が、潔いさぎよく謝る。

「悪い。完全に僕のミスだ」

　その声に、深い疲ひ労ろうの色を読み取った真人が、乗り出していた身体からだを引いて蘇王を見つめる。

　真人から見たら、完全無欠に見える蘇王だが、彼も人間であれば、完かん璧ぺきなどということは絶対にないはずだ。

　そして、人は、完璧でないからこそ、愛いとおしい。

　特に、人間の身でありながら、ここしばらく得体の知れない環やらオモイカネやらヒラサカやら、果ては人間の姿すらしていない龍りゆうなどと渡わたり合ってきた真人にしてみれば、むしろ、己おのれの失態に打ちひしがれている蘇王の姿は、ぎゅっと抱だきしめたくなるほど愛おしかった。

　その思いのまま、表情を和やわらげた真人が、言う。

「……まあ、失くしたなら失くしたで、別にいいけど。そもそも、『神使い』のくせに、『神使い』であるための持ち物を取り戻しそこなったのは、俺なんだし」

　それから、首をかしげてたずねる。

「それより、いつ頃ごろ、失くしたかわかるか？」

「おそらく、お前が行方不明になった日だ」

「そんな前？」

「ああ。──気づいたのは、昨日だけど」

「そうなんだ？」

「お前が見つかったと聞いて、真っ先に返さないといけないと思って部屋を捜さがしたら、あの時に着ていた服のポケットから、これが出てきて──」

　そう言って蘇王が、ズボンのポケットから取りだしたのは、「くるのまがり」をグルグル巻きにしていた紐ひものようなものである。

　それを見た瞬しゆん間かん。

「うわっ。これか！」

　真人は、少々うろたえる。

　これが残されているとしたら、「くるのまがり」を見つけるのは、とても難しいかもしれないと思ったからだ。なんといっても、散歩好きのポチには、これまでも、さんざん苦労させられている。

　それでも、ヒントを求めて、真人は質問を続けた。

「どこで失くしたかは、わかる？」

「たぶん、奥宮だな」

「奥宮？」

　よりにもよって、なんでそんな場所で失くしたのか。

　いぶかしげな顔をする真人に、蘇王が説明する。

「これも、話すと長くなるんだが、こっちも色々と大変で」

　そこで蘇王は、真人が行ゆく方え不明になった日から、今日までのことをかいつまんで話す。

　奥宮に、侵しん入にゆう者があったこと。

　奥宮が封ふう印いんしている岩屋のこと。

　そして、その岩屋には、深しん淵えんへと続くような深い裂さけ目が隠かくされていたこと、等々。

　藤代から聞いた話も、情報源は伏ふせて話した。

　それに対し、真人は、びっくりしたように目を見ひらく。

「──今井さんが、神をおろす器うつわ？」

「ああ。──もっとも、だからといって、あの二人が緊きん密みつなタッグを組んでいるかどうかは、怪あやしい限りだな」

「ふうん」

　それでも、真人は、夏休み中、寮りようの食堂で二人が一いつ緒しよだった姿を思い出し、妙みように納なつ得とくした。

　ふと、窓の外に目をやった真人が、問う。

「それで、守谷は、着々と準備を進めているのかな？」

「それは、間ま違ちがいない。──実は、最近になって、深社口岩まで行くのに、水方家が把は握あくしていない獣けもの道みちがあることがわかって、どうやら、彼は、そこを通って頻ひん繁ぱんに行き来しているようなんだ」

「へえ」

　視線を室内に戻もどした真人が、琥こ珀はく色いろの目を光らせて続ける。

「それなら、なおのこと、早く『くるのまがり』を見つけないと」

「ああ」

　うなずいた蘇王が、続ける。

「ただ、昨日から今日にかけて、奥宮に戻って隅すみから隅まで捜してみたんだが、あの場では見つからなかった」

「その封印されているという岩屋の中も？」

「いや。唯ゆい一いつ、そこだけは、まだだ。──というのも、一度封印を解いてしまったら、もう一度封印するのに時間がかかるから、お前が戻ってから、一緒に捜した方が効率がいいと思ってね」

「たしかに」

　納得した真人が、「あ、でも」と眉まゆをひそめて、最大の懸け念ねんを表明する。

「最悪、その裂け目に落ちたという可能性もあるんだよね？」

「あるだろうな」

　腕うでを組んで考え込んだ蘇王が続ける。

「その場合、どうするか。──実は、その裂け目が、どこか、別の場所につながっているのではないかということで、水方家の書庫にある資料をあたらせているところなんだが」

「ということは、つながっている可能性があるわけ？」

　確かく認にんされ、蘇王が返事をためらう。

　かつて、信者たちの間でささやかれた噂うわさを信じるなら、もしかしたら、深社口岩とつながっている可能性も否定できない。

　とはいえ、所しよ詮せんは、根も葉もない噂である。

　そのことを、真人に話すかどうかで悩なやんでいると──。

「わああああっ！」

　とつぜん、外で悲鳴があがった。

　席を立った二人が走り出ると、校舎エリアとの境い目あたりに、一人の男が立っていた。そのまわりを遠巻きにした生徒たちがかこっている。

　瘦やせこけたミイラのような男。

　しかも、全身血だらけで、ところどころ服が破れている。

　その様子からして、学校の関係者ではなさそうだ。

　謎なぞの男は、ぼんやりとした目で自分を取りかこむ生徒を見まわしていたが、真人たちのほうに視線をやったところで、目を見ひらき、助けを求めるように腕をあげた。

　だが、一歩踏ふみ出したところで、力ちから尽つき、倒たおれる。

「倒れたぞ！」

「あいつ、だれだ？」

「死んだのか？」

「血だらけだけど、凶きよう器きは？」

　そんなざわめきが広がる中、男のほうに走り寄った蘇王に続こうとした真人のうしろで、呆ぼう然ぜんとつぶやく声がした。

「……スズキ？」

　ハッとして真人がふり返ると、そこに、彼らと同じように騒さわぎを聞きつけてやってきたらしい今井盛令の姿がある。

　もしかして、知り合いなのだろうか。

　だが、男のほうを気がかりそうに見ていた今井は、真人が自分を見ていることに気づくと、サッと身をひるがえして歩き去ってしまった。

　そのあとを追うべきかどうか──。

　逡しゆん巡じゆんした真人に向かって、蘇王が叫さけぶ。

「真人！　仏野先生を呼んで来い！　早く！」

「──わかった」

　応じた真人は、ひとまず疑念は置いておき、すぐさま、ヴィーナス寮に取って返した。
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　結局、身元不明の闖ちん入にゆう者のせいで、その日は、奥宮に行くことができなかった。

　バタバタと慌あわただしく過ぎた一日を終え、ようやく寝ね床どこに入った真人であったが、興奮しているせいか、なかなか寝ねつけず、何度も寝ね返がえりを打つ。

　目が冴さえ、色んなことが頭の中をよぎっていく。

　あの闖入者は、何者だったのか。

　どうやら、今井の知り合いらしいが、どんな関係があるのだろう。

　そして、なぜ、血だらけだったのか──。

（スズキ……）

　たしか、そう呟つぶやいていたようだが、前にもその名前を聞いた気がした。

　そこで、また寝返りを打った真人は、違ちがうことを考える。

　せっかく、カグツチの魂たましいのかけらを手に入れたというのに、今度は「くるのまがり」が消えてしまうとは──。

　天てん女によから渡わたされた時、失くさないようにと注意を受けたにもかかわらず、こうして失くしてしまったのだから、正直、自分には「神使い」の資格などないのかもしれない。

　散歩好きのポチは、今ごろ、どこでなにをしているのか。

（まさか、どこかで迷子になっているわけじゃないよな……）

　神宝のくせに──。

　そんなことを思いながらうとうとし始めた真人は、夢うつつの状態で、「くるのまがり」の夢を見る。

　赤、青、紫むらさき。

　ピンク。だいだい。玉虫色。

　さまざまな色に輝かがやきながら、ふわふわと飛びまわる「くるのまがり」。

　湖を越こえ、谷を越え、山の上を飛んでいく。

　ホワン、ホワン。

　ホワン、ホワン、と。

　それまで、とても気持ちよさそうに飛びまわっていた「くるのまがり」が、ふいに、黒い竜たつ巻まきのようなものに引き込まれ、落下する。

　落ちたところが真っ赤に染まり、それが山全体に広がっていった。

　赤い。

　真っ赤だ──。

　燃え盛る炎ほのおの中に、「くるのまがり」が飲み込まれる。

「ポチ！」

　自分が叫ぶ声で目覚めた真人は、ベッドの上で飛び起きた。

　しんと静まり返る夜。

　心臓がドクドクと脈打つ音が、身体からだの外にまで響ひびいてきそうである。

　イヤな夢だった。

　あんな夢を見るなんて、もしや、「くるのまがり」の身に、なにか起きたのだろうか？

　不安を覚えながら窓のほうに視線をやった真人は、そこで目を丸くする。

　窓の外が、うっすらと赤く染まっていた。それは、まるで、今しがた見ていた夢の続きのようだ。

　慌ててベッドを下り、窓に近づいた真人は、目の前の光景に息を吞のむ。

　山が、燃えている。

　いや。

　燃えているのではなく、雑木林の一部が、赤く不気味に光っているのだ。

　まさに、夢で見たように──。

（そういえば……）

　真人は、夏休み中、下級生が言っていたことを思い出す。

　火事の夢を見るから眠ねむれないと訴うつたえてきた下級生は、裏の雑木林が赤く光るのを見たと言っていた。

（もしかして、これのことか……？）

　納なつ得とくした真人は、パジャマ代わりにしているスウェットと長なが袖そでＴシャツの上に、パーカーを羽織って外に出た。日中は、まだ夏の暑さが残っていて、半はん袖そででも汗あせをかくくらいなのに、朝晩の冷え込みはなかなかのもので、一枚着たくらいでは寒かった。

　外は、妙みように静かだ。

　赤く染まっている場所は、雑木林から続く山の中腹で、その位置から見て、深社口岩のあたりであるのは間ま違ちがいない。

　懐かい中ちゆう電灯を片手に、寮りようの裏手から雑木林に入った真人は、水方家が管理している鳥居形の門を乗り越えて、その先の獣けもの道みちをあがっていく。

　ほとんど道なき道で、伸のびている枝を払はらいながら先に進む。

　足元を照らすのは、自分が手にした懐中電灯のみ。

　中秋の名月が明るく大地を照らしているとはいえ、木々に遮さえぎられたこのあたりまでは届いてこない。

　原初の闇やみが、行く手をはばむ。

　そんな中、前方に赤い輝きが見えてきた。

（あれか──）

　思った真人が、足を速める。

　と──。

　ふいに目の前がぽっかりとひらけ、木々のない平地に出た。

　そこには、まるで、大だい噴ふん火かでもあったかのように大岩がゴロゴロと転がっていて、かなり異様な雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　その先には大岩が積み上がり、巨きよ大だいな石積みの壁かべを作っていた。

　この場所には、かつて「深社口岩」と呼ばれる巨大な一枚岩があって、深社口という洞ほら穴あなを塞ふさいでいたのだが、そこに囚とらわれてしまった魂を解放するため、真人が、神を使し役えきして壊こわした結果、このような残ざん骸がいが転がることになった。

　そして、今。

　積み上げられた大岩の奥から、毒々しいほど赤々とした光が漏もれている。

　なんの光かは、わからない。

　ただ、心臓の鼓こ動どうを表すように明るくなったり、暗くなったりを繰くり返す。

　その赤い光に照らされて、一人の男が立っていた。

　背中で結んだ長い三つ編み。

　すらりとした立ち姿。

　光の中に浮うかびあがったシルエットだけで、だれだかわかる。

「守谷──」

　つい声に出してしまってから、真人は「しまった」と思うが、あとのまつりだ。

　案の定、ふり返った守谷が、真人の姿を認めて皮肉気な笑えみを浮かべた。もともと退たい廃はい的な美しさを持つ青年であるだけに、そういう笑みがよく似合う。

「君か……」

　守谷は、手にしていた本をとじ、真人のほうに近づいてくる。

「なんでもいいけど、上級生を呼び捨てにするとは、いただけないね」

「──すみません」

　とっさに「さん」を付け忘れたのは事実なので、真人は素す直なおに謝った。

　それを見おろし、守谷は「まあ、いいけど」と応じる。

「それより、本当に、君は、見なくていいものを見たり、聞かなくていいことを聞いたりするのが得意のようだね」

「……別に、そんなことは」

「それなら、なぜ、ここに来たんだ？」

　鋭するどく問い詰つめられ、真人がしぶしぶ答える。

「それは、この赤い光が見えたからです……けど……」

「ほら」

　我が意を得たりといわんばかりに、守谷が声をあげた。

「やはり、そうじゃないか」

「そうですけど、別に、見たのは俺だけじゃないし」

「ふうん、そう？」

　闇のような目で真人を見すえ、守谷が訊きく。

「それなら、他ほかに、だれが見たって？──水方蘇王？」

「いえ」

　言下に否定し、真人は続ける。

「ただ、以前、下級生がそんなようなことを……」

「ああ、彼ね。たしかに、そんなこともあったかな。──でも、彼は、とっくに忘れているだろうし、今夜も、よく寝ねているはずだよ」

　そこで、面おも白しろそうに唇くちびるの端はしをつり上げた守谷が、真人の顎あごに手を伸ばして続ける。

「それなのに、相談を受けたほうの君は覚えていて、しかも、こうしてここにいる。……いったい、なぜだろう？」

　真人が、うっとうしそうに顔を動かして、上級生の指から逃のがれながら反論する。

「知りませんよ。──それより、これは、守谷さんが？」

　大岩のところで、明るくなったり暗くなったりしている赤い光を顎でさして訊いた。

　つられたようにふり返った守谷が、認める。

「そう。これは、復活の儀ぎ式しきのための前段階と思ってくれていい。地下深くに封ふうじ込められている神が、僕の呼び声に応こたえているんだ」

「……神って、モレク？」

　真人がつぶやくと、「へえ？」と受けた守谷が、視線を戻もどして目を細める。

「いちおう、それくらいは調べたようだね。……水方も、がんばっているらしい」

　余よ裕ゆうで応じた守谷に対し、真人が、「だけど」と単刀直入に切り込む。

「守谷さんは、血を好む危険な古代神なんかを蘇よみがえらせて、どうしようっていうんです？」

　だが、それには答えず、守谷はからかうような口調で応じた。

「そんなことを訊くなんて、もしかして、君は、僕に興味があるのかい？」

「そうですね」

　認めた真人は、誤解のないように付け足した。

「だって、あんな残ざん酷こくなことに手を染めて、いったい、守谷さんに、どんな利益があるのかと思って」

　すると、守谷は、手にした本の表紙を指で撫なでながらつぶやいた。

「利益……」

　彼の指がうごめく本の表紙は、目の前の光に劣おとらず、真っ赤な色をしている。──毒々しいまでの赤。

　真人は初めて見るが、それが例の「秘神礼賛之書」であるのは、間違いないだろう。

　気のせいか、その赤い色は、深社口岩の明かりの輝き度どに合わせ、明るくなったり、暗くなったりしているようだ。

　顔をあげた守谷が、訊く。

「それなら、なぜ、君は、僕の邪じや魔まをしようとするんだ？」

「なぜって……」

　少し考えてから、真人は答えた。

「それは、もちろん、血を好む神なんかが蘇ったら、僕たちが住む日本は、大変なことになってしまうからです」

「そうなのか？」

「はい」

　うなずいてから、自信なさそうに補足する。

「──そう聞きました」

「聞いた、ね」

　守谷がうっすらと笑って、批判した。

「聞いただけなら、それが事実かどうかは、わからないだろう。自分たちの信じているものが正しいと思っている人間が、敵対する相手を悪くいうのは、世の常だ」

「そうかもしれませんけど、でも、少なくとも、血を好むような神に、ろくなものはいないはずです！」

　とたん、二人の足元が、グラグラッと揺ゆれる。

　ほんの一いつ瞬しゆんのことで、地じ震しんというほどのものではなかったが、たしかに大地が震しん動どうした。まるで、地に潜ひそむなにかが、真人の言葉に対し怒いかりを表明したかのようであった。

　とっさに息を吞のんだ真人に、守谷が「ほら、ご覧」と忠告する。

「不用意に、モレクを刺し激げきするからだよ。──それに、言わせてもらえば、古来、血を好んできたのは、神よりも人間のほうだ」

「──そうなんですか？」

　意外そうな真人に対し、守谷は「うん」とうなずいて淡たん々たんと続けた。

「なんといっても、人の歴史は、戦争の歴史だ。力を得るために血を流し、より多くの敵を倒たおしたほうが支配権をにぎる。それは、弱肉強食という自然の摂せつ理りの別の形でもある。──ただ」

　そこで指をあげ、強調するように続けた。

「戦いで勝ち残ったものが、そのあと、どんな施し政せいを行うかは、まったく別の話だ。悪政を行うも、善政を行うも、その人の自由」

「善政……？」

　真人が、疑わしげに繰くり返した。

　人を生いけ贄にえにしておきながら、だれのための善政なのだろう。

　だが、守谷の主張は揺るぎない。

「そう。古代ギリシアの時代から、善き支配者に支配された国の民たみが、もっとも幸福であるという哲てつ学がくもあるくらいだ。ただ、どんなヴィジョンがあるにせよ、理想の実現には力がいる。逆にいえば、力がなければ、どんなに立派な理想をかかげていようと、まったく意味がない。なにもしないのと同じだよ。──それを考えたら、敵を倒すために力を貸してくれる神を崇あがめたとして、なにが悪い？」

　滔とう々とうと語られ、異論も正論に聞こえてくる。

　だが、理り屈くつではなく、感覚で物事を判断しがちな真人は、きっぱりあっさり言い放つ。

「悪いですよ」

「なぜ？」

「なぜもなにも、なにかを成し遂とげるのに、他の人を犠ぎ牲せいにしていいという考えは、どこか変です」

　守谷が軽く首をかしげて、訊き返す。

「そうかな？」

「そうです！」

「でも、それなら君は、大勢の人間の命と一人の人間の命を、同じ重さとして天てん秤びんにかけられるのかい？」

　哲学談義のように難しいことを問われ、真人が眉まゆをひそめて訊き返す。

「……どういう意味です？」

「だから、それが、全体の幸福につながるとわかっていたら、その前に立ちはだかる一人の人間を排はい除じよしようと、君は思わないのかい？」

「──それは」

　ここに来て、真人は返答につまった。

　これが蘇王なら、きちんとした反論もできるのだろうが、何度も言うように、真人は、ふだんから、物事をあまり深く考えない。

　考えず、感覚で目の前の状じよう況きようをどうにかしようとする。

　だから、もし目の前に助けなければならない人間がいたら、きっと助けるだろう。たとえ、そのことで、あとで大きな被ひ害がいが出ても、助けてしまうのが真人かもしれない。

　察した守谷が、したり顔でうなずく。

「うん。答えなくても、僕にはわかるよ。君なら、たとえ、それがどんな人間であれ、目の前にいたら助けてしまいそうだ。──だけど」

　そこで、口調を厳しいものに変えて、宣言した。

「それでは、僕を止められない」

「そうなんですか？」

「うん。今、この場で僕を殺すくらいの覚かく悟ごがなければ、絶対に、君たちは勝てない」

「殺すって、そんな──」

　人を殺す覚悟などしていない真人が、うろたえて相手を見あげる。

　それを、ある種の愛いとおしさでもって見おろし、守谷が意地悪く言った。

「そうだよ。君が、僕を殺すんだ。──ああ、それとも」

　そこで、さらに皮肉気な口調になって、守谷は残酷な質問をする。

「その手の汚よごれ仕事は、すべて、水方蘇王に任せるつもりか？」

「蘇王？」

　一瞬、その意味がわからず、バカみたいに同じ言葉を繰り返した真人が、すぐに目を見ひらき、大きく首を横に振ふって否定した。

「まさか、そんな！　蘇王の手を血で汚させるなんて！」

　絶対に、あり得ないことである。

　真人にしてみれば、あれほど清せい浄じようできれいな人間を穢けがすものは、だれであろうと許さない。

　真人の瞳ひとみによぎった強い意志を見て、守谷が面おも白しろそうに訊きいた。

「だけど、それなら、だれが僕を止めるのだろうね？」

　その一瞬、守谷の暗い瞳に狂くるおしいまでの情念がたぎった。それは、まるで、自分を殺す人間を待ち望んでいるかのような、ひどく危険な匂においのするものだった。

　気づいた真人が、とまどったように守谷を見つめる。

　いったい、この上級生の真意は、どこにあるのだろう。

　そんな真人に、ツッと守谷がつめよった。

「──なんなら、今、試ためしてみるかい？」

「試す？」

「そうだよ。──この瞬しゆん間かん、僕は一人で、手には、君たちが取り戻もどしたがっている『秘神礼賛之書』がある。これを君たちが手に入れられれば、モレクは蘇よみがえることができず、これ以上、血の犠牲が流されることもないわけだから、ここで僕を殺して、この本を取り戻せばいい」

　言いながら、守谷は、服のポケットから取り出したナイフの刃はを伸のばし、真人の前に突つきつけた。

「どうだい？」

「どうって、そんな……」

　急に重い決断を迫せまられ、真人が一歩あとずさる。

　その分、一歩、歩を進めた守谷が、そそのかす。

「なにを、ためらっているんだ。自分の理想をかかげて勝負をし、相手を倒したほうが、自分の理想を実現できる。──ほら、これは、絶好のチャンスだよ。君が、ここで、僕を殺すことができたら、君たちの勝ちで、その結果、大勢の人の命が救える」

　柄えのほうを向けて差しだされたナイフを、だが、真人は受け取れない。必死で首を横に振って受けとるのを拒きよ否ひする。

「イヤです」

「どうして？」

「どうしてとかじゃなく、イヤです。絶対に、イヤだ！」

「へえ。──でも、もし、君が受けとらないなら」

　そこで、守谷は器用にナイフを持ちなおすと、真人の足を払はらって地面になぎ倒し、「うわっ」と声をあげて倒れ込んだ真人の喉のど元もとに、鋭するどい切っ先を突きつけた。

「僕が、今、君を殺すよ？──そして、僕の理想を実現する」

「────！」
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　僕が、今、君を殺すよ？

　ナイフの刃が喉に食い込むのを感じながら、真人は息を止めて上から覗のぞき込んでくる相手を見つめる。

　そこにある、殺意。

　唾つばを飲みこんだだけで、自分が傷つくのがわかった。

　真人の琥こ珀はく色いろの瞳と守谷の闇やみ色の瞳がぶつかる。そこに、真人は、さっき感じたのと同じ、絶望にも似た焦しよう燥そう感かんを見て取った。

（もしかして、この人は、死にたがっているのだろうか……？）

　考えながらまばたきをした真人を見て、守谷が、憂うれいのある表情のまま、スッとナイフを引いた。

　それから、「なんてね」と小さくつぶやく。

「……どうせ君の血を流すなら、それ相応の場所がいい」

　刃は物ものの冷たさが遠ざかった喉のど元もとに手をやりながら身体からだを起こした真人は、立ちあがってナイフをしまっている守谷を見あげて、問う。

「……でも、なんのために？」

「なんのため？」

「そうです。なんのために、守谷さんは、そこまでやろうとするんですか？」

　守谷は、自分のやっていることで傷ついている。それなのに、自分の心を傷つけてまで、どうして意志を貫つらぬこうとするのか──。

　守谷が皮肉気に笑って、答えた。

「そんなの、僕に選せん択たく肢しなどない」

「選択肢がないって。なぜ？」

　驚おどろいた真人が、続ける。

「守谷さんの人生なんだから、守谷さんがやりたいように生きればいいじゃないですか？　嫌いやなら止やめればいい」

　だが、守谷は、いつものような退たい廃はい的な雰ふん囲い気きをまとい直すと、肩かたをすくめて言った。

「そんな自由は、僕にはないよ。──僕は、このために生まれてきたのだから」

「生まれてきた……？」

　その時、真人はふと、蘇王から聞いた話を思い出す。

　守谷が教祖となっている「巌本神霊教団」は、三十年くらい前、「守谷」という谷のリゾート開発中に、ある家の床ゆか下したから「秘神礼賛之書」の写しの一部が見つかったことに始まるということだった。

　つまり、現在高校生である守谷則継が生まれる、ずっと前のことである。

　ということは、守谷則継の誕生は、今井盛令と同じように、だれかに仕組まれたものである可能性が高い。

　黙だまりこんだ真人に対し、守谷がふと思いついたように付け足した。

「──ああ。なんのためというなら、強しいて言えば、流された血のため……だろうな」

「流された血？」

「そう。僕は、僕だけの人生を生きているわけではないから」

（僕は、僕だけの人生を生きているわけではない……？）

　その言葉に垣かい間ま見みえた、深い悲しみ。

　初めて、守谷が人間らしく思えた瞬間だ。

　ふだん、どこか退廃的な雰囲気を漂ただよわせる上級生の、その元げん凶きようがそこにあるように、真人には思えた。

（いったい、この人は、どんな環かん境きようで育ってきたんだろう……）

　あるいは、どんな人生を強いられてきたのか──。

　同じように、美水大社次期大おお祝はふりとしての教育を受けながら成長してきた蘇王を従兄弟に持つ真人は、なんとなく、そのつらさがわかるような気がした。

　思わず、真人が口にする。

「守谷さん。本当はだれかに──」

　だが、皆みなまで言わせず、守谷が告げる。

「──どうやら、迎むかえが来たようだよ」

　その言葉にふり返ると、雑木林の中で懐かい中ちゆう電灯の光が揺ゆれ、ほどなく、蘇王が端たん整せいな姿を現した。

　異変に気づいたのか。

　それとも、真人が鳥居形の門を乗り越こえたという報告でも入ったか──。

　気づけば、先ほどまで輝かがやいていた赤い光は消え去り、あたりを照らすのは、月明かりのみとなっていた。

「真人」

　息を切らしながら近寄ってきた蘇王と入れ替かわるように、守谷が歩き出す。

「じゃあ、僕は行くよ。──明日が楽しみだ」

「──おい、待て！」

　とっさに、蘇王が引き止めようと手をのばすが、そのタイミングで、守谷の取り巻きたちが闇の中からバラバラと現れ、蘇王の動きを牽けん制せいした。

　その隙すきに、守谷は悠ゆう然ぜんと歩き去る。

　あとに残された二人は、ただただ、その後ろ姿を見送るしかなかった。

　守谷の姿が完全に見えなくなったところで、蘇王が、その場に座り込んでいる真人をふり返って訊きく。

「──なにがあった？」

「別に」

　立ちあがった真人は、すぐに訊き返す。

「蘇王こそ、どうしてここに？」

「お前が、真夜中に鳥居形の門をくぐったという報告があったからだよ」

　そっちか。

　思った真人が、さらに訊く。

「赤い光は見た？」

「赤い光？」

　いぶかしげに繰くり返した蘇王が、残念そうに答える。

「いや。僕の部屋からは見えなかった。──それに、必ずしも、万ばん人にんに見えるものとも限らないのだろう」

「──ああ、そうか」

　つまり、真人だから見えたということである。

　言われてみれば、そうでもなければ、いくら真夜中とはいえ、もっと大おお騒さわぎになってもいいはずだ。

　そこで、真人はふと、守谷の言葉を思い出す。






君は、見なくていいものを見たり、聞かなくていいことを聞いたりするのが得意のようだね。








　そこには、今、蘇王が言ったような意味も込められていたのかもしれない。

　その時、蘇王が、なにかに気づいたように、真人の首元に手をのばした。

「──おい。ここ、血が出ているぞ。ケガしたのか？」

「あ、うん」

　言われて、首元に手をやった真人が、撫なでながら応じる。

「たいしたことじゃない」

　だが、そう言われて、「はい、そうですか」で済まされるものではなかった。

　蘇王が、鋭するどく切り込む。

「──あいつに、なにをされた？」

「だから、たいしたことじゃないよ。ただ、守谷を止めたければ、彼を殺すくらいの覚かく悟ごが必要だって──。そう言われたくらい」

　とたん、背後をふり返った蘇王が、険しい目で守谷の消え去った方をにらみ、口中で小さく舌打ちする。

　真人に対し、そんな薄うす汚よごれた宣戦布告をしたことが許せなかったのだ。

「バカバカしい。相手にするなよ」

「でも、事実かもしれない」

「そんなわけないだろう」

　言下に切り捨てた蘇王が、真人の顎あごをつかんで力説する。

「いいか、真人。お前は、『神使い』なんだ。『神使い』に選ばれたからには、『神使い』なりの解決方法があるはずだろう。あんな屈くつ折せつした男のつまらない考えにとらわれず、お前は、お前の清明な心に従って最善を尽つくせ。──わかったか？」

　月明かりに浮うかびあがる端整な顔を間近に見て、真人の中に生まれつつあったもやもやしたものが、一いつ瞬しゆんで吹ふっ飛ぶ。日ひ頃ごろの修しゆ行ぎようの賜たま物ものかもしれないが、蘇王の美しく整った姿には、それを見るだけで清めの効果があるようだ。

「──わかった」

　ややあって、素す直なおに応じた真人がホッとしたように肩の力を抜ぬくと、その肩に手をまわした蘇王が守るように抱だき寄せながら、言う。

「とにかく、今日はもう寝ねよう。──勝負は明日」

　真人の肩を押すようにして歩き出した蘇王が、正中した月を見あげながら付け足した。

「ということで、頼たよりにしているからな、『神使い』」
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　翌日。

　蘇王は、藤代と連れだって、日曜日で閑かん散さんとする校舎エリアを歩いていた。

　昨日の侵しん入にゆう者の件を受け、藤代は生徒代表、蘇王は最初に被ひ害がい者しやに接せつ触しよくした人間として、警察の事情聴ちよう取しゆを受けることになったからだ。

「それにしても、部外者があんなところまで入って来られるとは、うちも、まだまだセキュリティーが甘いね」

　歩きながら藤代が、淡たん々たんと文句を言う。

「こんなんじゃ、いつ、誘ゆう拐かい事件が起きてもおかしくない。なんといっても、相当な確率で、日本屈くつ指しのお坊ぼつちゃまに当たるんだ。誘拐犯にとって、この学校は、まさに魚群だよ」

「そうですね」

　よくしゃべる藤代に対し、蘇王の返事は短い。それが彼らのスタイルで、二人には、ちょうどいい塩あん梅ばいなのだ。

　と、その時。

　蘇王の胸ポケットでスマートフォンが鳴り出した。

　発信者を確かく認にんした蘇王が、「すみません、実家です」と断って電話に出る。実家と言えば、美水大社のことで、そこからの連れん絡らくは急を要することが多い。

　案の定、相手は奥宮の神官で、声に戸と惑まどいの色がある。

『あ、蘇王様。朝から申し訳ありません』

「いえ。なにか？」

『それが、奥宮にまた侵入者です』

「侵入者？」

『はい。ただし、今回は、取り押さえました』

「警察には？」

『まだです』

　告げたあと、ためらいを隠かくせずに相手が報告する。

『……実は、侵入者は真人様で』

「真人？」

　隣となりを歩く藤代がチラッと蘇王を見た。

　その間にも、電話の向こうで相手が続ける。

『はい。──なにやら、とても急いでいるご様子で、蘇王様はあとから来るんだとかなんとか、わめいていらっしゃって』

　そう語る声のうしろでは、たしかに真人の声がしている。

　真人とは、今日、奥宮に「くるのまがり」を捜さがしに行くことになっていた。

　ただ、朝食の席で警察の来訪を告げられたため、それが終わったらという話になっていたはずだ。

　だが、どうやら、待ちきれなかったらしい。

　気持ちは、わからなくもない。

　なんといっても、今日は秋分前夜で、明日の日の出までが勝負となるからだ。

　ため息をついた蘇王が、指示を待つ相手に伝える。

「好きにさせていいですよ」

　神官が、驚おどろいたように反論した。

『ですが、真人様は、岩屋の封ふう印いんを破ろうとなさっているんです』

「知ってます。それが目的で、そこに行ったはずなので。──まあ、僕がそちらに着き次し第だい、封印をし直すので、清めの儀ぎ式しきの準備のほうを、よろしくお願いします」

『──わかりました』

　それだけで納なつ得とくしたらしく、相手はすんなり引きさがる。

　電話を切った蘇王に、藤代が好こう奇き心しんを抑おさえられない様子でたずねた。

「真人が、どうかしたのか？」

「はい。まあ、あの通り、自由奔ほん放ぽうな従兄弟いとこなので……」

　あいまいに応じた蘇王が、「それより」と話の向きを変える。

「藤代さんは、気づかれましたか？」

「なにを？」

「昨日の不ふ審しん者、手首にトカゲのような爬は虫ちゆう類るいの入れ墨ずみがありましたよ」

「本当に？」

　気づいていなかったらしい藤代が、細い目を軽く見ひらいて驚く。彼が現場に着いた時には、すでに環が侵入者の容態を診みていて、そばに近づけなかったのだ。

　藤代が、感かん慨がい深げに言う。

「つまり、あれは、今井の関係者ということか」

「ええ」

「そうなると、あの話も、俄が然ぜん、真実味を帯びてくることになるね」

　あの話とは、もちろん、今井が、幻まぼろしと言われている砂さ漠ばくの部族「モレの一族」と関かかわりがあることをさしている。

「そうですね」

　うなずいた蘇王だが、実は、話はそれだけではない。

　水方家からの報告では、昨日のうちに病院に移された不審者は、奥宮で消えたという侵入者と同一人物であるらしい。

　それは、真人の証言とも一いつ致ちする。

　今井が、現場でつぶやいた「スズキ」という名前。

　昨夜、「深社口岩」からの帰り道に真人が話してくれたことによれば、以前、今井は、電話口で、「スズキ」という人物がいなくなったという報告を、だれかから受けていたらしい。

　しかも、その時期は、奥宮に侵入者があった日と、ほぼ重なっている。

　それらのことを考え合わせると、あの噂うわさも、単なる噂ではなくなる可能性があった。

（奥宮と深社口岩は、つながっている──）

　だが、そうなると、奥宮には、まだ「神鎮めの神官」である蘇王すら知らないなにかが、隠されていることになる。

　考え込む蘇王のポケットで、ふたたびスマートフォンが着信音を響ひびかせる。

　それをチラッと見やった藤代が、さすがに嫌いや味みをのたまう。

「おやおや。美水大社次期大おお祝はふりともなると、お忙いそがしいようで」

　苦く笑しようした蘇王が、それを了りよう承しようと受け取って、電話に出る。

　すると、蘇王が応じるより早く、電話の相手が、とても焦あせった調子で報告した。

『大変です、蘇王様』

　蘇王が「いったいなにが──」と言いかけるのももどかしそうに、相手は、先走って報告を続けた。

『真人様が、奥宮から消えてしまわれました！』
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　それより少し前。

　美水大社奥宮に侵しん入にゆうしようとしてつかまっていた真人は、神官から解放されて、ぶつぶつとぼやいた。

「……だから、言ったのに。蘇王は了承済みだって」

　蘇王と電話で話した神官が、さほど申し訳なさそうでもなく、謝る。

「申し訳ありません。こちらも、仕事でして」

「……わかっていますけど」

　おさえられていた手首をさすりながら、真人が「──で？」と問う。

「捜していいんですよね？」

　それに対し、片手を翻ひるがえして入り口を示した神官が、慇いん懃ぎんな口調で答えた。

「ご存分にどうぞ」

　そこで、真人は、奥宮に足を踏ふみ入れる。

　さほど広くない奥宮であるが、その分、整然としている。

　白木の柱や祭さい壇だん。

　歩くたびに、キュッキュと鳴る磨みがき抜ぬかれた床ゆか。

　真っ白い紙かみ垂しでのついた大おお幣ぬさや祭壇に供えられた御み饌け、お神酒みきなど、神を祀まつるのに必要なもの以外、なにも置かれていない清せい浄じような空間。

　宮全体から、檜ひのきの香かおりがほんのりと漂ただよってくる。

（へえ……）

　入り口から全体を見わたした真人は、かなり感動する。

　蘇王が、彼らの住む世界からその気配を断たつ時は、いつもこんな場所にいるのだ。ここを見れば、蘇王が持つ絶対的な端たん整せいさが、どうやって育はぐくまれたかわかるというものである。

　この場所を無ぶ遠えん慮りよに冒おかすことに、真人は若じやつ干かんのためらいを覚えたが、今は、そんなことを言っている場合ではなく、なんとしても、「くるのまがり」を見つけ、「秘神礼賛之書」を燃やしてしまわなければならない。

　それに、どうせ穢けがしたところで、あとで清めるのだろうし、真人の残す痕こん跡せきなど、蘇王にとっては、きっとタヌキのそれくらいのものである。

　もっとも、一口に「捜さがす」と言っても、見た通り、余計なものが一いつ切さいないため、ここに「くるのまがり」がないのは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　あるとすれば、当然、蘇王が言っていた「封ふうじられた部屋」である。

　そこで、真人は、まっすぐ祭さい壇だんの裏に向かい、そこにある敷しき物ものをはがして、隠かくされた扉とびらを顕あらわにする。

　奥宮を守る神官であれば、だれもが二の足を踏むであろう、封ふう印いんの破は壊かい──。

　だが、真人は、なんのためらいもなく神しん呪じゆの封印を破って扉をあけると、ひょいと、不用意に中を覗のぞき込んだ。

　とたん、もわっと。

　おどろおどろしい、穢れた空気が立ちのぼる。

「うわっ」

　のけぞるようにして声をあげた真人は、とっさに身体からだを引いて顔をしかめた。

（う～ん。たしかに、これは……）

　封じて、当然だ。

　ねっとりと絡からみつくような禍まが々まがしい気。

　思わず、手であちこちを祓はらいたくなる。

　その様子を背後から見ていた神官が、カンテラを渡わたしながら心配そうに訊きく。おそらく、真人の身を案じる以上に、この場が穢されることを気にしているのだろう。あるいは、真人の軽々しさに対する懸け念ねんか──。

「大丈夫ですか、真人様？」

「……たぶん」

「なんなら、ご一いつ緒しよしましょうか？」

「いえ」

　真人は、即そく座ざに断った。

　神域を冒していることだけでも申し訳ないと思っているのに、その上、身の清浄を保つ努力をしている神官まで、穢すわけにはいかないと思ったのだ。

「ザッと見てくるだけなので、一人で大だい丈じよう夫ぶです。──ただ」

　そこで、ちょっと不安そうに付け足した。

「もし、十分くらい経たっても戻もどらなくて、ここから声をかけても返事がなかったら、様子を見にきてもらってもいいですか？」

「もちろんです。──お気を付けて」

　そこで、真人は受け取ったカンテラで足元を照らしながら、単身、気味の悪い空間に下りていく。

　蘇王の言っていた通り、下り立ったところは、ごつごつした岩いわ肌はだがむき出しになっている岩屋だった。

　ひんやりとした空気が肌はだに絡みつき、寒さが尋じん常じようではない。

　もちろん、暗さも同じだ。

　まさに、一寸先も見えない状態で、カンテラの明かりをかかげて様子をうかがうが、「くるのまがり」が転がっている気配は、微み塵じんも感じられなかった。

　なにより、グルグル巻きにしていた紐ひものようなものが真人の手にある今、「くるのまがり」は自由の身のはずで、この中を色々な色に光りながら飛びまわっていてもおかしくないのに、どこにも姿が見えない。

　それでも、真人は、いちおう、床を照らしながら、部屋の中を捜しまわった。

「お～い、ポチ。いたら、返事をしろ」

　言ったあと、耳を澄すますが、返事はない。

　代わりにといってはなんだが、自分の声が響ひびいた分、静けさが倍増した気がした。

　めげずに、真人は声を出す。

「お～い。『くるのまがり』、どこにいるんだ。もどって来いって。──俺には、お前が必要なんだ！」

　ほとんど、恋こい人びとに対するすがり文句になっている。

　だが、やっぱり返事はない。

　どうやら、この中にはいないようだ。

　となると、可能性として残っているのは──。

（この下か……）

　真人は、岩屋の真ん中で存在感を示している長方形の黒い岩の前に立つ。

　蘇王の話では、この岩の側面にトカゲのような爬は虫ちゆう類るいの彫ちよう刻こくがあって、そこを押すと岩が動く仕掛けになっているらしい。

　ただし──。

　岩の下から現れる裂さけ目からは、凝ぎよう縮しゆくされた瘴しよう気きのようなものが吹ふき上がってくるので、注意を要するということだった。なんといっても、あの蘇王が、その瘴気に当たって気を失い、あとのことを覚えていないと言っていたくらいだ。

　真人は、側面にカンテラを近づけ、目当ての彫刻を見つけだす。

（これだ──）

　そこで、一度深呼吸して息を止めると、トカゲのような爬虫類の上をグッと押す。

　すぐに、反応があった。

　その部分が四角くへこむと、しばらくしてズズッと重い音を立てながら、長方形の岩が動き出した。

　とたん、目に見えるほど黒く凝こごった気が、渦うずを巻きながら吹き上がってきた。

　あらかじめ注意を受けていなければ、まともに浴びてしまっただろう。

　だが、気をつけていた真人は、それをうまく避よけると、黒々とした気が途と切ぎれたところで息を止め、サッと中をのぞきこむ。

　そこは、まさに、大地にひらいた深しん淵えんへの入り口にふさわしく、中は、まったき闇やみに包まれていた。

　ただ、その闇の中で、わずかに光るものがある。

　とても弱々しい輝かがやきであったが、赤、青、紫むらさき、ピンク、だいだい、玉虫色……と、少しずつ色を変えながら、ホワン、ホワンと光っている。

「ポチ！」

　とっさに叫さけんで身を乗り出した真人は、その輝きを頼たよりに「くるのまがり」をつかみ取ろうと思いっきり手をのばした。

　ところが、真の闇というのは、人の距きよ離り感かんを狂くるわせてしまうものらしい。

　つかんだと思ったとたん、手が宙を切り、その勢いでバランスを失った真人は、そのまま頭から裂け目の中に落ちていく。

「うわああああっ！」

　悲鳴すら、あっという間に闇に飲みこまれ、真人の姿が消え失うせる。

　階段の上では、異変に気づいた神官の声がする。

「真人様！　真人様、ご無事ですか？　真人様！」

　だが、もちろん返事をする者はなく、床ゆかに残されたカンテラが照らすわずかな空間では、ややあってズズッと音を立てた黒い岩が、ゆっくりともとの位置に戻っていった。
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　真人が、奥宮でいなくなった──。

　その報告を受けた蘇王は、警察への対応を藤代に任せ、急きゆう遽きよ、奥宮に向かうことにした。

　消えたとなると、真人は、あの裂け目に落ちた可能性がある。

　危険な場所であることは、あらかじめ説明しておいたのに、どんなトラブルがあって、落ちたりしたのか。

　幸い、真人に先んじて落ちたと思われる例の侵しん入にゆう者が、なんとか命を取りとめて病院にいることを思えば、落ちたことが、即そく、死と結びつくわけではないだろうが、それでも、大ケガを負った可能性は高い。

　こうなってみて悔くやまれるのは、やはり勝手をさせず、自分が行くまで待たせておくべきだったということだ。

　こういう時、真人が、カグツチの魂たましいのかけらを持っていることが、どれほどの助けになるのだろうか。

（まがりなりにも神の魂のかけらであれば、少しは守ってくれるといいんだが──）

　タクシーに乗るため、財さい布ふを取りにいったん寮りようの部屋に戻り、ふたたび寮を出て行こうとしたところで、蘇王は、ハーブ園のほうから聞こえてきた声に足を止めた。

「…司真人が？」

　声は、たしかに、そう言った。

　とっさに、角に身をひそめた蘇王が、そこからハーブ園のほうを覗のぞくと、そこには守谷と今井が立っていて、守谷が電話でだれかと話しているのが見えた。

「間ま違ちがいないのか？」

　確かく認にんした守谷が、スッと目を伏ふせて憂うれいを帯びた表情になりながら、声だけは毅き然ぜんとしたまま告げる。

「わかった。そのまま、つかまえておいてくれ。僕たちも、すぐに向かう」

　電話を切った守谷に、今井がたずねる。

「彼が、どうかしたのか？」

　それに対し、スマートフォンをしまいながら、守谷がもの思わしげに答えた。

「どうもこうも、なぜか、突とつ如じよ、地下神しん殿でんに現れたそうですよ」

「へえ」

　盗ぬすみ聞きしている蘇王が、眉まゆをひそめる。

（地下神殿？）

　いったい、なんのことを言っているのか。

　だが、なんにせよ、真人は、生きているようだ。

　まずは、そのことにホッとする。

　その間にも、今井が質問を重ねる。

「でも、どうやって？」

「さて。それがわかれば、こちらも苦労はないのですけど……」

「わからないのか？」

　確認され、守谷が両手をひらいて応じる。

「そのようですよ。向こうで待機している者の話では、地下の奥から降ってわいたように、ふらりと現れたそうです」

「ふらりと、ねえ」

　考え込んだ今井に対し、守谷が思うところがあるように言った。

「どうやら、ただ見たり聞いたりするだけでは飽あき足らず、彼は、来るべき場所ではないところにもやって来るようですね」

　すると、顔をあげた今井が、「それって」と口にする。

「あいつこそが、『神使い』かもしれないってことか？」

　とたん、盗み聞きしている蘇王が、ハッと顔をあげる。

（「神使い」──）

　真人から聞いていたとはいえ、彼らが、ここまで「神使い」のことを念頭においているとは、今の今まで、思ってもみなかった。

　その一いつ瞬しゆん、わずかに蘇王に隙すきができる。

　守谷が、顔を動かして校舎の壁かべ伝いに視線を流してから、答えた。

「ええ。その可能性は否定できません」

「だとしたら、好都合だな」

「好都合？」

「そうだろう。あいつが、地下神殿に現れたというなら、まさに、飛んで火に入る夏の虫。モレクに捧ささげる生いけ贄にえとしては、申し分ない」

「……まあ、そうですね」

　そこで、苦く笑しようを浮うかべた守谷が、「たしかに」と続ける。

「彼が、『神使い』だとしたら、その血を捧げればモレクは喜ぶでしょう。──それについて、君はどう思う、水方蘇王？」

　最後は、身をひそめている蘇王に向けて告げた守谷が、付け足す。

「そんなところに隠かくれてないで、いい加減、出てきたらどうだ？」

　どうやら気付かれていたらしい。

　小さく舌打ちした蘇王が、言われた通り、姿を見せる。

　今井が、蘇王を見て唇くちびるの端はしをつり上げた。

「これは、これは。──うまい具合に、役者がそろったってことか」

　黙だまったまま近づいた蘇王は、守谷の前に立ったところで、たずねる。

「地下神殿というのは？」

「へえ。さすがに、そのことまではわかっていなかったのか。だとすれば、驚おどろくかもしれないね。──なんといっても、美水大社奥宮は、古代、モレクを祀まつっていた地下神殿の上に建てられているのだから」

「地下神殿の上に？」

　蘇王が、かすかに目をみひらく。

　たしかに、それは驚きだ。

　奥宮の下に、そんなものがあったとは──。

　だが、そうであれば、封ふう印いんされた部屋にあった、あの黒い岩の彫ちよう刻こくにも納なつ得とくがいくし、あの裂さけ目がどこにつながっているかも、わかる。

　あの封ふうじられた岩屋は、かつて「モレの一族」の祭事場であったのだろう。

　ややあって、蘇王が落ちついた声で答える。

「なるほど。──つまり、深社口岩は、そのモレクを祀る地下神殿への出入り口をふさぐものだったんですね？」

「そう」

　応じた守谷が、ちょっと残念そうに付け足した。

「なんだ、あまり驚いていないようだね」

「まさか。これでもいちおう、驚いていますよ。ただ、美水大社にも、奥宮が深社口岩とつながっているのではないかという話は、前から出ていましたし、つい最近、それが事実であることを証明してくれた人がいまして。──『スズキ』という名前の人ですけど」

「『スズキ』？」

　いぶかしげに繰くり返した守谷に、蘇王が「ええ」とうなずきかける。

「『スズキ』さんです。もしかして、ご存じありませんか？」

「そうだな。『スズキ』なら何人か知っているけど、該がい当とうしそうな『スズキ』に、心当たりはないよ。──だれなんだい？」

「一言で言ってしまえば、昨日、寮に現れた不ふ審しん者のことです」

「ああ、彼ね」

　思い至ったようにうなずいた守谷が、意外そうに続ける。

「……へえ。彼の素す性じようがわかったのか」

　そんな守谷から今井に視線を移し、蘇王が、「もちろん」と挑ちよう戦せん的に問いかけた。

「今井さんは、よくご存知のはずですね？」

　決めつけられた今井が、眉をひそめて訊きき返す。

「なぜ、そう思うんだ？」

　蘇王が、肩かたをすくめて答えた。

「お忘れかもしれませんが、貴方あなたが、電話で『スズキ』氏の所在が不明になっている報告を受けているところに、真人が居合わせていますから」

「ああ。そうだっけねえ」

「さらに、『スズキ』という人物が、先日、奥宮に侵入した賊ぞくの一人であることもわかっているんです」

　蘇王の指し摘てきに、守谷がチラッと今井を見た。いったい、何の話だと探さぐっているような視線である。

　だが、今井は、さして動どう揺ようせず、しゃあしゃあと答えた。

「ほお。──だが、そうはいっても、『スズキ』なんて名前は、この日本には掃はいて捨てるほどいるわけだから、たまたま『スズキ』がかさなっただけともいえる」

「たしかに」

　うなずいた蘇王が、「それなら」と続けた。

「『スズキ』氏の手首にあった入れ墨ずみが、モレクを信しん奉ぽうしている幻まぼろしの部族──」

　だが、今度は最後まで言わせず、グッと蘇王の胸むなぐらをつかんだ今井が、それまでとは打って変わって凶きよう悪あくな表情となり、脅おどしつけるように告げた。

「いい加減に口を閉とざせ。でないと、しゃべれないようにしてやるぞ」

　その凄すごみ方は、半はん端ぱではない。

　その手の人間でも、これほどの迫はく力りよくはだせないだろう。

　だが、蘇王は、顔色一つ変えずに言い返す。

「なるほど。そこは、踏ふみこまれたくないようですね。どうやら、貴方には貴方なりの野心があるようで──」

　とたん、さらにグッと顔を近づけた今井が、低い声で言った。

「黙れと言ったのが、聞こえなかったか？」

　と──。

　意外にも、守谷が、二人の間を割さくように入りこんだ。

「それくらいでいいでしょう、今井さん」

　彼は、二人の会話を非常に興味深そうに聞いていたが、そのことについて、特にコメントはしなかった。

「それより、君は、どうする気なんだ、水方蘇王」

　今井から解放された蘇王が、守谷に視線を移す。

　正直、つつけば直情的になる今井より、感情をあまり見せない守谷のほうが、ずっと扱あつかいにくい相手だ。

「どうするというのは？」

　たずね返した蘇王に、守谷が説明する。

「盗ぬすみ聞きをしていたのだから、もうわかっていると思うけど、君の従兄弟いとこは、すでに僕たちの手のうちにある」

「そのようですね」

「それで、『神使い』というのが、彼なのか、君なのか、他ほかのなにかなのかは知らないけど、なんであれ、彼には、その血を注ぐだけの価値はあるということだよ」

「──血を、ね」

　嫌けん悪お感を顕あらわにしてつぶやいた蘇王が、まっすぐに退たい廃はい的な上級生を見つめて問い質ただす。

「そんなことをして、本当に許されると思っているのですか？」

　だが、守谷は、肩をすくめて憂うれいげに応じた。

「許されるもなにも、やるしかないことだからね。──それに」

　そこで、指先をあげ、彼なりの理論を披ひ露ろうする。

「そもそも、許す、許さないの判断は、決して画一的なものではない。それが、善悪の基準によるとしても、善悪の基準そのものが、その時の思想や風潮に依い拠きよするのであれば、絶対的悪などは存在しないわけだから」

「──だから、殺人も許されると？」

「そう。──ま、僕が殺人を犯おかしていたとしての話だけど」

「それは、とんだ詭き弁べんですね」

「詭弁？」

「ええ、そうでしょう」

　蘇王が、忌いま忌ましそうに言い返した。

「たしかに、善悪の基準は、時代によって移り変わってきたかもしれませんが、少なくとも、現代の日本に生きている限り、だれであれ、その社会の規き範はんに従うべきです。そして、現代の日本では、人を生いけ贄にえにすることは、許されざる忌むべき行こう為いです」

「なるほど」

　面おも白しろそうにうなずいた守谷が、「やはり」と応じる。

「君は、彼と違ちがって、それほど単純ではないようだ」

「彼」というのは、もちろん真人のことだろう。少なくとも、この男が、昨夜、この手の詭弁を弄ろうして、真人を悩なやませたのは間ま違ちがいない。

　蘇王が、うとましそうに言う。

「当然でしょう」

「でも、だとしたら、僕は、彼を選ぶよ」

「生贄として？」

「さあ。それはどうだろう」

　そこで、謎なぞめいた笑えみを浮うかべた守谷が、「言っておくけど」と続けた。

「神しん殿でんまでの道のりは『アリの巣』と言われていて、地図がなければ、辿たどり着くのに何日もかかる。下手をすれば、永遠に地下道の中をさまようことになるかもしれない」

「『スズキ』氏が、さまよったように？」

「そうだね。──つまり、あとから人を引き連れて来ようとしても、間に合うかどうか」

　換かん言げんすれば、真人を救いたければ、今、この時を逃のがすわけにはいかないということだ。

　蘇王が、すがめた目を守谷にすえる。

　その目を嫣えん然ぜんと見つめ返し、守谷は宣告した。

「そういうわけで、一いつ緒しよに来るなら歓かん迎げいするよ、水方蘇王。君の血か。それとも、君の従兄弟の血か。──選ぶのは、君に任せることにしたから」

　当然、蘇王は、ついていくことを選ぶ。

「わかりました。お供しましょう」

　その返事を待っていたかのように、その場に現れた数人の黒服姿の男たちが、蘇王の腕うでを後ろにまわしてとらえた。

　それを満足そうに見やった守谷が、今井とともに踵きびすを返す。

「では、行こうか。──モレクの神がお待ちかねだ」
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「アリの巣」とはよく言ったもので、深社口岩の残ざん骸がいのすき間から入りこんだ洞ほら穴あなの中は、岩いわ肌はだに無数の穴があいていて、それらがすべて、人一人がようやく通れるくらいの細く入り組んだ道になっていた。

　どの道を選べば、最短で目的地まで辿り着けるのか。──選せん択たく肢しは、膨ぼう大だいだ。

　当然、明かりはなく、道の先は真っ暗である。

「──これは、すごい」

　どうやら、今井も入るのは初めてらしく、洞穴に下り立ったところで感心していた。

　守谷を先頭に歩き出した道は、ところどころ、壁へき面めんを水が伝う場所もあって、おそらく、それが例の侵しん入にゆう者の命を救ったのだろう。そうでなければ、さすがに一ヶ月近くも、洞穴の中をさまよい続けることはできなかったはずだ。

　だが、ここには、すでに何度も来ているらしい守谷は、暗がりの中を、懐かい中ちゆう電灯の明かりだけを頼たよりに、迷うことなく進んでいく。

　今井が、そのあとに続く。

　蘇王は、前後を黒服の男たちにはさまれて歩いているため、動きが取りにくい。そんな状態にあって、どうしたら形勢を逆転できるか、慎しん重ちように考えながら歩を進める。

　やがて、小一時間ほど歩いた頃ころだろうか。

　前方に、オレンジ色の明かりがゆれ動くのが見えた。

　その明かりを頼りに歩みを速めると、ふいに、大きくひらけた場所に出る。

　そこは、まさに、地中深くに穿うがたれた子宮のような場所だった。そして、これこそが、モレクを祀まつっていたという地下神殿の跡あとなのだろう。

　その場には、いくつもの篝かがり火びが焚たかれ、その間を、神官服のようなものを着た男たちが動きまわっている。ただ、かなりアレンジされているため、見た目は、むしろベトナムの伝統的な衣装であるアオザイに近い。

　布地の色は漆しつ黒こくで、緋ひ色いろでトカゲのような生き物の紋もん様ようが無数に描えがかれていた。

　炎ほのおの明かりの中に浮かびあがった神殿は、中央部分の壁かべが細長くくり抜ぬかれていて、そこにご神体と思われる縦長の黒い石せき碑ひが置いてある。

　その前には、一枚岩で出来た祭さい壇だん。

　両側には、狛こま犬いぬの代わりとして、二対ついの巨きよ大だいな爬は虫ちゆう類るいの石像がある。

　蘇王が調べたところでは、爬虫類は、焼かれた枝の中から生きて出てくると言われるイモリを象かたどっているらしい。もちろん、存在の不ふ滅めつ性を象しよう徴ちようするものだ。

　ただ、ここにある石像は、その大きさから言って、もはやトカゲやイモリというより、コモドドラゴンやイグアナを思わせる。

　蘇王が、親衛隊の男たちに引っ立てられるように祭壇のほうに近づいていくと、爬虫類の石像の陰かげに、縄なわで両手を結ゆわえられて座らされている真人の姿があった。

「真人！」

　蘇王が叫さけぶと、真人が顔をあげて目を丸くする。

「蘇王!?」

「真人、ケガは？」

「ない……けど」

　言いながら、手て錠じようのように縄をかけられている両手をあげて、謝る。

「ごめん。つかまっちゃった」

「見ればわかる」

　それに対し、守谷が二人を見比べながら、冷たく告げた。

「感動のご対面もいいけど、どちらが生贄になるかを、早く決めることだよ」

　とたん、二人が、同時に守谷を見る。

　鋭するどく射い貫ぬいた蘇王に対し、真人は労いたわるような視線を向けている。

　そして、守谷が目を合わせたのは、真人のほうだった。

「……この期ごに及およんで、なんという目で僕を見るんだろうね、君は」

　無意識だった真人が、軽く目を細めて応じる。

「──だって、こんなことをして、本当にいいんですか？」

　だが、守谷の悲ひ壮そうともいえる決意は変わらない。それでも、真人の真しん摯しな瞳ひとみからは逃れるように視線をそらした。

「言っただろう。──今さらだよ」

　その後、儀ぎ式しきの準備をするために、守谷と今井はその場から姿を消す。

　残された真人と蘇王は、距きよ離りを置いたところに座らせられた。そのため、逃にげる算段もできなければ、互たがいのことを気にして、反はん撃げきすることもかなわない。

　そのまま、無む為いの時間が過ぎる。

　暗がりの中、しだいに時間感覚が失われていき、今が、夕方なのか、夜なのかもわからなくなってくる。

　やがて、神官服に着き替がえた守谷が、今井をともなって、ふたたび二人の前に現れた。

　守谷の神官服は、他ほかの人とは逆で、燃えるような赤い生き地じに、トカゲのような黒い生き物が一匹ぴきだけ大きく描かれたものである。

　その姿で、真人と蘇王の間に立った守谷が、淡たん々たんと告げる。

「さて、時間だけど、どちらが生贄になるか、決まったかい？」

　もちろん、決まっていなかったが、とっさに真人が名乗り出る。

「俺が──」

　それに対し、蘇王が「真人！」と鋭く呼ぶ。

「お前、ふざけるな」

「だって──」

　守谷が、そんな二人を見て、冷ややかに笑う。

「……まあ、思った通りの反応だけど」

　そこで、憂うれいのある目で真人を見つめ、皮肉気に続けた。

「残念だよ。やっぱり、君は、汚よごれ仕事を水方蘇王に託たくすのか──」

　真人が、ハッとしたように守谷を見返した。

　そんな真人に近づき、腕を取って立たせながら、彼は耳元で告げた。

「言っておくけど、これが、最後のチャンスだよ。今、僕を殺すことができれば、君たちにも助かる可能性がある……。でも、そうでなければ、二人とも、生き残ることはできない」

　つまり、一人を殺せば、もう一人も殺すということなのだろう。考えてみれば、生いけ贄にえを捧ささげるような儀式を見せられたあとで、無事に解放されるはずもない。

　真人と蘇王が、離はなれた距離で目を見かわす。

　どうすればいいのか──。

　だが、どちらも、なんの知ち恵えも浮うかんでいなかった。互いに相手の命が保障されない限り、動きようがなかったからだ。

　守谷が、真人を連れて、祭壇の前に進み出た。そこに置かれていた「秘神礼賛之書」を手に取って言う。

「さあ、真人。いい加減、覚かく悟ごを決めることだね」

　覚悟──。

　ここに来て、いったい、なんの覚悟がいるというのか……。

（もしかして）

　やはり、守谷は、死にたがっているのではないか。

　その場にひざをつかされた真人は、そんな思いにとらわれて、切なくなってくる。

　だが、そんな感傷にひたっていたら、蘇王も自分も助からないだろう。

　いったい、この場でなにができるのか──。

　彼らの背後では、平服のままの今井が、じっと様子を見守っている。

　その間にも、祭壇の前に立ち、文言を唱え始めた守谷を、炎の明かりが包み込む。

　揺ゆらめく炎を映して明々と輝かがやく赤い服は、まるでそれ自体が燃えているようで、その中に描かれた黒い爬虫類の図と合わせると、まさに、燃え盛る炎の中から巨大な爬虫類が這はい出てくるかのような錯さつ覚かくを、見る者に与あたえた。

　やがて、長々と文言を唱えていた守谷が、高らかな声で言い放つ。

「血が血を呼び覚ます。

　灰の中から蘇よみがえるように、血の犠ぎ牲せいにより、ふたたび息い吹ぶきを吹ふき返したまえ。

　モレクの神に、今、新たな血を捧げる。

　アギダメダメガメダアンブリダアギダメダメガメダアンブリタ」

　それに応じ、他の神官たちが低い声で一いつ斉せいに唱和し始めた。
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　その声は、奇き妙みように反はん響きようしながら、穴の中を殷いん々いんと伝わっていく。

　単調な音の連なりが、眠ねむ気けを誘さそう。

　自動演奏のように、機械的に繰くり返される唱和の中で、守谷が、ついに、祭壇の上にあった刃やいばの長い剣つるぎを取りあげた。

　キラリ、と。

　かかげられた刃は先さきが、白く輝く。

　なんのための剣か──。

　おそろしい予感に襲おそわれながら真人が見守る前で、守谷が、剣を持ったままひざまずき、真人の顎あごを手でつかむと、顔を寄せてささやいた。

「本当に残念だよ。君がここに現れたと聞いた時は、少し期待したんだけど」

　それから、スッと立ちあがり、一度、真人の首筋に当てた剣を、高々と振ふりあげる。

「やはり、君でも、僕を止めることはできないようだ──」

　炎を映してオレンジ色に輝く刃先を、真人は恐きよう怖ふを持って見あげた。

「真人！」

　叫んだ蘇王が、自分を押さえつけている男たちの手を払はらいのけようと暴れるが、さすがに多勢に無勢で振りきれない。

　まわりでは、唱和する声がしだいに高まり、今や、その声に鼓こ舞ぶされたかのように神しん殿でん全体が熱気を帯びている。

（殺せ）

（殺せ）

（殺せ）

　そんな狂きよう気きじみた想おもいが、形となって現れそうな異様な雰ふん囲い気きだ。
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　やがて、熱気が頂点に達したところで、守谷がその手を大きく振り下ろす。

　とっさに、縛しばられたままの腕うでをあげて頭をかばった真人の手と、振り下ろされた剣がぶつかった。

　血しぶきが飛ぶかと思った瞬しゆん間かん。

　真人の手から──正確には指輪のはまった真人の左手の薬指から、刀のような銀色の輝きが細長くのび──。

　キィンと。

　高らかな音を立てて、守谷が手にする剣がはじき返された。

　その勢いのまま、剣は、守谷の後方へと飛んでいく。

　なにが起きたのかわからず、呆ぼう然ぜんとする守谷。──いや、守谷だけでなく、その場にいた全員が、驚おどろいて唱和する声を止めていた。

　唐とう突とつに訪おとずれた、静せい寂じやく。

　だれもがかたまって動けずにいる中、ただ一人、その一いつ瞬しゆんのすきをついて、蘇王が動いた。

　自分をとらえていた男たちに体当たりしてなぎ倒たおし、叫さけぶ。

「真人！　行け！」

「蘇王！」

　真人は、蘇王のそばに行こうかどうか、とっさに躊ちゆう躇ちよしたが、「行け」という言葉に込められた言外の意味を汲くみ取り、意を決して神殿の奥へと走り去る。

　慌あわててあとを追おうとした男の肩かたをつかんで投げ飛ばし、蘇王は、だれにも真人の邪じや魔まをさせないよう、彼らの間に立ちはだかった。

　古武道の心得のある蘇王は、かなり強い。

　しかも、真人の身を案じなくてよくなった今、その力はいかんなく発揮される。

　そうして、幾いく人にんもの相手を倒し、蘇王が宣言した。

「終わりだ、守谷。お前の野望はついえたぞ」

「──それは、どうかな？」

　退たい廃はい的な笑えみを浮かべた守谷が、続ける。

「言ったはずだ。僕を殺さないかぎり、君たちが助かる道はない。そして、生贄の血は、なにも彼のものでなければならないというわけではない。君の血でも構わないんだよ、水方蘇王」

　だが、それに対し、蘇王が答えるより早く、守谷の背後に立った今井が冷れい酷こくに告げた。

「あるいは、お前の血でもいいんだよ、守谷則継」

　言葉と同時に、グッと腕に力を入れる。

　その手ににぎられていたのは、刃の長い剣だ。

　先ほど、守谷の手から飛び去った剣が、今、彼の身体からだを背中から刺さし貫つらぬいている。

　目を剝むいてのけぞった守谷の耳元で、今井がさらに言った。

「というより、我らの神は、祭主であるお前の血を欲ほつしている」

「き……さま……。やっぱり……裏切ったか」

「ああ。悪いが、教団は、俺がもらう。俺こそが、崇あがめられるべきモレクとなるんだ」

「……モレク……に？」

「そう。悔くやしいか？──だが、どうせ死にたがっていたんだ。ちょうど良かっただろう」

　言いながら、今井はさらに深く剣を押し込む。

　グッと喉のどを鳴らした守谷の唇くちびるから、血がしたたり落ちた。

「もっとも、お前が死んだところで、彼らの生きる道は残されていないがね。彼らには、このまま行ゆく方え不明となってもらい、来年と再さ来らい年ねんに、それぞれ、一年祭主になってもらうことにするさ」

「一年祭主……」

　次し第だいに意識を失いつつある守谷の口から、その言葉がもれる。

　それを目の前で見ていた蘇王は、一瞬、なにが起きたのかわからなかった。

　ハッと気づいた時には、返り血を浴びた今井が、守谷の血で汚よごれた剣を高々とあげている姿があった。

　その前で、目から光を失った守谷が、ズルズルと崩くずれ落ちる。

「守谷──」

　とっさにかけよった蘇王であるが、今しがたまで最大の脅きよう威いだった上級生は、すでにこと切れていた。

「まさか──。こんなこと……」

　あまりのことにその場でかたまった蘇王のそばでは、恍こう惚こつとした表情の今井が、「秘神礼賛之書」の上にかがみ込み、高らかに彼自身の請せい願がんを叫んだ。

「血が血を呼び覚ます。

　灰の中から蘇るように、祭主の血をもって、その復活を希こいねがう！

　我が一族の主たるモレの神よ、ここに目め醒ざめ給たまえ！

　アギダメダメガメダアンブ──」

　だが、いざ呪じゆ文もんを唱え始めたところで、突とつ如じよ、神殿の奥から出現した炎ほのおの手が、まっすぐに今井を襲った。
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　一方。

　神殿の奥へと走り去った真人は、人に邪魔されないところまでくると、ポケットから「くるのまがり」を取りだした。「くるのまがり」は、美水大社奥宮からここに落ちてくる時に、なんとかつかまえることができたのだ。

　というより、「くるのまがり」をつかまえるために、落ちたといっても過言ではない。

　それでも、真人が落下で怪け我がをしなかったのは、「くるのまがり」が落ちていく真人の身体を引き上げてくれたためであり、なにが良くて、なにが悪いかは、わからない結果となっていた。

　そして今、真人は、祓はらいの詞ことばを口にしながら、それを放ほうり投げた。

「祓い給え、清め給え、六ろつ根こん清しよう浄じよう」

　今は、一刻の猶ゆう予よもない。

　呼び出す神はわかっているので、出来る限り、手順をはしょることにして、いきなり本題に入る。

「我、…司真人──いや、違ちがう。う～」

　自分の名前が言えずに困った真人は、すぐに「ああ、いいや」と言って、続けた。

「名前の欠けちゃった『神使い』が、『くるのまがり』に命ず。火の神である『カグツチ』をここに参らせ給いて、欠けたる魂たましいと一つにし、今こそ、忌いむべき『秘神礼賛之書』を神しん威いの炎で焼き尽つくさんと、かしこみかしこみもうす！　これを、急ぎ急ぐこと律りつ令りようのごとくせよ！──マジで急いで！」

　それから、左手にはまっていた銀の指輪をはずすと、ホワン、ホワンと輝かがやきながら円を描えがくようにまわりだした「くるのまがり」に向かって、投げつける。

「頼たのむぞ、ポチ！」

　祈いのるように叫んだとたん──。

「くるのまがり」が宙に描く円の中心から、ゴオオッと音を立てて飛びだしてきた炎の手が、銀の指輪をつかんで焼き尽くし、指輪の中で輝いていた炎と一いつ緒しよくたになって、真人の前を通り過ぎて行った。

　その瞬しゆん間かん、とてつもない熱気が、真人を襲おそう。

　まさに火か炎えん噴ふん射しやだ。

　うっと呻うめいて顔をそむけた真人。

　だが、すぐに、神しん殿でんのほうで爆ばく発はつしたような閃せん光こうが広がったため、そちらに顔をふり向ける。

「うそっ！」

　慌てて走り出そうとした真人は、ふと気づいて、役目を終えて落ちてきた「くるのまがり」を引っつかんでから、走り出す。

　そこで、真人が目にしたものは──。

　ありとあらゆるものを焼き尽くそうとする劫ごう火かの海だった。

　中心にあるのは、赤い表紙の「秘神礼賛之書」で、その上で、二種類の炎が、互たがいに牽けん制せいし合うように立ちのぼっている。

　そのそばでは、今井と思わしき年とし恰かつ好こうの青年が火だるまになってのたうちまわっていた。目標に近すぎて、火難を避さけられなかったのだろう。

　劫火を逃のがれようと、神殿からは多くの者が逃にげ出していく。

　だが、そんなことはおかまいなしに、せめぎ合う炎と炎は拮きつ抗こうし、あらゆるものを、その手で焼き尽くそうとしていた。

　このままでは、前と同じである。

（もしかして、また「秘神礼賛之書」を燃やせずに終わるのか──？）

　そんな懸け念ねんが、真人の脳のう裏りをよぎった時だ。

　攻こう防ぼうを繰くり返す炎の拮抗が崩れ始め、赤い背表紙に最初の焦こげ目がついた。

　ボワッと。

　炎の中で、新たな炎が立ちあがる。

　ついに、「秘神礼賛之書」が燃え始めたのだ。

　かつて、多くの犠ぎ牲せいを払はらってなお、燃え残った忌まわしき書が、その形を崩し始めた。

　カグツチの本来の力が、外来神である「モレク」の力をしのいだ瞬間である。

　それを見届けた蘇王が、真人に向かって手を伸のばして、叫さけぶ。

「逃げるぞ、真人！」

　ハッとした真人が、その手をとりながら、たずねた。

「でも、守谷たちは……」

　それに対し、祭さい壇だんのほうを顎あごでさした蘇王が、つらそうに首を横に振ふる。

　目をやった真人も、痛ましそうに眉まゆをひそめた。

　祭壇の前の血だまりの上に横たわる一人の人間──。すっかり生気の失われたそれが、だれであるかは、遠目にもわかる。

　いったい、守谷の身になにが起きたのか。

　だが、それをゆっくり考えている時間は真人にはなく、二人にも、容よう赦しやなく炎の手が伸びる。

　今井の姿も炎の中に溶とけ込み、もはや、この場には、真人と蘇王しか残っていない。

　彼らは、しっかりと手をつなぐと、無数にある道の一つに飛び込んだ。

　それが、正しい道であるのかどうか。

「ああ、待て、真人！」

　腕うでを引かれた真人が、不服そうにふり返る。

「なに？」

「道を間ま違ちがえると、出られなくなる可能性がある」

「そんなの、進んでいるうちに、おのずと道はひらけんだろう！」

「お前は、いつもそうやって──」

　この瀬せ戸と際ぎわで、例のごとく言い合いを始めようとした二人の間を、その時、色々な色に光りながら、「くるのまがり」がスイッと通り過ぎた。

　そのまま、どんどん先へと進んでいく。

　とっさに言い合いをやめて目で追った真人と蘇王が、ややあってうなずき合い、黙だまってそのあとに従った。

　小走りになりながら、念ねんのため、蘇王が確かく認にんする。

「いちおう訊きくが、このままアレについていって、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

「たぶんね」

　あいまいに肯こう定ていした真人が、「ただ」と残念な予測を付け足す。

「散歩好きだから、最短距きよ離りを取ってくれるかどうかは、わからない」

　蘇王が、眉をひそめて真人を見た。

「……冗じよう談だんだろう？」
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「いや、マジ。──でも、ほら、明かりの代わりにはなるし、闇やみ雲くもに歩きまわるよりかは、きっといいんじゃないかと」

「それはそうかもしれないが……」

　出たとこ勝負も、度が過ぎる。

（飼い犬は飼い主に似るというが──）

　そんなことを思いながらため息をついた蘇王が、小声でつけ足した。

「……頼むから、今は、勘かん弁べんしてくれ」

　それでも、かなり走らされたとはいえ、結局、煙けむにまかれることもなく、二人は、無事、深社口岩まで戻もどって来ることができた。

　驚おどろいたことに、外はすでに白み始めていて、黎れい明めいの空気が二人を包み込む。

　秋分の日が、ようやく明けようとしていた。
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　地下神殿の炎えん上じようは、美水大社奥宮まで煙えん害がいを及およぼしたため、事件は、かなり大々的に報じられた。

　ただし、蘇王と真人が、その場にいたことは伏ふせられる。

　そこに二人がいたという痕こん跡せきは残されていないため、単純に口をつぐんでしまえばいいだけのことだったし、他ほかの人間がそれを暴ばく露ろしようにも、その場にいたことを知られたくないのはお互いさまであるので、結果、暴露される心配もなかった。

　黒くろ焦こげの死体となって見つかった守谷則継については、彼が、地下道を散策している途と中ちゆう、携けい帯たい用コンロに火をつけようとして、運悪く、その場に充じゆう満まんしていた天然ガスに引火したということで、事故扱あつかいになった。

　事実を知る二人からすると、かなり無理があるように思えたが、生いけ贄にえを捧ささげるような儀ぎ式しきをやった挙げ句、仲間割れしたと言うわけにもいかないだろうし、また、現場にいた人間にとっても謎なぞめいた出火を説明するのに、それくらいしか思いつかなかったのだろう。

　もっとも、誤ご魔ま化かしたところで、「巌本神霊教団」に捜そう査さの手が入るのは、もう時間の問題だった。

　その時には、この事件が蒸むし返される可能性もある。

　だが、どれほど追つい及きゆうしようと、明確な答えを得るのは永遠に無理だろう。仮に得られたところで、だれも信じやしない。

　地下神殿では、他にもいくつか焼しよう死し体たいが見つかったようだが、どれも損傷がはげしく、身元の特定には至らないということだった。

　ただ、その日を境に、今井盛令の姿も学校から消えた。

　今井が炎ほのおにまかれるのを見た真人と蘇王だけは、消えた理由に心当たりがあったが、残念ながら、やはり口にすることはできなかった。

　二人の生徒を失ったことで、御堂学院は、しばらく意い気き消しよう沈ちんした空気につつまれた。

　とはいえ、なんだかんだいっても、元気盛りの子どもたちは、そうそう、いつまでも悲しみに浸ひたってはいられず、時間とともに、徐じよ々じよに活気が戻ってくる。

　さらに、一つ。

　真人にとっては、とても大切なものが戻ってきていた。

　なにかといえば──。

「あ、玉司！　坂下が、昼飯、遅おくれるから、席を取っておいてくれって」

「わかった」

　事件の翌々日。

　昼休みに学校エリアを蘇王と並んで歩いていた真人は、すれ違ちがいざまに伝言を受け取り、片手をあげて了りよう承しようした。

　それを見おろし、蘇王が「よかったな」と言う。

「よかったって、なにが？」

「名前だよ」

「名前？」

　なんのことかわからなかった真人が訊き返すと、蘇王が呆あきれたようにため息をついた。

「もしかして、自分のことなのに、もう忘れているのか？」

「だから、なにを？」

「お前の名前。『玉司真人』。──『玉』が、戻ってきている」

「──あ」

　ようやく思い出したらしい真人が、「そういえば」と続けた。

「昨日の夜、龍りゆうが夢に出てきて、なにかごちゃごちゃ言っていたんだけど、きっと、このことだったんだな。──玉司真人。う～ん、やっぱ、いい名前だ」

　忘れていたことなどどこ吹ふく風で、真人が一人悦えつに入る。

　あのあと、カグツチの魂たましいのかけらは、自動的に龍王のところに戻ったらしく、真人が特になにかしたわけでもないのに、万ばん事じはすべて元どおりだった。あるいは、もとより、高天原と龍王の間で、なにか盟約のようなものが交かわされていたのかもしれない。

　なんにせよ、神様のことは神様同士で片をつけてくれたようで、古代神の復活も阻そ止しできたのだから、めでたし、めでたし、である。

　ついでにいえば、「神使い」としての真人の役目も、これで終わったと考えていいはずだ。その証しよう拠こに、昨日、洞どう窟くつを出て以来、「くるのまがり」の姿を見ていない。

　ポチがいないのはちょっと淋さびしい気もするが、それ以上に、肩かたの荷がおりて、真人はホッとしている。

「あ、そうだ！」

　思いついたように、真人が続ける。

「このこと、やっぱり、仏野先生にも報告した方がいいかもしれない」

「……仏野ねえ」

　蘇王が、意味ありげに、その名前をつぶやく。

　名前の一部を失くした真人に、霊れい力りよくの強そうな指輪をつけさせた環。

　ほかにも、これまで、折に触ふれ、真人の「神使い」としての役割を補助してきたらしい環であるが、そもそも、いったい何者なのか──。

　常々疑問に思っていたことであるが、名前のあがったところで、軽くうとましげな表情になった蘇王が、思い切って質問する。

「前から訊こうと思っていたけど、あの人は、お前のことをどこまで知っているんだ？」

　それに対し、「さあ？」と首をかしげた真人が、あっけらかんと答える。

「よくわからないけど、ほとんどすべてじゃないか。──っていうより、下手をしたら、俺が俺について知っている以上に、知っているのかも」

　なにせ、真人が考えるに、相手は神様だ。

　おそらく、真人に「くるのまがり」を与あたえた神と同じ側の存在で、「神使い」が「神使い」としての仕事ができるように、補ほ佐さする役目を負っていたのだろう。

　ただ、面と向かって確かく認にんしたわけではないので、真人には、真実を語る資格はない。もし必要なら、環が直接、真人なり、蘇王なりに明かすだろう。そのあたりを、はっきりさせずにいられるのも、真人のおおらかさだった。

　そんな真人に対し、蘇王は、いささか拍ひよう子し抜ぬけする。

　予想では、もう少し謎めいたごまかし方をされると思っていたのだが、そんなことはなく、かといって、はっきりとした真実もないようだからだ。

　だからこそ、真人なのだろうが──。

　とはいえ、今の真人の返答には、正直、穏おだやかならないものがあった。

「……お前以上にね」

　苦々しげにつぶやかれた言葉は、だが、生徒たちの喧けん騒そうにかき消され、真人の耳には届かなかった。

　その直後。

「玉司、まだこんなところにいたのかよ！」

　バンと肩を叩たたいて追い越こしていったのは、真人に席をとっておいてくれと伝言を頼たのんでいた坂下だ。

　坂下は、二人の前を、後ろ向きになって歩きながら続ける。

「ちんたらしていると、食いっぱぐれるぞ」

　さらに、蘇王に視線を移して報告する。

「そうそう、水方。向こうで藤代さんが捜さがしていたけど、なんなら、席を取っておく？」

　それに対し、軽くのけぞった蘇王が、ついで面めん倒どうくさそうに顔をしかめ、それでも、踵きびすを返しながらうなずいた。

「ああ、よろしく、坂下」

「了解ラジヤ」

　そこで、それぞれの方向に歩き出した彼らの上を、秋めいた風が吹きすぎていった。







　あとがき




　お晩です。

　お盆ぼんです。

　それなのに、台風が列島を横断していて、そのせいで帰省の予定が狂くるってしまった方も大勢いらっしゃるのではないでしょうか。ご先祖様たちも、きっと、道中、風に飛ばされそうになったりして大変なんじゃないかな～。立ち往生とかしてないといいのですけど……。

　そんな中、特に帰省などする予定のない私はといえば、風雨の隙すきをついてやってきたスポーツジムの帰りに青あお汁じるバナナスムージーを飲みながら、こうしてあとがきなどの細かな仕事を仕上げていますが、皆みなさまはいかがお過ごしでしょうか。

　こちらのレーベルで初めて書かせていただいた「御堂学院の神使官シリーズ」も、あっという間に三冊を書き終え、これにて終了です。本当に、あっという間でした。

　とはいえ、山田シロ先生のイラストに大いに助けられ、登場人物が魅み力りよく的になり過ぎてしまったため、このまま、あっさり完結してしまうのは、とても惜おしい気がしています。──というわけで、一応、「第一部・完」──的な終わり方にして、この先、いつでも第二部を始められる余地を残させていただきました。あしからず。

　きっと、そのうち何かが起こって、「くるのまがり」がピカ～ンと光りだし、意気揚よう々ようと真人のところに飛んで来て、また彼を引きずり回してくれることでしょう。

　その日まで、ひとまずのお別れです。

　ここまで、この本を読み、応おう援えんしてくださった皆さまには心からの感謝を捧ささげます。

　また、全巻通してドキドキするようなイラストを描かいてくださった山田シロ先生にも、同じく心から感謝を述べたいと思います。一いつ緒しよにお仕事をできて、本当に光栄でした。

　今後の予定としては、意欲的に新しいシリーズの提案とかもさせていただいているので、どんな形になるかはわかりませんが、また、近々、違ちがった物語をお届けできるのではないかと張り切っております。

　その時は、どうぞ、お手に取っていただけたら幸いです。

　では、次回作でお目にかかれることを祈いのって──。




　台風通過中のみなとみらいにて


篠原　美季　拝　　
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